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『私の騎き士しになってくれませんか？』

　その台詞せりふを聞いたのは五歳さいの頃ころだというのに、記き憶おくは驚おどろくほど鮮せん明めいだった。

　不意に視界が真っ白に染まったかと思いきや、次の瞬しゆん間かん、少年の目の前には美しい女性が佇たたずんでいた。その女性が、少年に手を差さし伸のべて告げたのだ。

　騎士というものが、どういった存在であるのか。当時の少年はあまり理解していなかった。それでも少年が首を縦に振ふったのは、目の前の女性が、あまりに寂さびしげな表情を浮うかべていたからだ。少年は彼かの女じよを悲しませたくないと思って、その願いを受け入れた。

『あ、ああっ?!　な、何してるのセイン君?!』

　少年が騎士になって、一年が経過した頃。

「何って、魔ま物もの退治だけど……」

『魔物退治っ!?　セ、セイン君にはまだ早いよ！　そういうのは、ほら、も、もっと大人になってからでも、いいと思うなぁ私！』

「でも、皆みな、魔物に困ってるよ。それに僕ぼくは強いから、僕がやらないと」

　少年は騎士の力を使って、何度も人助けをした。彼女から貰もらった力で誰だれかを助けることは、少年にとって非常に誇ほこらしいことだった。

　ただ肝かん心じんの彼女は、とても心しん配ぱい性しようだった。下手すれば少年の母よりも少年のことを心配していた。けれど、少年は不快には思わなかった。彼女はとても暖かい。彼女の言葉の一つ一つからは、純じゆん粋すいな優やさしさが溢あふれ出だしている。

『セイン君、それ、何食べてるの？』

「母上が作ってくれたお菓か子しです。女め神がみ様も食べますか？」

『私は……食べられないから、遠えん慮りよしておく。気持ちだけ受け取っておくね』

「そうですか。……残念です」

　騎士になって、三年が経過した頃。

　少年は、自分が聖せい騎き士しと呼ばれる存在になったこと。そして、自分を騎士に選んだ女性が女神であることを学んだ。最初は驚いたが動どう揺ようはすぐに治まった。少年は自分が聖騎士でなくとも人助けをしていただろうし、あの女性が女神でなくとも、打ち解けていただろうと思った。だから、少年は以前と何も変わらない日々を過ごした。

　少年の真ま面じ目めでお人ひと好よしな性格は、いつしか国中の者に伝でん播ぱした。気がつけば少年はあらゆる人々に慕したわれるようになった。人々に愛され、少年は常に笑えみを浮かべていた。

　その様子を、女神はどこか羨せん望ぼうの眼まな差ざしで眺ながめていた。

　少年は、そんな女神の視線に気づいていた。

『セイン君は本当に凄すごいね。セイン君なら、きっと今までで一番の聖騎士になれるよ』

「そんなこと、ありませんよ」

　女神は少年をよく誉ほめた。けれど少年は、それを正面から受け入れられなかった。

　少年が幾いく度どとなく誰かを救ってきたのは、そうすることで女神が喜ぶからだった。しかし、少年は、誰かを救うだけでは彼女を救えないことに気づいた。

　少年が本当に救いたいのは、誰かではなく、女神ただ一人だった。

『セイン君は、何か、願い事とかないの？』

　ある日。女神が少年に訊きいた。

「特に思おもい浮かびません。女神様は、どうなんですか？」

『私？　私は、そうだね……』

　長い沈ちん黙もくを経へて、女神は告げる。

『私は――』

　絞しぼり出したような、その声を聞いて。

　少年は――己おのれの成すべきことを理解した。
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【今日のコラム：聖騎士の祈いのり】

　先日フォース家の庭で、羊に祈りを捧ささげるセイン様の姿を見かけた。知っての通りフォース家の長男たるセイン様は、世界でただ一人、聖騎士に選ばれた偉い大だいな人物である。

　煌きらめく光は神の寵ちよう愛あい。背せ負おう十字は正義の象しよう徴ちよう。女神の加護を一身に受けることを許された唯ゆい一いつの存在。それが聖騎士だ。年ねん齢れいは十二と、まだ若くはあるが、その実力は凄すさまじい。先月催もよおされた国内最高の戦士を決める大会『ラウラ・グランプリ』にて、セイン様が見事優勝してみせたことは、皆みな様さまにとっても記憶に新しい事実だろう。

　そんな聖騎士たるセイン様の祈りは、人々に安らぎを与あたえると以前から評判だったが、どうやらそれは人だけにあらず、羊にも効果があるらしい。

　セイン様の祈りを聞く羊たちは、木こ漏もれ日びを浴びて、安らかにうたた寝ねしていた（写真①：祈りを捧げるセイン様と静かに眠ねむる羊たち）。取材協力頂いた専属従者の話によると、セイン様は最近、飼育している動植物の世話に励はげんでいるらしい。人だけに留とどまらず、ありとあらゆる生命を慈いつくしむセイン様の姿は、まさに神が認めた騎士である。

　かねてより女神ヴィシテイリアを信しん仰こうする、我らがライトリッジ聖せい王国にとって、セイン様の存在は、まさに国の宝そのものと言っても過言ではない。

　セイン様がいる限り、王国の平和は保たれるだろう。

　最後は私の存在に気づいてしまったのか、セイン様は魔ま法ほうで姿を消してしまった。聖騎士に任命され早七年。セイン様の聖騎士としての成長は著いちじるしいが、どうやらシャイな性格は未いまだ直っていないらしい（写真②：消えたセイン様に驚く羊たち）。

　私は両手を合わせ祈った。神の寵愛を受けた聖騎士が、我わが国くにをより良い方向へ導いてくれることを願って――。




◆　◆　◆




「ぎええええええええええ!!」

　手元にある新聞を強ごう引いんに引ひき裂さく。その少年は周囲の視線などお構いなしに、大きな奇き声せいを上げた。眉まゆまで届く黒い髪かみと、その間から覗のぞく碧あおい瞳ひとみ。ライトリッジ聖王国から他国へ向かうこの船において、そのような容姿を持つ乗客は珍めずらしい。
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　燦さん々さんと陽光が照り付ける甲かん板ぱんにいるにも拘かかわらず、少年は仰ぎよう々ぎようしい真っ黒な外がい套とうに身を包つつむ。おまけに指や首にゴツゴツとしたアクセサリを、これでもかとつけていた。

　少年ほどではないが、その傍そばに佇む、背の低い少女もまた珍しい風ふう貌ぼうをしている。

　少女は少年と同じく、ここらでは見かけない黒い髪をしていた。涼すずしげな顔をしているが厚着を纏まとっている。白と紺こん色いろの、フリルのついた衣装――俗ぞくに言うメイド服だ。髪は辛かろうじて肩かたに届く長さであり、手入れが行き届いているのか、絹のように艶つややかだった。

「あれは！　羊を！　生いけ贄にえにしただけだ！」

「そーですねー、セイン様ー」

「ぐおおおおおおお!!　鳥とり肌はだ鳥とり肌はだ鳥とり肌はだ鳥とり肌はだ！」

　新聞を破り捨てた少年――セインは、ゴツゴツとした銀色の指輪を嵌はめた手を振り回まわし、狂きよう乱らんする。一方、従者である少女――メリアは、涼しげに対応してみせた。

「しかもアレ、最後は失敗しましたよねー」

「ぐ、ぐぐ、あれは、惜おしかったんだ。後もう少しで、俺おれの目の前には偉大なる悪あく魔まが」

「一体全体どうやったら、羊を悪魔に変える筈はずの魔法が、自分を羊に変える魔法になるんですかー？」

「し、知らん！　俺が訊きたい！　手順は完かん璧ぺきだったのに！」

「捜さがすの苦労したんですよー？　……というか、この二枚目の写真に写っている羊、変身したセイン様ではー……」

「わああああああ！　こんなもの、こうだ！　こうだァ！」

　足元に落ちた新聞の欠片かけらを拾い見せてくるメリアに対し、セインは奇声を発した。紙し片へんを奪うばい取とり、もっと細かく引き千切ってから海に捨てる。

「く、くそっ、折せつ角かく、新たな門かど出でだと言うのに……幸さい先さきが悪いにも程ほどがあるぞ！」

　気がつけばセインとメリアの周囲からは乗客が消えていた。というか遠ざかっていた。完全に引かれている。冷ややかな視線に後になってから気づいたセインは、ゴホンと態わざとらしく咳せきをして、強引に空気を断たち切きろうとした。

「まぁ、いい。こんな日々とはもうおさらばだ」

　荒あれた息を落ち着かせ、セインは甲板から見える海うな原ばらを眺める。

　遥はるか先にある水平線。その向こう側に、自分たちの目指す大陸はある。

「思えば長かった。……だが俺は、遂ついに！　父の説得に成功したのだ！」

「はい、回想入りまーす」

　メリアが何か訳の分からないことを言ったが、セインは先週の記憶を思い出す。

　セインの家族、フォース家は、どちらかと言えば保守的な家いえ柄がらである。元は上流階級だったそうだが、現在は慎つつましい中流階級だ。

　フォース家の初代当主は当時の国王と良き仲であったらしい。当主が国の政まつりごとに寄き与よしたといった情報は残っていないが、その人脈は没ぼつ落らくした今もなお残っている。初代当主は重たい肩かた書がきを拒こばみ、できるだけ権力とはかけ離はなれた生活を求めたそうだが、国王との関係が芋いもづる式しきに他の上流階級との関係を生むこともあり、結局、数世代ほど貴族のままだったとのことだ。現在は漸ようやく落ち着いた暮らしが実現できているが、時折、当時からの人脈が求められる案件が舞まい込むこともあり、フォース家は一部の者から「領地を持たない貴族」と、親しみを込めて呼ばれている。

　そんなフォース家において、セインは長男であり一人息子むすこ。つまり次期当主である。フォース家の当主を継つぐためには、主に人脈の引き継ぎといった手続きが必要だ。十二歳を迎むかえたセインは、本来ならば、暫しばらくは他国への長期滞たい在ざいが許されない筈だった。

　しかしセインには、ある夢があった。そしてその夢は母国では叶かなわない。

　全すべては己の願望を叶えるため。セインは意を決し、父に相談したのだ。

「おお、セインよ！　お前はなんて勇ゆう猛もうな男だ！」

　扉とびらをノックし、父の書しよ斎さいへ入った直後。父は豪ごう快かいな笑顔と共に言った。

「世界中の誰もが羨うらやむ、聖騎士の力。それを手にしてなお、お前は更さらなる試練を求めると言うのだな！　その向上心、実に見事なり！」

「父上」

　父はセインの呼び声を無視した。

「思えば、セイン。お前はいつも謙けん虚きよだった。どれだけの賞賛を受けようと、どれだけの勝利を重ねようと、お前は鍛たん錬れんを止めなかった。聖騎士になってからもその向上心は一いつ切さい衰おとろえない！　お前は次に、異国の地にて己を研けん鑽さんしようと言うのだな！」

「父上。俺はまだ何も言ってません」

「何も言わずともいい！　私には分かる！　他国での長期滞在は、我が国では手に入らない見聞を広めることが魂こん胆たんであろう?!　その遥はるか高みを志す姿勢、父である私ですら感服した！　フォース家のことなら心配するな！　私が何とかしてみせよう！」

「父上、多分、俺の目指す高みと、貴方あなたの思い描えがく高みは違ちがいます」

　基本的に、セインとその父は、話が噛かみ合あわない関係として割と有名だった。

「向かう先は……ほう！　ロウリバニア王国！　王都ラスカスにある、ジェニファ王立魔法学園に通うのか！　あそこは実力主義であり、卒業するまでに何人もの生徒が退学するという噂うわさを聞くぞ！　それを敢あえて選ぶとは、やはり向上心の塊かたまり！　しかし、やっぱりちょっと不安だから、私が学園長宛あてに一筆認したためておこう！　なあに、私と学園長は旧知の仲だ！　きっと便べん宜ぎを図はかってくれる！　喜べ、これでセインは卒業まで安あん泰たいだぞ！」

「父上、止めて下さい。そんなことをしたら俺の学園生活が終わってしまいます」

　そんな贔屓ひいきをされれば、学友からどんな目で見られるか。堪たまったものではない。

「というか何故なぜ、俺の行き先を知っているのですか。俺は父上にそれを伝えるために、ここに来たのですが」

「メリアが教えてくれた」

「……余計なことを」

　父の手元には、セインが用意していたロウリバニア王国への乗船券と、学園の資料があった。相変わらず手回しがいい。だが余計なことには違いなかった。セインが今日、父のもとを訪おとずれていなかったら、今いま頃ごろ、父は本気で学園長宛に一筆認めていただろう。

　斯かくして、セインは母国――ライトリッジ聖王国を出立した。

　特に山も谷もなかった。思い出したセインは、苦虫を噛み潰つぶしたような顔をする。

「回想終わりでーす」

「貴様はさっきから何を言っているのだ」

　何処どこかに呼びかけるように告げるメリアに、セインは突っ込む。

　本当は、実の父を相手に激しい口論を重ね、その末に漸く出立を認めてもらうというドラマチックな展開をセインは所しよ望もうしていた。だが実際はそれとは真逆に近い展開になってしまったため、セインとしては、若じやつ干かん、不満の残る旅立ちである。

「ともかく、こうして俺の目の前には、新たな道が拓ひらかれたわけだ。……ふ、ふふっ、待っていろ新天地。そして来きたるべき日に恐おそれ戦おののくがいい！　我が野望が叶う時は近い！」

　黒い外套を翻ひるがえし、セインは左手を前に、右手を顔に当てる。

「そう！　俺は――――暗黒騎士になるッ！」

　胸を張って決意を改めるセイン。

　暗黒騎士。それは聖騎士と同じく、神の加護を得ることを許された唯ゆい一いつ無む二にの騎士のことだ。聖騎士と暗黒騎士は対ついなる存在である。聖騎士が女神と呼ばれる神から加護を受けることに対し、暗黒騎士は男神と呼ばれる神から加護を受ける。聖騎士が光の力を操あやつる騎士なら、暗黒騎士は闇やみの力を操る。セインは、暗黒騎士に強く憧あこがれていた。

　広大な海原を眺め、己の宣言に残心するセイン。

　その姿を、メリアは白けた瞳で見る。

「趣しゆ味みがガーデニングの人の台詞とは思えませんねー」

「ガーデニングの何が悪い！」

　最近はフルーツにハマっている。




　ロウリバニア王国の港街に到とう着ちやくしたセインは、早さつ速そく、王都ラスカスへ向かうための準備を整えた。この港街は王都と近いため発展しており、特に交通の要かなめとしては世界有数の規模を誇っている。馬車は勿もち論ろん、魔物を輓ばん獣じゆうにした魔ま車しやや、魔車の中でも竜りゆうを用いた竜車など、様々な種類が用意されていた。人々はここから目的地へと向かうのだ。

「まだ朝早いな。……本日の予定はどうだった？」

「外せない用事は、午後から学園で行う能力測定だけですねー。後は、なるべく本日中に学園長からの依い頼らいを片付けておいた方がよろしいかとー」

「ふむ、少し早いが予約していた魔車に乗るとするか」

　学園の入学式は明日行われる。本日行うのは能力測定と呼ばれるものだ。読んで字の如く生徒の能力を様々な方式で測定する行事であり、その結果で入学後のクラス分けが行われる。測定は、魔ま力りよく測定、体力測定を行った後、最後に面談を行う手て筈はずである。

　セインたちは馬車と魔車の貸出所に赴おもむき、店主のいるカウンターへ近づいた。

「失礼。魔車を一台、予約しているのだが」

　椅い子すに座すわった細身の男である店主は、一いつ瞬しゆん、セインの珍ちん妙みような格好に目を剥むいたが、すぐに落ち着きを取り戻もどし、カウンターの裏から予約帳と思おぼしき冊子を取り出した。

「はいよ。名前は？」

「俺がセイン。そして、こちらがメリ――おっと」

　名を呼びかけて、咄とつ嗟さに口を閉ざす。

「メリアですー」

　セインが口を閉ざすと同時、メリアが自身の名を告げた。店主が予約帳をパラパラと捲まくり確かく認にんしている間、メリアはじっとりとした目でセインを見つめ、耳打ちする。

「セイン様ー、今、ちょっと危なかったですよー」

「う、うむ。すまない、メイドよ」

　夢への第一歩を踏ふみ出せたことで気が抜ぬけてしまったのだろう。セインは謝罪した。

「それじゃ、入り口で待っていてくれ。すぐに用意する。……しっかし、お前、すんごい格好してんな。最初に見た時、変質者か何かかと勘かん違ちがいしたぞ」

「へへへ変質者っ?!　くっ、こ、この禍まが々まがしい装備の魅み力りよくが分からんとは、き、貴様も大たい概がい、可か哀わい想そうな奴やつだな。はは、はははっ、同情してやるぞ……」

「昨日、徹てつ夜やで作ったコートですのに。残念ですねー、セイン様ー」

「メイドぉ！　そーいうこと言うなぁ！」

　涙なみだ目めのセインに、メリアは辛しん辣らつな一言を投げかけた。

　店主に軽く礼を告げた後、入り口で待機していると一台の魔車が現れた。車体を引くのは巨きよ大だいな狼おおかみ型の魔物だ。馬よりも脚きやく力りよくが強く、ある程度の悪路ならば難なく走行できるため、道を選ぶ必要がない分、馬車よりも確実に早く進む。

「セイン様ー。確認したいんですけど……魔力測定の準備はしてますかー？」

　魔物の足音と共に揺れる車体の中、メリアが訊いた。

「準備？　ああ、封ふう印いん具ぐのことか？」

「そうですー」

「つけているではないか。これでもかというくらい」

「……え」

　セインが両手を広げ、全身を隠かくすことなくメリアへ見せた。

　メリアが思わず、言葉を詰つまらせる。

「ま、まさか、そのジャラジャラとした、指輪とか、首くび飾かざりとかってー……全部、封印具ですかー？」

「うむ！　ふふん、格かつ好こいいだろ？」

「い、いやー……百歩譲ゆずって、格好いいとして、封印具をそんな表に出すのは、どうかと思うんですけどー……」

「安心しろ。全てこの俺がデザインした完全オリジナルの特注品だ。見ただけでは封印具と気づかれることはないだろう。耐たい久きゆう性せいにも自信はある」

　セインが説明しても、メリアは不安の表情を浮かべたままだった。鼻高々にアクセサリを披ひ露ろうするセインに、やがてメリアの方が折れる。

「でも冷静に考えたら、その状態のセイン様って、何ができるんですかー？」

「……貴様、中々失礼なことを言うな」

「だって、王都のジェニファ王立魔法学園って、実力主義で有名なところじゃないですかー。そんなところに行くんですから、絶対、いつか危険な目に遭あいますよー。そんな時セイン様は封印具をつけた状態で、無事に切り抜けられますかー？」

「まあ、確かにそういった不安はあるな」

　遥か太古の時代から、人類は魔法という力によって文明を築き上げてきた。魔法は人類の生活を豊かにするための技術でもあるが、同時に人類を脅おびやかす存在――魔物と戦うための武器という側面も保つ。使い方を間ま違ちがえれば危険が生じるのは当然と言えるだろう。

　これから魔法を学ぼうとする、学園の生徒たちならば尚なおのことである。力に酔よい痴しれた子供が、周囲への迷めい惑わくを顧かえりみずに暴走する事件なんて、枚挙にいとまがない。

　技術の発展により、魔法を用いた犯罪も年々増加している。それを取り締しまるためにも魔法が用いられている。魔物の討とう伐ばつや、治安維い持じ。そうした職を生業なりわいにしたい生徒にとって、魔法を用いた生徒同士の競きそい合いは、日にち常じよう茶さ飯はん事じだった。

「しかし、抜かりはない。聞いて驚け。俺は遂に……闇の魔法を一つ、覚えたのだ！」

「えー、絶対嘘うそですよそれー」

「ははは！　そう思うか？　そう思うだろう。ふふぅん。だが、見るがいい、この魔法を！　――《闇弾ダルク》！」

　自信満々といった様子でセインが魔法を発動した。

　掌てのひらに黒い粒りゆう子しが収束する。それは徐じよ々じよに膨ふくらみ、闇の波動を迸ほとばしらせながら、やがて漆黒の弾だん丸がんとなる――前に、呆あつ気けなく霧む散さんした。

「ああっ!?」

「一瞬で消えましたねー。しかも、《闇弾ダルク》って、初級魔法じゃー？」

「い、今のは無し！　今のは無しだ！　さ、流石さすがの俺も、初級魔法くらいは成功する！」

「どのくらいの確率ですかー？」

「…………だ、大体、六割くらいで」

「……そんな調子じゃ、学園で虐いじめられますよー？」

「あああああ止めろ！　ストレートに言うな！　ちょっと気にしてるんだ！」

「中等部に入学するのに、初級魔法も使えないって、初等部以下ですよそれー……」

「ぎええええええええ！　聞こえん！　何も聞こえん！」

　奇声を発しながら両耳を塞ふさぐセイン。

　騒さわぎが聞こえたのか、御ぎよ者しやの男が何事かと振り返かえる。セインは何事も無かったかのように振る舞った。しかしメリアの言葉は深く心に突つき刺ささっていた。

「………………なあ、メイドよ。俺、虐められないよな？」

「今日はいい天気ですねー」

「メイドぉ！」




　御者に運賃を支し払はらい、魔物が去るのを見届ける。

　それから踵きびすを返したセインとメリアは、目の前に屹きつ立りつする巨大な建造物を眺めた。

「うちの屋や敷しきの、二倍以上はあるな」

「手入れはうちの方が行き届いていますねー。あそこの窓、拭ふき忘れてますー」

　漠ばく然ぜんとしたセインの感想に対し、メリアは従者の視点で目の前の景色を評価していた。

　ジェニファ王立魔法学園。王都の中央に鎮ちん座ざするこの学まなび舎やは、国内でも最大の教育機関である。白はく亜あの城を思わせる校舎に、貴族の庭園を思わせる敷しき地ち。そのような気品溢れる光景もあれば、荒れた地やボロボロの寮りよう、怪あやしげな倉庫など、近寄りがたい場所もある。

　施し設せつに貧富の差がみられるのは、待たい遇ぐうの違う生徒がいるからだろう。実力の低い者は隅すみに追いやられるらしい。実力主義をここまで素で貫つらぬくのは珍しい。

「これほど大きな学び舎を見るのは初めてだ」

「ライトリッジ聖王国の場合、学園というよりは教会みたいなものでしたからねー。しかも授業の殆ほとんどが伝道学で、各地を転々と回るだけでしたし……おまけにセイン様は騎き士し団だんにも所属していましたから、一箇か所しよに留まって腰こしを落ち着けるというのは、もしかして初めてじゃないですかー？」

「そうだな。だがメイドよ、忘れるな。俺がこの学び舎に来たのは、決して休息を得るためではない。……漸く、あの国から逃のがれたのだ。くくっ！　俺の魂たましいが、今か今かと待ちわびている。飢うえた獣と化す前に、闇を……大いなる闇を手に入れねば……」

「はいはい、そーですねー」

　くだらない会話を繰くり広ひろげながら、二人は正門を抜け、校庭に足を踏み入いれる。

　既すでに生徒たちは校庭を行き来しており、中には教科書の入った紙かみ袋ぶくろを片手に、早々に帰路へついている者もいた。

「能力測定は既に始まっているようですねー」

「まあ、そちらはいつでも行けるだろう。まずは学園長の依頼を片付けるぞ」

「承知しましたー」

「しかし、学園長め。まさか入学早々に仕事を依頼してくるとは」

「その代わり色々と便宜を図ってくれるんですから、文句を言わずに頑がん張ばりましょー」

　学園長はセインの正体を知っている。

　セインの正体は、箝かん口こう令れいを敷しく程度では誤ご魔ま化かしきれない程の大きなものだ。そのためセインは学園長と協力関係を結んだ。学園長は、セインの正体をできる限り隠いん蔽ぺいするよう務める。その代わり、セインは学園長の頼たのみごとを可能な限り引き受ける。

　この協力関係に文句はないが、今日は入学式の前日であり、能力測定の日だ。校庭には他の生徒の姿もあるため、仕事をするにしても細心の注意を払はらわねばならない。

「ここか？」

「みたいですねー。情報通りの景観ですー」

　荘そう厳ごんな扉を開き、巨大な円形の空間へと足を踏み入れる。

　少なくとも見た目だけでは用よう途とが理解できない大部屋だった。ただ、その景観は独特であり、何かがあることは間違いない。天てん井じようからは不思議な光が木漏れ日のように差しており、地面は柔やわらかな土と、背の低い草で敷き詰められていた。中央には色とりどりの花が咲さき、左右を見れば池や、小さな岩もある。白い壁かべが無ければ、ここが室内であることを忘れてしまいそうだ。当然、風は吹ふいていない。

　部屋の中央には花の他に、天井まで届く、大きな杖つえのような柱が立っていた。

　セインとメリアは、その柱のようなものに近づきながら、周囲を見み渡わたす。

「ふむ。結界の主な効果は、関係者以外の侵しん入にゆう者しやを防ぐことと、物理的・魔法的な脅きよう威いの防ぼう御ぎよか。高名な光の魔ま法ほう使つかいが、十人以上、協力してこれを生み出したそうだが……確かに質は高い。ただ、僅わずかに綻ほころびが見られるな。少し修復もしておこう」

「うちの結界と比べたら、規模がちっちゃいですねー」

「フォース家の結界は、人の力ではなく、神の力で造ったものだからな。……まあ、ここの結界も、これからそうなるんだが」

　そう言ってセインは白い柱に触ふれた。

　杖のような柱とは表現するべきでないかもしれない。これは紛まがうことなき杖である。魔法の触しよく媒ばいにしばしば用いられるこの道具は、魔法の効果の増ぞう幅ふくや維持、その他様々な機能を宿す。目の前の杖は、学園に張られた結界を、半永久的に維持するためのものだ。

「メイド、準備しろ」

「はーい」

　セインの命に従い、メリアは柱を囲うように、地面に小さな宝石を置く。

　これから行うのは学園を覆おおう結界の強化、および修復だ。学園には侵入者を阻はばむ大きな結界が備わっている。この結界はかなりの高性能であり、通過するためには学生証と、それに登録された本人がセットで居なければならない。

　結界の役割は外界との隔かく絶ぜつだ。その強度は一いち概がいに言えない。通過するための規則の複雑さも、効果範はん囲いの広さも、強度と言える。今回、セインが強化を頼まれたのは、純粋な硬こう度どだ。世の中の悪人は、偶たまに結界を力ちか押らおしで壊こわそうとする。さながら神のように人々を選別する結界も、所しよ詮せんは人の手によって作られたもの。人が壊せないという道理はない。破は壊かいへの対策は、純粋に、結界の抵てい抗こう力りよくを上げることが一番だった。

　意識を集中させると、周囲の情報がより多く、脳内へ届く。

　結界の殆どは光属性が用いられる。学園の結界もその例に漏もれず、光の魔法だった。校舎を覆う神聖な気配は、この結界が発するもの。特に、発生源であるこの部屋は、ひときわ強力な光の波長に包まれていた。

　それが、セインにとっては苦しかった。

「くっ……何故、海を渡わたってまで、このような場所に来なくてはならんのだ……」

「まーまー、以前まではこれが日常茶飯事だったんですから。今後はこーゆー仕事も少なくなりますし、今暫くの辛しん抱ぼうと考えましょー」

　日ひ頃ごろのハイテンションは消え、セインはすっかり暗い表情を浮かべていた。

　その間も、メリアはせっせと宝石を地面に配置する。

「セイン様が全力を出してくれたら、こんな面めん倒どうな準備もせずに済むんですけどねー」

「むぅ……す、すまない」

「冗じよう談だんですよー。……大変ですもんね、全力出した後は。特に髪のセットが」

　従者の気き遣づかいに感謝しながら、セインは風に揺れる前まえ髪がみを、指で摘つまんだ。ちゃんと黒く染まっていることを確認する。

「終わりましたー」

　メリアが宝石の配置を終え、隣となりに戻ってくる。セインは軽く呼気を発し、それから巨大な柱のような杖へ力を与えた。神の加護が杖へと流れる。杖全体が淡あわく光り出し、そこから溢れた神聖な輝かがやきが、舞う花弁のように部屋中へ広がっていった。

「絶ぜつ妙みような……そう、絶妙な力加減で……ま、待て、女神よ！　そんなに張り切らなくていい！　元の形を塗ぬり替かえない程度で、ほんの少しでいいから……ぐぎぎっ！」

　力を絞り出すというよりは、力を全力で抑え込む素そ振ぶりを見せるセイン。一瞬、セインの黒い外套が金色に輝いたが、すぐに戻った。全身から溢れ出す金色の燐りん光こうを、顔を真っ赤にして、強引に体内に押し戻そうとする。

「……ふぅ、終わったな」

　光が空間に溶とけ込んでいくのを確かめ、セインは杖から手を離した。

「お疲つかれ様さまですー。なんだか手こずってましたねー。女神様と何かあったんですかー？」

「ああ……あの女、俺の通う学び舎だからと、最上位の加護を与えようとしていた。前もそれで大問題が起きたのに、全く懲こりてないようだ……」

「愛されてますねー、ひゅーひゅー」

「心配性にも程がある。未だに掠かすり傷きずひとつ作ったくらいで、大おお慌あわてするような女だ。全く、いつまで俺を子こ供ども扱あつかいしているのか……」

　ブツブツと不平不満を口にするセインだが、その横顔は少しばかり綻んでいた。その微かすかな表情の変化に気づいたメリアが、半目でセインを睨にらむ。

「……嬉うれしいくせに」

「何か言ったか」

「何でもないですよー」

　不満気に顔を背そむけるメリア。セインは首を傾かしげた。

「それで、セイン様。結界はどんな風に強化したんですかー？」

「一ひと先まず中位の加護を付ふ与よしておいた。少し強すぎる気もするが、まあ、いいだろう。後は、いざという時のために、《聖せい獣じゆう》を一体置いている」

「出血大サービスですねー」

「何度も頼まれるのは面倒だからな。これで当分は保つだろう」

　少なくとも自分たちが卒業するまでは保つ筈だと、セインは考える。

「よし！　用は済んだ！　さっさと出るぞ、こんな場所！」

「はーい」

　とにかく、この光に満みち溢れた部屋から、一刻も早く立ち去りたい。

　間延びした返事をするメリアと共に、セインは部屋の出口へと向かう。

「そこの侵入者！　動かないで！」

　怒ど声せいが聞こえたのは、その時だった。

　声の方へ顔を向けると、そこには一人の少女がいた。今年度の中等部一年の学生服を纏っている。つまり、セインたちの同級生だろう。腰まで垂れる金きん髪ぱつに、宝石のように澄すんだ赤の瞳。メリアよりは少し背が高く、手足が細長いスラリとした体型だ。整った目鼻立ちをした彼女は今、眦まなじり鋭するどくセインを睨んでいた。

「……侵入者？　誰のことだ？」

「アンタよ、そこの黒ずくめの男！」

　少女の言葉に納なつ得とくする。

　この学園の敷しき地ち内ないにいる限り、生徒は学生服の着用を義務づけられている。能力測定のある今日も、事前に制服を着用して来るようにと通達があった。……にも拘わらず、セインが身につけているのは真っ黒な外套と、物ぶつ騒そうなアクセサリの数々。メリアも従者としての格好をしているため、これでは不ふ審しん者しやと見み紛まがわれても仕方ない。

　不審者ではない。彼かの女じよは誤解している。――だが。

　黒ずくめの男。その怪しさ満点のキーワードが、セインの琴きん線せんに触れた。

「く、くくっ！　見つかってしまったか。だが小こ娘むすめよ。果たして、この俺を止め――」

「問答無用！　《炎弾フラグス》！」

「ちょっ、早――っ!?」

　ウキウキしていた心が一気に冷める。

　少女が魔法で炎ほのおの弾丸を生み出した。飛来してくる弾丸をセインは間かん一いつ髪ぱつで避さける。

「じょ、冗談を言って悪かった！　貴様は誤解している！」

「いいから、ぶっ飛ばされなさい！」

「ま、待て！　今はマズい！」

　次々と炎の弾丸を放つ少女に、セインは本気で焦しよう燥そうした。

「これ以上は止やめろ！　さっき喚よんだばかりだから、まだ《聖獣》が帰っていな――」

「訳の分からないことをっ！　《劫ごう火かよ》《焼き尽つくせ》――《火炎球フレア》ッ！」

　小型の太陽の如き灼しやく熱ねつが放たれる。迸る炎は巻き付くようにセインへと迫せまった。

　だが、その直後――炎は、まるで巨大な爪つめに裂かれたように掻かき消える。

「――え？」

「言わんこっちゃない！」

　不可思議な現象を前にして、少女は呆ぼう然ぜんとする。

　次の瞬しゆん間かん、少女の目の前の空間が歪ゆがんだ。目を凝こらせば見える。そこには半はん透とう明めいの、巨大な獅し子しがいた。獅子が腕うでを持ち上げる。少女は獣を認にん識しきしていない。だが殺気だけは感じ取ったのか、みるみる顔が青あお褪ざめていった。

「止まれ！　彼女は敵ではない！」

　セインが慌あわてて叫さけぶ。同時に、隣に立つメリアが、セインに密着して言った。

「こうした方が早いですよー……ていっ！」

「――ぐへあっ!?」

　一瞬だけ、甘あまい香かおりがした。次の瞬間、即そく座ざにセインの腹部へ、メリアの拳こぶしが叩たたき込こまれる。部屋全体を揺るがすような轟ごう音おんが響ひびいた。セインの身体は、身長の三倍ほど直上に浮うかび、その後、重力に従って落下する。
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　突とつ然ぜんの暴力に、少女も、半透明の獅子も、メリアに注目した。

「あー、《聖獣》さん、もう帰っても大だい丈じよう夫ぶですよー。後は私がなんとかしますのでー」

　苦しむセインの傍で、メリアは周囲へ呼よび掛かけをした。

　少女の正面にいた半透明の獅子が、ゆっくりと姿を消す。

「た、助かったぞ、メイドよ……だが、他に、方法はなかったのか……」

「ないですよー。これでも一応、色々と考えたんですからー」

「そうか……今は、それを信じよう……」

　メリアに肩を貸してもらい、セインがよろよろと起き上がる。

「動かないで」

　顔を上げると、再び視線が少女と交こう錯さくした。

「まだ、話は終わっていない。……アンタたち、何者よ」

　一層警けい戒かい心しんを膨らませた少女が問う。

　どう切り出だすべきか。考え倦あぐねるセインより先に、隣のメリアが行動を起こした。メリアはセインの衣服から学生証を抜き取り、それを目の前の少女へと投げる。少女がそれを受け取ったことを確認してから、メリアは語りかけた。

「ご覧の通り、私たちはここの生徒ですー。侵入者じゃありませんよー」

「……本物？」

「触さわったり舐なめたりしてもいいですよー？　なんなら折っちゃっても平気ですよー？」

「メ、メイドぉ……俺の学生証だからって、好き勝手に……っ！」

　冗談でも冗談に聞こえないから、メリアは恐ろしい。

　幸い少女がメリアの言葉に従うことはなかった。彼女は学生証を掌の上に乗せ、じっくりと観察する。それから、安あん堵どに胸を撫なで下おろした。

「どうやら、侵入者じゃないみたいね……疑ってごめんなさい。でも、アンタたちも悪いのよ？　そんな変な格好してるんだから」

　そう言って、少女はこちらへ歩み寄り、学生証を直接セインに返した。

「学園にいる間、学生は制服を着用するってルール、知ってるわよね？　次からはちゃんと制服を着なさいよ」

「着ているではないか」

「……はい？」

「俺が着ているのは制服だ。まあ多少、改造しているがな！」

　セインが自じ慢まん気げに黒い外套を見せびらかす。少女は最初こそ怪け訝げんな目をしていたが、目を凝らせば外套のあちこちに学生服の面おも影かげを残す部分があることに気づいたらしく、

「分かるわけないでしょっ?!　原型を留とどめてないじゃない！」

「この俺の手に掛かれば、どんなものでも禍々しく作つくり替えることができる。……人呼んで、万物に闇を与えし者ダーク・レゾネーター！」

「誰だれも呼んでないですよー」

　メリアが速すみやかに、セインの戯たわ言ごとを否定する。

「ちなみに私たちの服装については、学園長から許可を得てますー。私は一応、この頭のおかしい人の従者ですので……その辺りは、ご理解頂ければと思いますー」

「……アンタはともかく、そっちの男は本当に許可、貰もらってんの？」

「その筈ですー……」

「……まあいいわ」

　半信半疑といった様子だが、少女は一先ず納得したようだった。

「二人とも見ない顔ね。内部進学組じゃなくて、新入生かしら？」

「ああ。中等部一年に入学する、セインだ」

「同じく、その従者のメリアですー」

「私はアリシアよ。アンタたちと同じで、明日から中等部一年になるわ。……まあ、さっきのことは水に流すとして。これからよろしくね」

「こちらこそよろしくですー、アリシア様ー」

　気き兼がねなく名を呼ぶメリア。

　対し、セインは微び妙みような顔をした。

「……すまない。その名は姓フアミリーネームか？」

「いいえ、名前よ」

「姓は無いのか？」

「そりゃ、あるけど。……名前で呼んでくれた方が嬉しいわね」

　アリシアが僅かに逡しゆん巡じゆんする。何か、名前で呼んで欲ほしい理由があるのだろうか。その理由に関して追及するつもりはないが、彼女の要望はセインにとって不都合だった。眉み間けんに皺しわを寄せ、数秒ほど考えたセインは、やがて普ふ段だん通どおりの不敵な笑えみを浮かべる。

「ふふん！　閃ひらめいたぞ！　貴様の名！」

「え？」

「貴様の名は、今日から黄金姫ゴールデン・プリンセスだ！」

「ゴ、ゴールデン・プリンセスぅ？」

「うむ！」

「ち、ちなみに、その名前の由来を教えて貰ってもいいかしら？」

「髪かみが金色だからだ！」

「安直…………ま、まあ、プリンセスって響きは悪くないわね。でも、ちょっと長くないかしら？　もうちょっと短い方が、言いやすそうだけど」

「では、ミス・ゴールドで」

「なんでプリンセスを取るのよ！」

「なんなら俺おれのことも、ミスター・ブラックと呼んでくれて構わない。……いや、どうせなら、ミスター・ダークネス……暗黒紳士ミスター・ダークネス……ふふ、いいな」

　アリシアの抗こう議ぎを無視して、一人、不気味な笑みを浮かべるセイン。隣でその気味悪い様子を眺ながめていたメリアが、ポツリと呟つぶやいた。

「……ミスター・メッキ」

「何か言ったか、メイドよ」

「何でもありませーん」

　醒さめた表情を貫くメリアに、セインは首を傾げる。

「ところで、二人はどうしてここに？　ここは新入生が来るような場所じゃないけど」

　アリシアの問いに、セインとメリアが顔を合わせる。

「そ、それはだな……」

「能力測定まで時間がありましたので、少し散歩していたんですよー。そしたら偶たま々たまこの部屋を見つけまして、不思議な雰ふん囲い気きでしたので、立ち寄ってみただけですー」

「ああ、そうなのね。気持ちは分かるわよ。私もここはお気に入りの場所だから」

　嘘うそが下手なセインに代わり、メリアがすかさず適当な言葉を並べ立てる。平常時が無表情な彼女は、嘘の天才と言っても過言ではなかった。あまり尊敬はできないが。

「知ってる？　あの大きな柱みたいなやつ、実は杖なのよ。学園の結界は、あの大きな杖で維持されているの」

「ほぉ、そうなのか」

　既き知ちの内容だが、話を会わせるためにも頷うなずく。

「あ、やばっ。そろそろ測定に行かないと」

　腕に巻いた時計を見て、アリシアが言った。

　セインも外がい套とうから、無む駄だな装そう飾しよくを拵こしらえた銀時計を取り出す。

「まだ時間には余よ裕ゆうがあるのではないか？」

「中等部一年の測定は、午後三時までよ。あと一時間も無いわ」

「む、そうなのか」

「あーもう、本当は時間に余裕を持って測定に臨のぞむ筈はずだったのに。……おまけに、侵入者だと思ったら、うちの生徒だったし。……今日は散々ね」

「……もう少し学園のセキュリティを信しん頼らいしても良いのではないか？　結界には部外者を阻む効果もあるのだろう？　それにあの杖自体も強力な結界で守られている。ミス・ゴールドの思おもい描いている事態には滅めつ多たにならない筈だ」

「残念だけど過去に何度か侵しん入にゆうされてんのよ。アンタもこの学園で過ごす以上はいずれ分かると思うけど、世の中には自分の想像を遥かに超こえた、規格外な人間がいる。それも目に見える形とは限らずにね。全然凄すごそうに見えなくても意外と腕が立ったりすんのよ。だからアンタを見た時も一応、警けい戒かいしたってわけ」

「そうなのか。……なら、俺も一応、気をつけておこう。……ん？　待て。それって遠回しに、俺が全然凄そうに見えないと言っていないか？」

「ほら、急ぐわよ新入生！」

「おい貴様ァ！　答えろォ！」

　我先にと出口へと走っていくアリシアを、セインは怒声と共に追いかけた。

「ぐ、ぐぬぅ、何な故ぜ俺おれがこのような屈くつ辱じよくを……っ！」

「まーまー、いーじゃないですかー」

　隣で走るメリアが、セインの怒いかりを宥なだめる。

「少なくとも、ここでは今までみたいに、崇すう拝はいされることは無さそうですねー」

「……そうだな」

　メリアの一言に、セインは小さく笑みを浮かべる。

「あれ、そう言えば、変ね？」

　セインたちが部屋の外に出ると同時、アリシアが振ふり返り、部屋の中を眺めて呟いた。

「なんだか、ここの結界……前よりも強くなってる気が……」

　セインもメリアも、その呟きは聞かなかったことにした。




　能力測定は、魔力測定、体力測定、面談の三段階に分かれており、その内の前者二つは好きな順番で受けることができる。ただ、体力測定は文字通り体力を消しよう耗もうするため、大たい抵ていの生徒たちは先に魔力測定を受けていた。セインたちも例に漏れず、まずは魔力測定の会場である講堂へ向かう。

「凄い人ですねー」

　講堂に集まった生徒たちの数を見て、メリアが言う。百名近くの生徒が測定を受けるため、講堂の中では複数の列が作られていた。ライトリッジ聖王国では金髪が多く、次点で茶ちや髪ぱつ、白はく髪はつと続いていたが、ここの生徒たちの髪や肌はだの色はてんでバラバラだ。

「アンタ……その格好、やっぱり目立つわよ」

「仕方ない。これも闇に魅みせられし者の宿命というやつだ……」

　自分に酔いながら言うセインに、アリシアは額に手をやって嘆たん息そくした。

「む？　ミス・ゴールド。あの道具は何だ？」

　生徒たちの列の行き着く先は、人間の頭ず蓋がいほどの大きさの水すい晶しよう玉だまが置かれた長机だった。生徒たちは、緊きん張ちようした面おも持もちで水晶玉に掌を翳かざしている。

「検査球のこと？　魔力の発色反応を利用した道具で、あの水晶玉に手を翳すと、自分の系けい譜ふと習熟度が明らかになるの。うちの学園は習熟度をランクで表わしていて、一番下がＦランク、一番上がＡランクよ。私たち中等部の平均は大体、Ｄランクくらいだと思う」

　魔力には属性という概がい念ねんがある。

　火、水、土、風、雷かみなり、光、闇。この七種が一いつ般ぱん的てきに認にん知ちされている属性だ。そして魔ま法ほうとは、この魔力を燃料に実現する神秘のことである。それぞれの魔力によって、実現できる魔法には違ちがいがある。例えば、火の魔法を使うには、火の魔力が必要だ。

　そして、人間には魔力に対する適性があり、これを系譜と言う。

　系譜は三種類ある。五行の系譜と、光の系譜、そして闇やみの系譜だ。五行の系譜に該がい当とうする者は火、水、土、風、雷に適性がある。光の系譜に該当する者は、光の魔力に適性があり、闇の系譜に該当する者は、闇の魔力に適性がある。適性がある魔力は、他ほかの魔力と比べて扱いやすい。要は、向き不向きだ。

「習熟度は水すい晶しようから放たれる光の強さで測定されるの。ほら、あんな感じ」

　生徒が水晶に手を翳すと、青色の光が生じた。その光を見て、教師と思しき人物がバインダーに載のせた紙面に文字を記す。これが魔力測定の一連の流れらしい。

「習熟度というのは、一度に扱える魔力の最大量という認識でよろしいでしょうかー？」

「ええ。その通りよ」

　全すべての属性の魔力は、人間の体内にはあらず、大気中に均等に存在する。人間は自らの思念によって、この形無き魔力を形ある魔法へ変へん換かんするのだ。習熟度とは、一度に変換できる魔力の最大量を表す。系譜は、習熟度を向上させやすい属性と言いい換かえても良い。

「待ってくれ！　もう一度、もう一度だけやらせてくれ！」

　セインたちが列に並ぶと、その先頭から生徒の叫び声ごえが聞こえてきた。どうやら測定の結果が芳かんばしくなく、再測定の機会を強請ねだっているようだ。

　その様子を見て、セインが「ふん」と鼻で笑った。

「情けない姿だ。日頃の研けん鑽さんが足りていない証しよう拠こだな」

　セインがそう言うと、メリアが無言で鋭するどい視線を送ってきた。

「次の方、どうぞ！」

「じゃー、行ってきますー」

　呼び出されたメリアは一礼して、セインのもとを去った。

　アリシアと共に、メリアの魔ま力りよく測定を見学する。気がつけば、メリアの周囲には小さな人ひと集だかりができていた。元々、抜ばつ群ぐんに整った容姿を持つ少女だ。人集りの七割近くが男子生徒なのは、そのためだろう。

　人集りの間から、メリアが検査球に手を翳すのが見えた。

　直後、五色の強い光が検査球から放たれる。

「うっそ……信じらんない」

　隣のアリシアだけでなく、メリアの美び貌ぼうに引き寄せられた生徒たちも驚きよう愕がくの表情を浮かべていた。唯ゆい一いつ、セインだけが結果を予想していたので、あまり驚おどろいていない。

「五行の系譜の……全ての属性で、あれだけの習熟度を出すなんて……。ちょっと、アンタ。メリアって、相当、凄い人なんじゃないの？」

「うむ。自じ慢まんの従者だ」

　五行の系譜に該当する者は、五つの属性を自由に極きわめることができる。それは選せん択たく肢しが豊富であると同時に、下手をすれば器き用よう貧びん乏ぼうになってしまうことも意味する。だがメリアは、一つを重点的に極めるのではなく、敢あえて全てを極める道を選んだ少女だった。

　結果、メリアは器用貧乏を超えた、万ばん能のうの魔法使いとなった。ライトリッジ聖せい王国にて伊達だてにセインの従者であったわけではない。彼女は指折りの実力者だ。

「ただいま戻もどりましたー」

　普段通りの無表情で、メリアが帰ってきた。

「メイドよ、結果はどうだった？」

「五行の系譜で、火と水がＢランク。土、風、雷がＣランクでしたー」

「流石さすがだな。主あるじとして誇ほこらしいぞ」

「どもどもー」

　鼻高々といった様子で胸を張るセインに、メリアも満まん更ざらではない様子だった。髪を指で弄いじり、照てれ隠しをするメリアに、セインは更さらに言う。

「見ろ。既に何人もの男子が、貴様に熱い視線を注いでいる。……うむ、懐なつかしいな、この感覚は。メイドは何処どこに行ってもモテるなぁ……」

　セインがロウリバニア王国へ旅立つ際、それを聞きつけた知人が、何人もメリアへ言い寄ったことを思い出す。流石に美び醜しゆうの感覚は国を跨またいだところで簡単には変わらない。

「……こーいうの、セイン様はどー思うんですかー？」

「と、言うと？」

「たとえば、私が、そのー、他の男に言い寄られたりしたらー……」

　訳の分からない質問だった。偶にメリアはこうした不可解な問いを繰り出す。

　疑問に思いながらも、セインは背の低い従者に対し、極めて真しん摯しな回答を述べた。

「安心しろ。俺は貴様を束そく縛ばくしない。好きな相手ができたら、遠えん慮りよなく言うのだぞ」

「……はっ。死ねばいいのにー」

「何故なぜだっ!?　今、良いことを言っただろう！」

　自じ嘲ちようと共に辛しん辣らつな発言をするメリア。何を考えているのか、さっぱり分からない。

「次の方、どうぞ！」

　係員の声がする。セインではなく、隣の列に並んでいたアリシアが呼ばれた。

「どうした、ミス・ゴールド。呼ばれているぞ」

「……そうね」

　これまで気き丈じようだったアリシアが、急に気弱な様子を見せる。

「できれば、見ないで」

　小さな声でそう告げて、アリシアは検査球の前に立った。辛かろうじて声を拾ったセインとメリアは、視線を交錯させる。

　結界の中ちゆう枢すうである例の部屋にて、セインたちはアリシアの火の魔法を見ている。あの威い力りよくは、適性がなければ発揮できないだろう。アリシアは恐おそらく、メリアと同じ五行の系譜だ。あの時の魔法の威力から、メリアほどではないが、平均以上の習熟度はあると推測できる。それを隠かくしたがる理由は、特に思いつかない。

「む、そろそろ俺の番か。……メイドよ、準備を手伝ってくれ」

「えぇー……本当にやるんですか、あれー？」

「当然だ。何事も、まずは形から入るのが俺の主義だ」

　セインの言葉に、メリアは溜ため息いき混まじりに鞄かばんを開いた。少し列を離はなれ、物もの陰かげでメリアと協力しながら、こそこそと準備を整えていく。

「次の方、どうぞ！」

　係員の呼び出しに、セインは応じた。

　丁度アリシアも検査が終わったらしく、少し疲れた様子でこちらへ向かって来る。アリシアは視線を左右させ、セインたちを捜した後――正面を見て、絶句した。

　口をポカンと開け、驚きのあまり硬こう直ちよくしたアリシアとすれ違う。

　そこには、漆しつ黒こくの改造制服を身に纏まとい、鬱うつ陶とうしいほどのアクセサリを指や首に掛け、更には真っ黒な兜かぶとで頭を隠した、紛うことなき変質者がいた。

「おい、なんだアイツ……不審者か？」

「学生じゃ、ないよな？」

「禍まが々まがしい……」

「ただ者じゃないぞ」

　よせやい、よせやい。兜の中でニヤニヤと笑みを浮かべるセイン。ガーデニングで培つちかったセインの手先は器用であり、学園の制服に禍々しい改造を施ほどこすのはお手のものだった。

「黒い外套に、黒い剣けん……まさか、暗黒騎き士し？」

　ひらりと外套を翻ひるがえすと、生徒の一人がポツリと言った。その一言が瞬またたく間まに伝でん播ぱし、セインはメリア以上に視線を集める存在となった。

　多くの視線を集めたその時、セインの右みぎ腕うでから黒い帯のようなものが現れる。

「くっ、いかん。静まれ、我わが闇の力よ……っ！」

　ゆらゆらと怪しく光るそれは、まさに闇の波動。周りからは「おおっ」と驚きの声が上がる。自身の意思とは無関係に溢あふれ出でる闇の力を、必死に抑え込もうと、セインは苦しそうな声を漏らしながら腕を押さえる。
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　だがメリアは、兜の中から聞こえる激しい息いき遣づかいに気づいていた。

「……めっちゃ息切れしてませんかー？」

　セインが呼吸を止める。しかし、メリアの視線は誤魔化せなかった。

「必死に絞しぼり出しているんですねー」

「ちちち違ーう！　こ、これは無意識だ！　勝手に出ているだけ――げほっ、げほっ！」

　激しい体力の消耗の中、息を止めたことでセインは激しく咳せき込んだ。その拍ひよう子しに闇の波動も消える。セインは肩かたで息をしながら、水晶玉の前に立った。

「名も知らぬ教師テイーチヤーよ。試練を受けに来たぞ」

「……どうぞ」

　くぐもった声を発すセインに、女教師が訝いぶかしげな表情を浮かべながらも頷く。

　学園長から話が伝わっているのか、改造制服を咎とがめられることは無かった。

　水晶に手を翳し、深呼吸で心を落ち着かせる。

「大いなる闇よ――今、その姿を顕あらわせッ！」

　セインが気合を入れると――ポン、と。指先ほどの、小さな黒い光が水晶に現れた。

　セインを取り囲んでいた人集りが呆然とした。誰も声を発さない。セインは緊張しながら、検査の結果を待つ。教師が水晶を真しん剣けんに観察し、口を開いた。

「闇の系譜、Ｆランクです」

「…………………………………………………………………………なんだって？」

「Ｆランクです」

　淡たん々たんと。はっきりと告げる教師に、セインは暫しばらく硬直した。

　徐じよ々じよに大きくなっていく周囲のざわめき。やがてセインは、全身を震ふるわせながら言う。

「く、くくくっ……ど、どうやら、少し力を抑おさえすぎたようだ。……あ、あと少し、あと少しで、真の力が……」

「次の方どうぞ」

「後生だ！　待ってくれ！」

「はいはい、行きますよー」

　先さき程ほど、「情けない」と評価していた生徒と全く同じことをするセイン。その腕をメリアは無む理り矢や理り引っ張り、教師に一礼してから退出した。




「――――――はっ?!」

　目が覚めた時、セインの視界には学園のグラウンドが広がっていた。一いち陣じんの風が吹き抜ぬけ、砂さ塵じんが舞まう。グラウンドを走る生徒たちが、砂すな埃ぼこりに目を細めていた。

「…………なんだ、夢か」

「夢じゃありませんよー……」

「いや、夢だ！　夢ということに……してくれぇ……っ！」

　隣に座すわるメリアの指し摘てきに、セインは頭を抱かかえて言った。

　魔力測定を無事に終えたセインたちは、次に体力測定を受けていた。流石に体操服までは改造しておらず、セインも他の生徒と同様、白の半はん袖そでと紺こんの半ズボンを着用している。

「いつまで落ち込んでんのよ。……ほら、次はアンタたちの番よ」

　先に走り終えたアリシアが、汗あせを拭ぬぐいながらセインたちの前に現れる。セインは死にそうな顔をしたまま、メリアと共にトラックの方へ向かった。

「セイン様ー、一いつ緒しよに走ってあげましょうかー？」

「…………いや。メイドはメイドのペースで走ってくれ」

「承知しましたー。じゃあ、私、前の方に行っときますねー」

　スタート地点からお前とは違うと言わんばかりに、メリアが前の列に加わる。合図が響き、生徒たちが一いつ斉せいに走り出した。

　セインは、開始十秒で最さい後こう尾びになった。

「お先ですー」

　先頭を走っているらしいメリアが、セインを追おい抜く際に言う。

「お先ですー」

　またメリアに追い抜かされた。軽かろやかに走るその後ろ姿を、恨うらめしく睨む。

「お先ですー」

「嫌いやがらせか、貴様ぁ…………っ！」

　最終的に、セインはメリアに四周遅おくれでランニングを終えた。

　その後も体力測定は続いた。筋力、瞬しゆん発ぱつ力りよく、跳ちよう躍やく力りよく、柔じゆう軟なん性せいなど、あらゆる身体能力を検査する。一時間以上をかけて、漸ようやく全ての項こう目もくの検査が終しゆう了りようした。

「アンタ、なんでもできるのね……」

　アリシアがメリアを見て言う。メリアは殆ほとんどの項目で優ゆう秀しゆうな結果を出していた。

「いえいえ。アリシア様も、結構速い方だったと思いますがー」

「ま、これでも普段から鍛きたえているからね。……評価は？」

「Ｄランクでした。私、筋力があまり無いのでー」

「私と同じね。やっぱり、単純な力だと、男子に一歩負けちゃうのが悔くやしいわね」

　互たがいの成績を教え合い、学生らしいやり取りをするメリアとアリシア。

「で、アンタは何もできないのね」

「……うるさい」

「ランクは？」

「聞いて驚け………………Ｅランクだ」

「……どう驚けばいいの？」

「Ｆランクじゃない」

「自分で言ってて悲しくならない？」

「………………悲しい」

　落ち込むセインへ、アリシアは同情の視線を送る。

　セインたちは更こう衣い室しつに向かい、軽くシャワーを浴びた後、制服に着き替がえて、本日最後の予定となる面談に臨んだ。




　面談の会場へ赴おもむくと、そこには生徒たちの長ちよう蛇だの列があった。

「並んでるわね」

　アリシアが言った。

　面談の相手は四人。学園長、教頭に加え、中等部の生徒会長と副会長だ。相手が四人に対し、生徒は一人ずつ面談に臨む。一人五分程度の面談であるため、廊ろう下かには長い列ができていたものの、回転は早かった。

「おい、あの変な格好している奴やつ。魔力測定でＦランクだった奴だ」

「Ｆランク？　嘘だろ、初等部かよ」

　既すでにセインの醜しゆう態たいは広まっているらしく、生徒が噂うわさする。その間、セインは必死に平静を装よそおい、メリアとアリシアは他人の振りをしていた。

　暫くすると、メリアが面談に呼ばれた。扉とびらの前に立つセインは、こっそり耳を澄ましてみるが、面談の内容は何も聞こえなかった。

　やがて、メリアがいつもと変わらない無表情で扉から出てくる。

「メイドよ。どういった内容だった？」

「んー……基本的には、測定の成績について、深ふか掘ぼりされる感じですねー。後、私の場合は服装についても簡単に話し合いました。この学園、私以外にも従者が何人かいるみたいでして、その人たちも仕事着で生活しているみたいですー」

　確かに今まで、セインの格好について注目する生徒は多かったが、メリアに対しては予想よりも奇き異いの視線が少なかった気がする。

　問題は、成績の深掘りがされる点だ。

「……では、行ってくる」

　嫌な予感と共に、セインは会場へ入った。

　部屋の中央には生徒用のパイプ椅い子すがひとつ。その正面、窓まど際ぎわには四人の人物が座っていた。左から学園長、教頭、生徒会長、副会長だ。

「お掛け下さい」

　教頭が言う。教頭は茶髪の女性で、僅わずかに皺の刻まれた顔をしていた。その視線は既に鋭い。睨にらみ付つけるような目でセインを見み据すえている。

　セインは無言で椅子に座った。それから、一番左に座る学園長と視線を交かわす。紺と白の外套を身に纏う、灰髪に白い髭ひげの老人だ。公的には、これがセインと学園長の初対面となる。互いにボロを出さないよう、注意せねばならない。

「お名前を」

「セイン＝フォステスです」

　偽ぎ名めいである。セインの姓はフォースだ。本来なら身分詐さ称しようで判明すれば即そく退学だが、セインは学園長から直々に許可を貰っているため、問題ない。

　教頭が、手元にある一枚の用紙を見て、声を発した。

「魔力測定がＦランク。体力測定がＥランク。中等部一年で、両方ともＥランク以下を記録したのは貴方あなたが初めてです。おめでとうございます。巫ふ山ざ戯けているんですか？」

　いきなり辛辣な発言をされた。学園長が少し慌てた様子で教頭を窘たしなめる。

「ちょ、その、もう少しオブラートに」

「貴方、今まで何やってきたんですか？」

　教頭は学園長の言葉を意に介かいすことなく、改めてセインを責めた。

　その問いに、セインは答えられない。何故なら、その答えこそが、セインの最も隠したいことだからだ。セインは過去を無いものとして、新たな自分を手に入れるために、この学園に入学した。過去の自分が、これからの自分のために行ったことは何もない。

　無言を貫つらぬくセインに、教頭は溜息を吐はいた。

「貴方のような生徒に私から言うことは何もありません。学園長は何かありますか？」

「う、ううむ……そうじゃな。まあ、苦労するとは思うが、お主ならば何とかするじゃろう。これからの三年間、期待しているぞ」

「随ずい分ぶんと信頼しているようですね」

「ほっ!?　い、いや、決してそんなことは無いぞ！」

　耄もう碌ろくしたか？　とでも言いたげな教頭に、学園長は弁解する。

「そ、そうじゃ。カイン君、お主からは、何か無いかの？」

　学園長が生徒会長の方へ目配せする。

　黄金の髪に黄金の瞳ひとみ。カインと呼ばれたその男は、獣けものの如き双そう眸ぼうでセインを見た。セインの奇き妙みような格好にも、教頭の呆あきれた態度にも、学園長の動どう揺ようした素そ振ぶりにも感情を揺ゆらがせることなく、全てを見み透すかしたような瞳でセインを睨む。

「ジェニファ王立魔法学園は、他所よその学まなび舎やとはワケが違う」

　カインが言った。

「知っての通り、この学園は来る者拒こばまず、去る者追わずの理念を尊重している。学費さえ払はらえば、どんな生徒にも門を開くということだ。……だがその代わり、この学園は徹てつ底ていして成果を重視する。新入生が国内最多であると同時に、卒業するまでの生徒の死亡率も国内最多であるのは、そうした背景があるからだ。……お前に、この学園を卒業する覚かく悟ごはあるか？　腕うで試だめしのつもりならば止やめておけ。此処ここは、そうした輩やからから死んでいく」

　来る者拒まず、去る者追わず。その理念の通り、この学園は、よほどの事情でも無い限り、生徒の入学を拒きよ否ひしない。セインの、自らの正体を隠したいという願望が受け入れられたのも、この学園だからこそ。他所の学び舎では受け入れられなかっただろう。

　つまりセインは、数ある選択肢の中から敢えてジェニファ王立魔法学園を選んだのではなく、元からジェニファ王立魔法学園しか選べなかったのだ。カインは、そんな背景を見透かしているのか、セインの内面を探さぐるような問いを繰くり出す。

「問題ない」

　セインは言った。圧力を感じる黄金の瞳から、決して目を逸そらさずに答える。

「俺には叶かなえたい夢がある。この学園は、そのための通過点に過ぎない。……学園を卒業する覚悟だと？　寧むしろ、学ぶべきものを学び終えれば、早々に去るつもりだ」

　本心だった。この学園しか選せん択たくできなかったとは言え、ジェニファ王立魔法学園の厳しさは知っている。だからこそ、セインはこの学園に一定の期待を抱いだいていた。だが、もしここが期待外れの学び舎で、不必要に時間を浪ろう費ひするような環かん境きようとなれば――迷うことなく退学する。目的はあくまで願望の成じよう就じゆだ。卒業は重要ではない。

「お前、面おも白しろいな」

　カインが僅かに笑みを浮かべる。

「心配するな。ここには先人たちが積み上げた、無数の試練がある。お前の夢がどういったものであるかは知らんが、ここを選んだのは正解だ。……期待しているぞ」

　カインがそう言った途と端たん、他の三人が僅かに動揺した。特に、副会長の席に座る女生徒は目を剥むいてカインを見る。当の本人、カインだけは至って平然としていた。

「エミリア。言いたいことはあるか」

「いえ。何も」

　副会長エミリアは、即そく座ざに動揺を捨て、小さく首を縦に振った。長い藍あい色いろの髪に端たん整せいな顔立ち。こちらもカインに負まけず劣おとらずの存在感を醸かもし出だしている。実力主義であるこの学園で、頂点とその次点にまで上のぼり詰つめた生徒だ。生徒とは言え、ただ者とは言い難がたい。

　セインの面談はこれにて終了した。退室を促うながされ、部屋の扉を開ける。

　部屋を出た直後、セインは大きく息を吐いた。

「お疲つかれ様さまですー」

「お疲れ」

　疲ひ労ろう感満まん載さいとのセインに、メリアとアリシアが労ねぎらいの言葉を掛かける。

「で、どうだったの？」

「分からん。質問には真ま面じ目めに答えたつもりだが……厳しい言葉も貰ったな」

「ふーん。……私も、ちょっと怖こわくなってきたわね」

　強気なアリシアも怖がることくらいあるらしい。

「学園長と教頭先生はともかく、後の二人が恐ろしいわ。同じ学生という立場だから、遠慮は無いだろうし。どっちも厳しい人だし。……アンタ、あの二人に何か言われた？」

「ああ、会長の方からひとつ質問された。最終的には期待していると言われたが……」

「嘘っ?!」
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　セインの言葉に、アリシアが驚愕する。

「それほんと？　あの会長が、アンタに期待しているって、本当にそう言ったの？」

「あ、ああ。言ったぞ。まあその真しん偽ぎは分からないが」

「会長が嘘なんて言わないわよ。でも……信じられない。あの会長が……？」

「……そんなに驚くことなのか？」

　セインが訊きくと、アリシアは複雑な表情を浮うかべた。

「あの会長はね、人間じゃないのよ。いや、人間なのは間ま違ちがいないんだけれど……人間とは思えない、化物みたいな才能の持ち主なのよ。生ける伝説とでも言うべき。頭も腕うでっ節ぷしも人外級。この学園の生徒全員で掛かっても、傷一つ付けられないんじゃないかしら」

「そこまで強いのか？」

「強い。私もあの会長も、初等部の頃ころから学園にいるけれど、あの人が誰かに負けたところなんて一度も見たことがないわ。頭もいいし生徒会長としての活動も評価が高い。ただあまりにも他の生徒と実力が隔かく絶ぜつしているから、なんていうか、近寄りがたいのよね。会長自身、仕事以外では他の生徒と関かかわろうとしていないし。誰にも関心を示さない、冷え切った印象があるのよ。……そんな会長が、アンタに期待しているだなんて、正直信じられない。私だけじゃなく、内部進学組なら皆みな、同じことを思う筈よ」

「……成なる程。つまり、あの会長は中々の慧けい眼がんの持ち主ということだ」

　どこか尊大な笑みを浮かべるセインは、続けて言う。

「この俺の実力を見み抜ぬくとは……くくっ、やるではないか、あの男」

「……アンタ、正直に言いなさい。作り話か、或あるいは話盛ってるでしょ」

「作ってもないし、盛ってもいない！」

　それでも疑うたぐりの色を消さないアリシアは、やがてその目を伏ふせる。

「いいわね、アンタは。認められて」

　小さくアリシアが呟いた。直後、面談の準備が整ったらしく、アリシアが呼ばれる。

「じゃ、行ってくるわ」

　普段よりも暗い表情を浮かべて扉を開くアリシア。その様子に何か声を掛けるべきか悩なやんでいる内に、扉は閉じられた。

「……セイン様、ちょっと、落ち込んでますー？」

　メリアが、セインにしか聞こえない小さな声こわ音ねで尋たずねてきた。

「貴様にはお見通しか」

「まー、長い間、傍そばで見てきましたからねー。面談で何か言われましたかー？」

　メリアの、こちらを気き遣づかう言葉に、セインは訥とつ々とつと語り出す。

「今まで、何をやってきたのかと訊かれてな。俺おれはそれに何も答えられなかった。……本当に、俺は何をやっていたんだろうな。女め神がみの加護ばかりに頼たよって、俺は、俺自身を全く鍛えていなかった……魔力測定に、体力測定。どちらもあの結果なのは当然だ」

「……セイン様は、今まで、頑がん張ばってきたじゃないですかー」

「頑張ってなどいない。俺には、努力して身につけた技術がひとつもない」

　子供の頃に絶大な力を与あたえられ、以来、それを当たり前のように行使してきた。セインは自分でも気づかない内に、その力を前提に生きてきたのだ。だから、いざ決別してみると、自分自身の無力さが如によ実じつに表れる。

　自らを卑ひ下げするセインに、メリアは珍めずらしく心配そうな様子を見せた。

「計画していたとは言え……本当に、闇の系譜として暮らしていくつもりですかー？」

「ああ。それが、暗黒騎士になるために、最も適した道だからな」

「……承知しましたー」

　頑かたくなに意志を曲げないセインに、メリアは渋しぶ々しぶそう言った。

　魔力測定の際、セインは自らの系譜を偽ぎ造ぞうした。あの検査は、被ひ験けん者しやが自然体で行うことが前提である。特定の属性を意識して行えば、正しい検査結果は示されず、その意識した属性の検査結果が表示されてしまう。

　本来ならこのような真ま似ね、誰だれもしない。何故なら、適性を偽いつわることは自分にとって不利に働くからだ。これからセインは闇の系譜の生徒として、学園の教育カリキュラムを受けることになるだろう。皆が適性と一いつ致ちした教育を受ける中、セインだけは適性のない教育を受けるのだ。向上心はあっても、学習速度は確実に劣る。

「話は変わりますけど、例の生徒会長の件、実際のところはどうなんでしょー？」

「どう、とは？」

「本当にセイン様の実力が見抜かれているんだとしたら、マズいと思うんですがー」

「流石にそれは無いだろう。あの男が何を思ったのか知らんが、今の俺はこの通り、全身に封ふう印いん具ぐをつけている状態だ。どんな手段でも、女神の力を感じ取ることは……」

　指や首に掛けた封印具を見てセインは言う。だが、腰こしのベルトから吊つるしている銀色の鎖くさりを手に取った時、セインは目を見開いた。

「……壊こわれている」

　鎖の一部が欠けている。セインは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「何か、心当たりなどはー？」

「全くない。……マズいな。こんなに早く壊れるとは思わなかったから、今は替えを持ち合わせていないぞ」

「耐たい久きゆう性せいには自信があるって、言ってませんでしたっけー？」

「その筈だ。……なんだその目は。本当だぞ。実際に耐たい久きゆう力りよくのテストに立ち会ったが、確かに頑がん丈じようだった。これは滅多に壊れない代しろ物もの……である筈だ」

　しかし、壊れた以上は替えが必要である。幸い破損したのは一つだけ。魔力測定の時はつい力んでしまったが、あの時のような暴走は注意すれば起きないだろう。

　封印具について悩んでいると、面談会場の扉が開き、中から学園長が出てきた。まだ面談中の筈だが、学園長はセインの姿を見つけるなり近づいてくる。

「セイン、ちょっと良いかの？」

「……丁度いい。こちらも頼たのみたいことがあった」

「ほ？　では、場所を変えよう」

　学園長の言葉に従い、セインたちは他の生徒たちとは離れた位置に移動する。

「まだ面談中では無いのか？」

「なあに、あんなもん儂わしがいなくとも問題ないわい。……聞きたかったのは、学園の結界についてじゃ。作業は無事に終えたのか？」

「うむ。言われた通りに強化しておいたぞ」

「おお、それは良かった。流石さすがじゃな、聖せい騎き士し殿どの」

「……その呼び方は止よしてくれ。今の俺は、ただの学生だ」

「無理を言うでない。……本来ならば、儂よりもお主の方が上の立場なのじゃ。目上の者に、そうでないかのように接するのは、中々難しいものじゃぞ？　……結界の強化、感謝する。こちらも約束通り、お主の正体については可能な限り秘ひ匿とくしよう。但ただし、隠いん蔽ぺいにも限界はある。くれぐれも無む茶ちやはせんでくれ」

「承知した」

「それで、頼み事ごととは？」

「ああ、実は封印具が壊れてしまってな。替えが欲ほしいのだが……」

「む、それは急を要する事態じゃな。分かった。封印具は、お主が今つけている……光の魔力を遮しや断だんするもので良いかの？」

「うむ。それで構わない」

「では、すぐに手配しよう」

　封印具については何とかなりそうだ。セインは安あん堵どに胸を撫なで下おろす。

「しかし、その格好……確かに封印具をつける都合上、服装の自由は認めたが……少し派手過ぎんかの？　相当、目立っておるぞ」

「そうか？　これでも抑えた方なのだが……」

「……他の教師を説得する儂の身にもなってくれ」

　学園長が額に手をあてて言った。

「封印具は本日中にお主の寮りようへ送る。それまで堪こらえてくれ」

　学園長がセインへ耳打ちし、面談会場へと足を向けた。




　翌朝。堅かたいベッドで目を覚ましたセインは、染しみだらけの天てん井じようを見て、ここが新天地であることを思い出した。眠ねむ気けを掻かき消けすためにも、素す早ばやく立ち上がる。

「……今日は、出てこなかったな」

　渇かわいた喉のどで小さく呟つぶやく。普ふ段だん見る夢を今日は見なかったため、少し味気ない朝だった。

　カーテンを開くと白みがかった空が見えた。まだ朝早い時間だがセインにはやらねばならないことがある。まずは髪かみのセットだ。自然と片目が隠れるように、絶ぜつ妙みような髪かみ型がたを作り出す。次に封印具アクセサリを丁てい寧ねいに身につける。指輪とネックレスは基本中の基本。両耳で形が微び妙みように違うピアスに加え、上下の交差する特注のベルト、それに吊るすチェーンなど。ジャラジャラと取り付けていく。それから、壁かべに掛けてある漆黒の学生服を見た。

「ふっ、いつ見ても惚ほれ惚ぼれする出で来き映ばえだ」

　鏡を見て、幾いくつか決めポーズをして、不自然でないことを確かく認にんする。それから洗面所に置いてある如じよ雨う露ろを手に取り、ベランダの外に出た。

　綺き麗れいな花を咲さかせた鉢はち植うえに水を注ぐ。

「愛ういやつめ」

　うっとりとした様子で鉢植えを眺ながめた後、セインは部屋を出る。

　ちなみに、鉢植えの名前は幸せの青い実ジエシカ。セインは植物には人の名前をつけていた。

「お早うございます、セイン様ー」

　部屋の外に出ると、そこにはメイド服を着こなしたメリアが、待機していた。

「うむ、おはよう」

　ジェニファ王立魔ま法ほう学園の学がく生せい寮りようは男女混合であり、その規模はとてつもない。初等部だけで二千人、中等部、高等部も含ふくめれば五千人にもおよぶ生徒数だ。寮は幾つかに分かれているが、セインとメリアは希望して同じ寮の、隣となり同どう士しの部屋にしてもらった。

　長い廊下に朝日が差し込む。セインは目を細めながら、外の景色を眺めた。

「ふっ、良い朝、と言うべきか。だが俺は闇の眷けん属ぞく。所しよ詮せんは相あい容いれぬ関係だ」

「うわー……朝からそのテンションは、やっぱりしんどいですー」

　メリアが顔を顰しかめる。

「今日も夢の中で、女神様とお話ししたんですかー？」

「いや、今日は出てこなかった。入学初日だからな。流石に気を遣つかったのだろう」

「女神様も成長しましたねー」

「うむ。……ただ、人間に成長を見守られる神というのは、どうなんだ……」

「あの人、セイン様のことが好き過ぎて、ちょっと頭がおかしくなってますからー……」

　廊下を歩きながら、セインとメリアは同じ人物のことを思おもい浮かべる。

「しかしメイドよ。態わざ々わざ、俺の隣となりの部屋にしなくとも良かったんだぞ？」

「念のためですよ、念のため。……本当は、セイン様と一緒の部屋になることを、希望してたんですけどねー」

「む、馬ば鹿かにするな。流石にそこまで面めん倒どうは掛けないつもりだ」

「…………別に、面倒を見るためだけじゃないですよー」

「部屋代の節約か？　――ぐふっ!?　な、何故、殴なぐる……」

「セイン様のばーか。…………女神様にばっかり鼻の下を伸のばしてー」

　別大陸に来たからか、どうもメリアの言動が不可解になりがちだ。

　ちなみに、ルームシェアは希望すれば可能だが、流石に男女が一部屋に宿しゆく泊はくすることは禁じられているため、メリアの希望は却きやつ下かされていた。

　食堂で簡単に朝食を済ませ、セインたちは学園へ向かう。学生寮は学園の敷しき地ち外がいにあるため、登校するためには城下町を通らねばならない。石いし畳だたみのなだらかな坂道を、ジェニファ王立魔法学園の生徒たちが上っていた。

　入学式を行う講堂へ向かう。昨日、魔ま力りよく測定を行った場所だ。

　講堂には幾つものパイプ椅子が並んでいた。席は自由らしく、セインたちは壇だん上じようが見えやすい中央の席へ向かう。そこで、見慣れた金きん髪ぱつの少女と遭そう遇ぐうした。

「あ、二人とも。おはよう」

　アリシアがこちらに気づく。

　セインたちは軽く会え釈しやくして、彼かの女じよに近づいた。

「アンタ、今日もその格好なのね……」

「無論だ。これが俺にとっての制服だからな」

　勿もち論ろん、私服も大して変わらない。

　適当に会話していると、壇上に教頭と学園長が現れる。

「それでは、これより、中等部一年生の入学式を行います」

　教頭が簡単に挨あい拶さつをする。それからすぐに、学園長が演台に立った。

「昨日は能力測定、ご苦労じゃった。既に面談で顔を合わせている筈はずじゃが、改めて自己紹しよう介かいをしておこう。儂はモルト＝ダーテンス。学園長を務めている。

　知っての通り、この学園は一部の例外を除き、如何いかなる生徒も拒まない。例えば、この学園には二種類の教会がある。西大陸で信しん仰こうされているヴィシテイリア教のものと、東大陸全土で信仰されているシャルテガリア教のものじゃ。一部の学び舎では、どちらか一方の入学のみを許すことも少なくないが、本学園はどちらの信者も受け入れる。勿論、無宗教の生徒も歓かん迎げいしている。周りを見れば分かるじゃろうが……多種多様な人種がいるじゃろう。彼かれらと共に過ごすことで、見聞を広めることを期待しておる。

　ジェニファ王立魔法学園が誇ほこるのは、生徒の数だけではない。伊達だてに名を轟とどろかせてはおらん。国内……いや、大陸随ずい一いちの環境がここにはある。迷宮ダンジヨンは、その最たる例じゃ。魔ま物ものと財宝。即すなわち、リスクとリターンの宝物庫である迷宮は、昨今、莫ばく大だいな資源が眠ねむる構造物として、各国が所有権を求め争あらそっている。そんな迷宮を、いち学園が所有するというのは恐らく珍しいケースじゃろう。学生は自由に探たん索さくできるので、是ぜ非ひ、挑ちよう戦せんして欲しい。

　また、本学園は王都の冒ぼう険けん者しやギルドと提てい携けいしており、依い頼らいの幾つかを斡あつ旋せんしてもらっている。つまり生徒たちは学生でありながら、社会的な実績を作ることもできる。そうした背景もあり、本学園の卒業生たちの進路は、中々に華はな々ばなしいものが多い。昨年の卒業生の中には、ロウリバニア王国の近衛騎き士し団だんに入団した者もいる。儂としても鼻高々じゃ」

　学園長モルトが、学園の栄光を語る一方で、聴ちよう衆しゆうである生徒たちは、その裏に聞くも痛ましい苛か酷こくな試練があることを理解していた。確かに、聞く分には最さい高こう峰ほうの環境があると言える。しかし、ジェニファ王立魔法学園は、通つう称しよう――人外魔ま境きようだ。迷宮も、ギルドの依頼も、ただ苛酷な環境としてそこに在るだけではない。それらは講義の材料として、生徒たちの意志とは無関係に必ず利用することになる。苛か烈れつな試練が待ち受けているのだ。

　学園長の挨拶が終わり、その後は教頭が簡単に今後の段取りを説明して、入学式が終わる。生徒たちは凝こり固かたまった手足を伸ばし、立ち上がった。

「私たちも行きましょう」

　これからすぐに講義が始まる。その前にまずはクラス分けだ。校舎の前に多くの生徒が群がっていた。木製の掲けい示じ板ばんに、クラス分けの結果が示されている。昨日の能力測定を考こう慮りよしてクラスが分けられるそうだが、成績だけで教室が分かれるわけではないらしい。

「実力主義と言うのだから、成績順にクラス分けされるわけじゃないのか？」

「それは二年からよ。生徒の中には、現時点では才能が無くとも、高い学習能力を持つ人がいるからね。この一年間は、そいつらが頭角を現わすまでの期間ってこと」

「成る程。逆に言えば、この一年間で成果を出さなければ、正しよう真しん正しよう銘めいの落ちこぼれか」

　アリシアの説明にセインは納なつ得とくする。

「さーて、私たちのクラスは……」

　掲示板の張り紙を読み進めていくと、セインは自身の名を見つけた。一年四組だ。主従関係を鑑かんがみてか、メリアも同じ組である。そして、更さらに読み進めていくと、同じクラスにアリシアもいることに気づいた。

「うっ、同じクラス……」

　アリシアが嫌そうに呟く。

「どうした、ミス・ゴールドよ。俺たちと同じ教室で、何か不都合でもあるのか？」

「い、いや、その、そういうわけじゃ、無いんだけど……」

「『わー、こんな訳の分からない新入生と一緒の教室だなんて、あーあ、今年は最悪だなぁー……』って思ってますねー」

「そ、そう、なのか……？」

「違ちがう違う！　違うから！　別にそういうわけじゃなくて――」

　否定はしたものの、そこで一度、アリシアは言葉を区切る。

「……すぐに分かるわよ」

　暗い顔で言うアリシア。セインは首を傾かしげる。

　教室の確認が取れたため、移動を開始した。学園の校舎の内観は、外観に相応ふさわしい豪ごう奢しやなものだった。広々として、かつ清潔。生徒たちの学習意欲も高まるに決まっている。

　やる気を漲みなぎらせ、セインは開きっぱなしである教室の扉を潜くぐった。

　既に教室にいる生徒たちから視線が集まる。彼らの視線はアリシア、セイン、そしてメリアと続いた。セインとメリアには長い間、視線が突つき刺ささる。主にセインの魔ま改かい造ぞうした制服が注目を浴びる原因だが、ことセインに関しては諸もろ々もろの事情で注目されることに慣れているため、この程度の視線に鼻白むことはない。

　手て頃ごろな位置にあった椅子を引き、着席する。

「皆さん入学おめでとう御ご座ざいます。担任の、エリナ＝ラスタニアです」

　担任の女教師が教きよう壇だんに立った頃、教室の席は殆どが埋うまっていた。




「今日は一回目の授業ですし、皆さんには自己紹介をしてもらいましょう」

　担任教師エリナは、そう言って黒板に文字を記す。白い文字で書かれたのは、名前、挨拶の一言、得意な魔法の披ひ露ろう、の三つだった。

「今年は皆さんに、ひとつ、この場で得意な魔法を披露して貰もらいます。先に言っておきますが、競きそい合いではありませんからね。では、窓際の席の人から順番にお願いします」

　学生のみならず、自分の能力を示す際に、魔法を披露することはよくある話だ。だから大たい抵ていの者は、見み世せ物もの用の魔法をひとつくらいは持っている。生徒たちはエリナの説明に特に反対することもなく、順調に自己紹介を済ませていった。

　火の玉で即そく席せきの花火を造る者。流水を凍こおらせることで氷の彫ちよう像ぞうを造る者。見ていて飽あきない光景だ。同世代の関わりに疎うといセインでも、彼らが優秀であることは理解できた。才能に依い存そんしている者は誰もいない。ここにいる者は全すべて、才能を努力で磨みがき抜いた者たちだ。セインは拳こぶしを握にぎり締しめた。――早く、自分も彼らのようになりたい。

　セインが感心していると、メリアの番が回ってくる。

「じゃあ、お先に行ってきますねー」

　そう言って教壇に立った彼女は、やはり相変わらずの無表情で自己紹介を始めた。

「メリアです。そこの変人の従者をやってまーす。適性は五行の系けい譜ふで、特に火属性と水属性が得意ですー。では、魔法を見せますねー」

　メリアが右の掌てのひらを上に向け、小さな唇くちびるで詠えい唱しようする。

「《咲いて散れ》《飛沫しぶきの結けつ晶しよう》――《水の鮮華ウオルタ・ネーロ》」

　メリアの周囲から水色の華はな吹雪ふぶきが顕あらわれる。透とう明めいで神秘的な光を発す水の華は、虚こ空くうから現れ、そして地に落ちるまでの数秒の間に、パチッと音を立てて散った。永遠に続くかのように咲いては散る華吹雪は、芸術的な美しさを醸し出す。精密な制せい御ぎよを要する、難易度の高い魔法だ。生徒たちはすっかり目を奪うばわれていた。

「素す晴ばらしいですね。今の魔法は、非常に高度な魔ま力りよく制せい御ぎよを要求されるものです。この魔法を使いこなせる以上、メリアさんは他ほかにも豊富な魔法が使えるのでしょう。今後の活かつ躍やくに期待していますよ」

「ありがとうございますー」

　エリナの称しよう賛さんに、一礼を返すメリア。その様子を見て、セインは焦あせりを抱いた。直前の相手が褒ほめ称たたえられると、次に出る自分にプレッシャーが掛かるのは当然である。特にメリアはセインの従者だ。主に対する期待の眼まな差ざしは大きい。

　負けるわけにはいかない。これは記念すべき学園デビューだ。

　メリアと入いれ替かわるように皆の前に立ったセインは、意を決し、口を開いた。

「セイン＝フォステス。見ての通り、堕だ天てん使しの力を継つぐ者だ」

　うわ、と。教室のどこからか、呆れの声が聞こえた。

「俺の中には強大な闇やみの力が眠っている。だが、強大であるが故ゆえに、まだまだその力を使いこなすには至っていない。学園に来たのは、この闇の力を使いこなすためだ。……前置きはこのくらいにしておこう。最後に、魔法を披露する」

　ちゃっかりと、今の拙つたない実力を正当化するために、設定を作る。教室中の生徒たちに見えるように、セインは掌を広げ、魔法を行使した。

「――《闇弾ダルク》」

　ポン、と。セインの掌から、握り拳一個分の黒い球が現れた。闇の初級魔法《闇弾ダルク》は闇の魔力を固めて射出するという、極きわめて簡単な魔法だ。燃費も操作精度も低く済む。初級魔法に該がい当とうするだけあって、初等部の学生ですら容易に覚えられる魔法だった。

　そんな簡単な魔法を披露して、セインは、満面の笑えみを浮かべていた。

「や、やった！　成功したぞ！　――――はっ?!」

　喜色満面ではしゃいでいたセインは、クラスメイトたちの冷ややかな視線に自身の失態を悟さとった。セインは慌あわてて取とり繕つくろう。

「ゆ、努ゆめ々ゆめ忘れるな。俺の中には、獰どう猛もうな獣がいる。せせ、精々気をつけるがいい……」

　震ふるえた声を発すセインを、クラスメイトたちは呆れた視線で見送った。

「……ふっ。笑いたくば笑え」

　着席したセインは、自じ嘲ちようしつつ、隣のアリシアに言った。しかし、予想に反し、アリシアはその暗い表情を一いつ切さい崩くずすことなく、立ち上がる。

「笑えないわよ……」

　重苦しい声音でアリシアが呟く。彼女は沈しずんだ表情のまま、自己紹介を始めた。

「アリシア＝レーミアです。では、魔法を使います」

　セインたちは、アリシアと先日出会ったばかりだが、それでも多少は彼女の人ひと柄がらを理解しているつもりだ。だから、今の淡たん白ぱくな自己紹介を、あまり彼女らしくないと思った。

「《劫ごう火かよ》《焼き尽つくせ》――《火炎球フレア》」

　アリシアの掌を起点に、大きな火の玉が生まれる。セインの《闇弾ダルク》と原理の近い魔法だが、その規模はセインの比ではない。人間の頭部ほどの火の玉の形状は、見事に球として安定しており、密度も高く見える。しかし、アリシアは、そんな自らの魔法にどこか罪悪感を抱いているように見えた。

「光の魔法は使わないのかよ！」

　その時、後列に座すわる生徒が告げた。

「どうして火の魔法なんか使ってんだ！　光の一族のくせに！」

「そこ、静かにしなさい！」

　教師が生徒を言い咎とがめる。だが、その生徒は黙だまっても、アリシアを責める言葉は教室の至るところから聞こえていた。当然、セインとメリアの耳にも届く。

「……以上です」

　悪意に満ちた生徒の言葉を、アリシアはまともに取り合わない。

　アリシアは唇を噛かみ、悔くやしそうな顔で席へ戻もどった。




　自己紹介が終わり、学園は昼休みを迎むかえた。セインたちは、落ち込んだ様子のアリシアをどうにか励はげまして、彼女の案内のもと、学園の食堂に向かう。

「悪かったわね。今まで黙っていて」

　テーブルに載せた食事には触ふれず、アリシアは小さな声で謝罪した。

「これが、私の魔力測定の結果よ」

　そう言って、アリシアはテーブルの向かいに座るセインとメリアに、魔力測定の結果を記した小さな用紙を見せた。そこには「光の系譜・Ｃランク」と書かれている。

「レーミア家……私の家は、光の一族なの」

　簡潔なアリシアの説。だがセインたちは、それだけで彼女の事情を概おおむね理解した。

　一族という概がい念ねんがある。これは、子孫の系譜を意図的に固定するための手法だ。

　系譜は、血によって左右される。つまり、特定の系譜の血だけを受け入れることで、子孫がその系譜になる確率が上じよう昇しようするのだ。光の一族とは、光の系譜を生み出すための家系のこと。恐おそらくアリシアは、父も母も、それぞれの祖父母も光の系譜である筈だ。

「光の一族にとって、光の系譜にならなかった子孫は、恥はじそのものよ。幸い私は、光の系譜だった。でも……光の魔法を使おうとするとね、どうしても、火の魔法になるのよ」

「馬鹿なっ?!」

　アリシアの説明に、セインが驚おどろきのあまり、テーブルに手をつき立ち上がる。

「系譜の溝みぞは深い。先さき程ほどの自己紹介で貴様が見せた火の魔法……あれはお世辞抜ぬきに見事な練度だった。五行の系譜でなければ、あそこまで火を極めることはできない筈だ！」

　セインは大いに驚きよう愕がくした。

　適性を無視した魔法の会え得とく。それは――まさに、セインの願望そのものだ。夢を追い高い壁に直面しているセインだからこそ、アリシアの異常性が理解できた。

「使いこなしているわけじゃないのよ。……実際に見せた方が早いわね……《炎弾フラグス》」

　アリシアが火の初級魔法《炎弾フラグス》を行使した。掌に、小さな火の玉が生まれる。

「触さわってみなさい」

「……えっ」

「いいから。ほら、ちょっと手、貸して」

「ま、待て！　やめろ！　ぐああああああ熱――――く、ない？」

　腕を掴つかまれ、火の玉に左の指先を突っ込まれるセイン。だが、不思議なことに、火の玉に触れた指はこれっぽっちも熱くなかった。それどころか程ほどよく暖かく、心ここ地ちよい。

「私の火の魔法は、見せかけなのよ。ものを燃やすことができない。このスープを温めることすらできない。……精々、脅おどしにしか使えないわ」

　テーブルの上に置いているスープの器うつわを、指で軽く叩たたきながらアリシアは言う。

「昨日のことだけど。……アンタが不ふ審しん者しやじゃないって分かった時、正直、九死に一生を得た気分だったわ。だって、本当に不審者だったら、私じゃどうしようもないから」

　今にも泣き出しそうな顔で言うアリシア。セインは、落ち着いた声音で訊いた。

「騙だますようなことをして、ごめん。本当は、もっと早く言えれば良かったのに……」

「……言いにくいことだ。黙っていたのも無理はない」

「寧ろ、セイン様が飛び切り図太いだけですよー。魔力測定でＦランクなんて、普ふ通つうの感性なら、一生家に引ひき籠こもっていますよー」

「メイドよ。それは俺に、引き籠もっていろと言っているのか？」

　いつものように突とつ拍ぴよう子しもなく訪おとずれるメリアの毒どく舌ぜつに、セインは突っ込みを入れる。そんな二人の変わらないやり取りを見て、アリシアは小さく噴ふき出した。

「アンタたちは、全く態度を変えないのね」

　アリシアの顔が綻ほころんだのを見て、セインたちもまた小さく笑む。

「ミス・ゴールド自身は、どう思っているのだ。火の魔法を扱あつかえればそれでいいのか。それとも……光の魔法に、憧あこがれているのか」

　その問いに、アリシアは目を伏せながら唇を揺らした。

「……学園の先生は、皆、火の魔法を学ぶよう勧すすめてくる。発動の兆きざしすら見えない光の魔法と違って、火の魔法は一応、見た目だけなら発動できてるから。使い方が間違っているだけで、努力すれば、必ず火の魔法は使えるようになるって、何度も説明された」

　そこで一拍ぱくおいて、アリシアは伏せていた目を持ち上げる。

「でも私は、光の魔法を使いたい」

　アリシアの瞳は僅わずかに揺れていたが、そこには揺らがない決意も浮かんでいた。

「こんな私でも応おう援えんしてくれる人はいるのよ。主に家族だけどね。……お父さんもお母さんも、私に無理をさせないの。一族の血は断たたれても、私が幸せならそれでいいって、言ってくれる。でも私は、やっぱり、二人の期待に応こたえたい。先祖のためにも。家族のためにも。私は光の一族としての力を手に入れたい。……それが、私の目標よ」

「そうか…………」

　訥々と語るアリシアからは、ままならない現実に対する苦く悩のうと、それでも前を向こうとする希望が伝わってきた。セインは真しん剣けんな面おも持もちで、アリシアを見つめる。

「ミス・ゴールドよ。貴様がその悩みを抱き始めたのは、何時いつごろだ？」

「え？　えっと、確か、十歳さいの時よ。それまでは、まだ可能性あるって信じてたから」

「なら、俺の方がギリギリ先だな」

　そう言って、今度はセインの方が語り出す。

「俺もまた、貴様の同類だ。俺には何年も前から求めているモノがある。だが、それは未いまだに手に入らず、代わりに余計なものばかりが掌に残った。実を言うと、この学園に来たのもそれが理由だ。俺は、俺の欲ほつするモノを得るためにここの生徒となったのだ。自己紹介の時は、己の内に眠っている、闇の力を使いこなすために学園に来たと言ったが、あれは嘘うそだ。……騙して悪かった」

「いや、あの自己紹介は最初から信じてないけど」

「え？」

「え？」

「……ま、まあいい」

　あんまり良くなかった。割と傷ついたが、今は考えないことにする。

「とにかく！　先せん駆く者しやである俺が、ひとつ貴様にアドバイスをしてやる！　いいか、よく聞け。貴様が光の魔法を欲している以上、それを掴み取るまでは、絶対に他の誘ゆう惑わくに気を許すな。もし、何かが掌に転がり込んできたとしたら、それは全てまやかしだと思え。受け入れれば最後、それは必ず、貴様を妥だ協きようの道へと誘いざなうだろう」

「えっと、つまり……？」

「往々にして、人は敵意には強く反応し、拒きよ絶ぜつすることができる。だが、半はん端ぱに味方となる存在が厄やつ介かいなのだ。ふとした瞬しゆん間かんに、願望を忘れ、それに流されてしまう。……そういったものに注意しろということだ。それが信念を貫つらぬくコツだと、俺は思っている」

　腕を組み、自じ戒かいの念も込めつつセインは言う。

　似たような悩みを持つアリシアならば、きっと伝わる筈だと信じた。アリシアは目を見開き、まじまじとセインの顔を見み据すえる。

「あのさ……それって、応援してくれているのよね？」

「そうだ」

「私を、その、馬鹿にしないの？」

「馬鹿にするわけないだろう。言ったではないか。俺たちは同類だ」

「……そう」

　スープをかき混ぜる手を止め、アリシアはぐったりと背もたれに体重を掛けた。首を後ろに垂らし、天井をぼーっと見る。

「教室でも思ったけどさ……意外よね。セインって、なんだか悪目立ちしそうなタイプなのに、人が好いというか、諭さとすのが上手うまいというか……」

　相談に乗ってくれたセインを、他の何かで表したいらしい。斜ななめ上うえに視線を向けて言葉を探す少女に、セインは若じやつ干かん、期待を抱だく。

「そう、神父みたい」

「ぎえええぇぇえぇぇええぇええぇええッ!?」

「え、なに？　なんなの!?」

「神父は止めろ！　神父は止めろォ!!」

　頭を押さえてセインが呻うめき声ごえを上げる。

　まさにピンポイントな攻こう撃げきだった。カウンセラーとか教師とか、色々あるだろうに、何故なぜ、よりにもよって神父なのか。それにだけは喩たとえられたくなかった。

「そう言えば、アンタ、結局何のためにこの学園に来たのよ？」

「ん？　ああ、それはだな……」

「私がここまで言ったんだから、アンタも教えなさいよ？」

　別に隠かくしていることではない。母国では境きよう遇ぐうから、隠さざるを得なかったが、そうした環かん境きようを脱だつした今は、どれだけ周知されようと問題ない筈だ。

「俺は、暗黒騎き士しになりたいのだ」

　セインは自信満々に告げた。

「暗黒騎士って……あの、暗黒騎士？」

「そうだ」

「それは………………応援、しづらいわね」

「何故だっ?!」

「だって、暗黒騎士って……確かに、聖せい騎き士しと対ついをなすくらい有名だけど。聖騎士ならともかく、暗黒騎士を目指す人って、あんまりいないわよ？」

「それは……聖騎士が、善を救う騎士であることに対し、暗黒騎士が、悪を裁く騎士だから、言っているのか？」

「まあ、そういうことね」

　この世界に存在する二柱の神――女神ヴィシテイリアと、男神シャルテガリア。聖騎士と暗黒騎士は、それぞれの神から選ばれる、世界でただ二人の、神の加護を得た人間のことだ。但し、この二柱の神は、そもそも在り方からして違う。

　ヴィシテイリア神は「善を救う神」であることに対し、シャルテガリア神は「悪を裁く神」だ。それぞれから選ばれた聖騎士、暗黒騎士にもその性質は影えい響きようする。聖騎士は人々を救う能力を与えられるため、その活躍はまさに英えい雄ゆう・勇者と言っても過言ではない。一方、暗黒騎士は、世を脅かす極ごく悪あく人にんや魔物を倒たおすことに特化しており、その活躍には夥おびただしいほどの血と怨えん嗟さがつきまとう。どちらも同じ、神に選ばれし騎士だが、羨せん望ぼうの的となりやすいのは断然、聖騎士だった。

「ふんっ、貴様には分からんのだ！　あの禍まが々まがしいオーラに、全てを飲み込む常とこ闇やみのような魔法。一体、どれほどの闇をその身に宿しているのか。偉い大だいな悪あく魔まと契けい約やくしているのかもしれん。まったく、暗黒騎士の素晴らしさを理解できんとは、実に残念な娘むすめだな」

「いや、別に残念じゃないし。……あぁ、でも、なんか繋つながった。そっか、そういうことね。アンタが色々変なのって、全部そのせいなのね。……メリア、苦労してるでしょ」

「そーなんですよー……本当に……苦労、してますよー……」

　二人が何やら通じ合っているが、セインにはさっぱり意味がわからなかった。

「馬鹿にしてるわけじゃないけどさ。暗黒騎士になりたいと言っても、具体的にどうやってなるのよ？　聖騎士と暗黒騎士って、確か、神様に選ばれて初めてなれるんでしょ？　後は……その騎士から、直接、力を譲ゆずり受うけるパターンもあるんだっけ？」

「その通りだ。よく知っているな」

「このくらい一いつ般ぱん常識よ」

「……聖騎士と暗黒騎士は、神の加護によって、魔法が強化されるのを知っているか？」

「ええ、それも有名な話ね。聖騎士が光の魔法で、暗黒騎士が闇の魔法でしょ？　だからそれぞれ、光の系譜の最上位と、闇の系譜の最上位って呼ばれてる」

「そうだ。つまり言いい換かえると、暗黒騎士とは、世界で最も強力な闇やみ魔ま法ほう使つかいなのだ。だがそこで、暗黒騎士よりも更に強力な闇魔法使いが現れたらどうなる？　……恐らく暗黒騎士は、その者に力を譲るだろう。その者の方が暗黒騎士の力を使いこなせるからだ」

「ちょ、ちょっと待って。じゃあ何？　アンタは、暗黒騎士よりも闇の魔法を極めようって言うの？　相手は神様の力が使えるのに、それを人間の力だけで超こえるっていうの？」

「そうだ。恐らく、それしか道はない」

「……当代の暗黒騎士に取り入るとか、そういう考えは、なかったわけ？」

「神に選ばれた騎士が、ただ仲がいいという理由だけで、力を授さずけることはない。いつの時代も騎士の継けい承しようは、その時代で最も適切な相手に行われる。俺が暗黒騎士に相応ふさわしい人間になれば、寧むしろ向こうから俺に取り入ろうとする筈だ」

　どこか実感を込めてセインは言った。アリシアは口を噤つぐみ、呆ぼう然ぜんとしている。

「呆あきれるのも無理はない。我ながら、険しい道だとは思っている」

「……呆れてるわけじゃないわ。驚いてんのよ。アンタ、普段は馬鹿みたいな癖くせに……いや、今の話も十分、馬鹿みたいだったけど……それでも、一応は理に適かなってる」

「当然だ。俺おれは夢に妥協しない。本気の夢なのだから、いつも本気で考えている。……それに、難しいかどうかなどは関係ないのだ。俺の夢なのだから、引ひき際ぎわも俺が決める。そして俺は絶対に諦あきらめない！　故に――無敵っ！」

「何その暴論」

　滅め茶ちや苦く茶ちやだ。滅茶苦茶だが、セインは本気で言っていた。

　堂々と胸を張るセインに、アリシアはクスリと微び笑しようする。

「アンタ、やっぱり、ただの馬鹿かもね」

　アリシアは、まるで眩まぶしいものでも見るかのように、セインに視線を注いだ。

「でも、ちょっと力を貰ったわ。アンタみたいな奴やつでも、大おっきい夢を追いかけてんだから……私も、負けてらんないわね」

　明るく笑みを浮うかべるアリシア。その表情にはもう、一点の曇くもりもなかった。







第二章　迷宮の試練







　学園生活二日目。

　講義は滞とどこおりなく進んでいた。セインたちは教師の言葉に耳を傾かたむけてはノートを取る。講義の題目は『器学』。武具や、魔法の触しよく媒ばいとなる道具などを学ぶ講義だ。

「ところで皆みなさん。最も強い武器とは何か、考えたことはありますか？」

　エリナの言葉に、前列に座る真ま面じ目めそうな男子生徒が、手を挙げた。

「聖せい剣けんか、魔ま剣けんだと思います」

「正解です」

　エリナがテキストを捲めくり、生徒もそれに続く。

「聖剣とは、女め神がみの加護を受けた剣けんのことになります。魔剣は男神の加護ですね。よく間ま違ちがった認にん識しきをされますが、どちらも神に授かるだけでなく、人の手による製造が可能な武器です。とりわけ聖剣に関しては研究も進んでおり――」

「……む？」

　エリナの説明は続いているが、セインはノートを取る手を止めた。

「メイド」

「何でしょー？」

「俺の知っている聖剣と違う」

「そーですねー。これは、私もちょっと疑問ですー」

　どうやら違い和わ感かんを抱いているのは自分だけではないらしい。

「そこ、どうかしましたか？」

　雑談と間違われたのか、教師に睨にらまれる。

「教師テイーチヤー。質問がある。俺の知っている聖剣と、貴様の知っている聖剣では、どうやら中身が異なるようだ。聖剣とは、地方や人種によって認識を変えるものなのか？」

「……そう言えば、貴方あなたはライトリッジ聖せい王国からの転入生でしたね。少し脱だつ線せんしますが聖剣についてもう少し詳くわしく説明致いたしましょう」

　少し目を丸くしたエリナが説明する。

「結論から言いますと、聖剣という言葉の受け取り方は、その人の立場によって異なります。先程、私が説明したのは、無宗教の人たちにとっての聖剣、魔剣です。しかし、例えばヴィシテイリア教の信徒であれば、女神から授かった剣だけを聖剣と呼び、人が生み出した剣は、たとえ女神の加護を与あたえられても聖剣とは呼びません。ライトリッジ聖王国は国自体が女神を信仰しているため、恐らく国民全員がその認識を持っているでしょう」

　エリナの説明にセインが納得する。ライトリッジ聖王国で、人によって生み出だされた剣を聖剣と呼んだら半殺しにされてしまうところだ。

「そう言えば、今の聖騎士は、ライトリッジ聖王国の出身らしいですね」

「はひっ?!」

　不意の一言に、セインが奇き声せいを上げて過か剰じように反応する。

「セイン君は会ったことがあるのでは？」

「いいい、いえ！　無いです！　全然無いです！」

　焦りながら答えるセインに、エリナは不ふ審しんな目をしたが追及しなかった。

　だが、この些さ細さいな応おう酬しゆうにより、クラスメイトたちは小声で雑談を始めてしまう。

「聖騎士って俺らと同い年らしいぜ」

「マジ？　何度も世界の危機を救っている英雄が同い年かよ。住んでる世界が違うなぁ」

「聖騎士がいるおかげで、ライトリッジ聖王国は何処どこの国からも攻撃されないし、魔物も襲おそってこないんだって。なんかもう、平和の象しよう徴ちようって感じよね」

「なんたって世界最強の騎士だもんな。誰だれもそんな奴に喧けん嘩か売らねぇって」

「いいなぁ。憧れるよなぁ」

　セインの肌はだが粟あわ立だった。聞こえてくる言葉の一つ一つがむず痒がゆい。

「先生。聖騎士と暗黒騎士って、どっちが強いんですか？」

「それは……難しい質問ですね。二人の騎士が対をなす存在であることは有名ですが、それぞれが具体的にどのような力を有しているかは実はあまり公おおやけにされていません。ですが聖騎士と暗黒騎士はそれぞれ、光の系譜の最上位と、闇の系譜の最上位に該当します。属性間の相あい性しようについては既すでに習っていますね？　光と闇の関係は分かりますか？」

「えっと、互たがいに互いが弱点です。どちらも力が相そう殺さいされます」

「その通りです。聖騎士と暗黒騎士の力にも、この属性間の相性は適用されます。光属性の魔ま法ほうと闇属性の魔法は、互いに効果を打ち消し合う関係にありますから……二人の攻撃は、共に無効化されてしまいますね」

「つまり、決着がつかないということですか？」

「二人の力量が全く同じであれば、そうなるかと思います」

　質問をした生徒が納得した素そ振ぶりを見せる。

「神から授かる聖剣と魔剣は、現在、聖騎士と暗黒騎士だけが所有を許されています。一方、人工的に製造された聖剣や魔剣は、原則、国の管理下にありますが、使用や所持に複雑な制限はありません。古い時代に製造されていたものなど、行方ゆくえの知れないものも幾いくつかありますし、必ずしも管理されているとは限らないのが現状です。また人の手によって生み出された聖剣と魔剣は性能もバラバラです。聖剣と魔剣は最も強力な武器ですが、本当に優すぐれているものは極ごく一部であることを覚えておいて下さい。

　ちなみに、ジェニファ王立魔法学園は、ロウリバニア王国の許可のもと、幾つかの聖剣と魔剣を所持しています。これらは生徒たちの競争意識を高めるために、迷宮ダンジヨンに幾つか配置されています。早い者勝ちですので、機会があれば是非とも探してみてください」

　迷宮。エリナはあっさりと口にしたが、それは本来、命を懸かけて挑いどむべき場所だ。

　迷宮とは、端たん的てきに述べれば魔物の巣そう窟くつである。太古より存在するその構造物は、人類の脅きよう威いである魔物という生物を、自動的に、際限なく生み出してしまうという恐ろしい環境だ。魔物は通常、迷宮内で一生を過ごすことが多いが、その数が増えると外に溢あふれ出すこともあり、これを未然に防ぐため、迷宮には定期的に人が送り込まれている。

　魔物の中には狡こう猾かつな罠わなを仕し掛かける部類もおり、迷宮は人類にとって、危険地帯と言っても過言ではない。しかし一方でリターンもある。学園長が入学式の際に説明した通り、迷宮には様々な資源が眠っているのだ。魔物を倒せばその素材が手に入るし、迷宮の壁かべや床ゆかには、魔物の素になると思おぼしき鉱物や植物があることも多い。そうした資源の中には迷宮でしか入手できないものもあるため、現代の人類は迷宮の存在を受け入れている。

　しかし、それでも、たかが学生が安易に挑戦するべき場所ではない。

　複雑な表情を浮かべるセインを他所よそに、また生徒が一人、挙手をした。

「先生、迷宮に置いてある剣は、どんなものなんですか？」

「そうですね……最近ですと、光の魔法を強化する聖剣が配置されましたね」

　エリナが告げた直後、アリシアが目を見開いて立ち上がった。

「アリシアさん？　どうかしましたか？」

「あ、えと……すみません、なんでもないです」

　一いつ斉せいに注目を浴び、アリシアはおずおずと席に座った。

　机の下で、アリシアは拳を強く握り締めていた。




「セイン！　聖剣を取りに行くわよ！」

「……絶対に言うと思ったぞ」

　興奮して告げるアリシアに、セインは苦虫を噛み潰つぶしたような表情を浮かべる。

「聞いたでしょ、迷宮にある聖剣の話！　光の魔法を強化してくれるってやつ！　それを手に入れたら、私も、光の魔法が使えるようになるかもしれない！」

　目を輝かがやかせて言うアリシア。夢に対して一いち途ずなその姿勢は、セインにとっても好ましいものだった。しかしセインは、複雑な表情を浮かべる。

「ミス・ゴールド。非常に言いにくいのだが……俺はパスだ」

「なんでよ！」

「興味がない。誰が聖剣など取りに行くものかっ！」

　先程の講義で溜たまった鬱うつ憤ぷんと共に、セインは叫さけぶ。セインにとって、聖剣とは、できるだけ近づきたくない存在だ。それを取りに行くなど考えもしたくない。

「ははーん……さてはアンタ、びびってんのね？」

「……そういうわけではない」

「じゃあ何よ」

「……ふっ、貴様には関係のないことだ」

　あからさまに理由を話そうとしないセインに、アリシアは眉まゆを顰ひそめる。

「なによ。散々私を焚たき付つけたくせに。今いま更さら、他人ひと事ごとのつもり？」

「ぐっ、それは、確かに……！」

　それを言われると辛つらい。確かに先日、無責任にもアリシアの夢を応援したばかりだ。

　だが、セインにもセインの事情がある。

「そもそも、何故、俺に頼たよる！　進学組なら、俺以外にも友はいるだろう！」

「そ、それは、あ、アンタが寂さびしそうだからよ！　アンタだって友達いないでしょ！」

「おおお俺は別に寂しくない！　というか貴様、今、……アンタだってと言ったか？」

「……な、なんのことかしら？」

「……さては貴様も孤こ独どくなのだな」

「あぁーっ！　今、貴様もって言った！　ってことはアンタもボッチってことね！　ふふん、安心しなさい！　私もボッチよ！」

「開き直るな！　俺は孤こ高こうに生きると決めただけだ！　貴様の仲間ではない！」

「なによ！　この前、私たちは同類って言ったじゃない！」

「意味が違う！」

　売り言葉に買い言葉。そんな二人の暴走を止めたのは周囲の視線だった。二人は冷ひや汗あせをどっと噴き出し、顔を見合わせる。

「……場所を変えるぞ」

「……そうね」

　移動して頭を冷やしたセインは、改めてアリシアに言った。

「とにかく、俺は行かん。……恐きよう怖ふしているわけではない。だが、聖剣と俺は、相あい容いれぬ関係なのだ。……触れることはおろか、近づくだけで封ふう印いんが解かれてしまう」

「……封印って何のことよ」

「ふっ、それは、俺の魂たましいに封ふうじられた禁きん忌きのことだ」

「ねえメリア。コイツ、何言ってんの？」

「多分、過去のトラウマのことだと――」

「諸々の事情だ！　諸々の事情だから、詮せん索さくするな！」

　あまりに端折はしよりすぎたメリアの説明に、セインは慌てて言う。

「端的に申しますとー……セイン様は、聖剣アレルギーなんですよ。聖剣に触ったり近づいたりすると、身体に変化が起きちゃうんですー」

「なにその特異体質……まあいいわ。取り敢あえず、アンタが行きたくないってことは理解した。でも真面目な話、私にはアンタしか頼れる人がいないの。だから、お願い！」

「断る。俺にメリットがない」

「この通り！」

「駄だ目めだ」

「一生のお願い！」

「くどいぞ」

　何度も頭を下げるアリシアを、セインは冷たく切り捨てる。

　しかし、そこでアリシアは何やら考える素振りを見せた。そして、再び語り出す。

「……アンタってさ、暗黒騎士を目指してんのよね？」

「ああ。だからどうした」

「魔剣は欲ほしくないの？」

「むっ」

　何を言われようと首を横に振ふるつもりだったセインは、その一言に強く反応する。

「エリナ先生も言ってたでしょ。迷宮には聖剣だけじゃなくて魔剣もある。……私は聖剣が欲しいけれど、目当てのものが必ず見つかるとは限らないし、もしかしたら探たん索さく中ちゆうに魔剣を見つけるかもしれないわ」

「ぬぬ、ぬぬぬぬ……」

「光の魔法を強化する聖剣があるなら、闇の魔法を強化する魔剣だって、あるかもしれない。魔剣は暗黒騎士の象徴シンボルよ。アンタにとってもいい機会じゃない？」

「た、確かに……」

　闇の魔法が不得意なセインにとって、闇の魔法を強化するための道具は喉のどから手が出るほど欲しいものだ。アリシアの言葉は全すべて正論である。

「あと、人が製造した聖剣と魔剣って、実は素材とか製法が似通っているらしくて、優れた鍛か冶じ師ならどちらにでも打ち直せるみたい」

「マジでか!?」

　大おお袈げ裟さなくらい反応するセインに、アリシアはやや驚きながらも首しゆ肯こうする。

「え、ええ。聖剣については昔、何度も調べたことあるから。間違いない筈はずよ」

「なんてことだ、全く知らなかった……っ！」

　悔しさのあまり、わなわなと震えるセイン。しかし、ふと眉み間けんに皺しわを寄せ、考える。

「待てよ……冷静に考えてみれば、この俺が聖剣について知識を欠いている筈がない。人が作ろうと、神が作ろうと、聖性を持つ以上は俺の力の範はん囲い内ないだ。…………さては、あの女神、わざと黙っていたな！　ぎええええええええ！　許せん！　許すまじ女神！　あの女、どこまで陰湿なんだ！　そんなに俺を、暗黒騎士にしたくないのか！」

　唐とう突とつに、セインが叫び声を発した。

「……ねえメリア。セインって、やっぱり変な奴ね」

「許して頂きたいですー。セイン様は、その、頭がちょっとアレな人ですのでー」

　周囲の視線も憚はばかることなく、セインは叫び続ける。傍そばにいるメリアたちの会話すら聞こえていない。セインは唐突に何処どこからか一冊の書物を出した。表に十じゆう字じ架かの刻まれた、深緑の本だ。それをパラパラと勢い良く捲り、再び顔を上げて怒ど鳴なる。

「せ、聖典にも何も書いていない……な、何が道みち標しるべだ！　肝かん心じんなことは何一つ書いてないではないか！　くっ、こんなもの！　引き裂さいてやる！」

「あ、ちょっ、セイン様ー、それは流石さすがにマズイんじゃー？」

「五月蝿うるさい！　我わが道みちを阻はばむものは、何人たりとも生かして返さん！」

「聖典を引き裂いちゃったら、まずセイン様が死んじゃいますよー」

「知らん！　どうせあの女神のことだ！　俺が死ぬくらいなら態度を改め――って、熱ぅぅぅぅぅ!?　熱い！　熱いって！　なんだこれ!?　きゅ、急に熱く………………おのれ女神いぃぃぃぃぃぃいぃいいぃい！　貴様見ているなああああぁああぁぁぁ!!」

　赤く変色し湯気を発す本を、セインは思いっきり床に叩き付け、空に向けて叫んだ。僅かに跳はね上あがった本は、次の瞬間には空気に溶とけるように消える。

　荒あら々あらしい呼吸を整えつつ、セインは呆然とするアリシアに向き直る。

「……ご覧の通りだ。俺は少しでも聖剣と関かかわると、このような醜しゆう態たいを晒さらす羽目となる」

「いや、今の聖剣と関係ないんじゃ……」

「とにかく、それでもいいなら是ぜ非ひ同行させてくれ。聖剣には触れないが、探すことくらいなら問題ない。……貴様の言う通り、俺は魔剣が欲しい」

「急に不安になってきたんだけど……まあ、猫ねこの手も借りたいし。よろしく頼たのむわ。私は聖剣なら何でもいいってわけじゃないから、性能次し第だいではアンタに譲る。その代わりアンタは、私の聖剣探しに全面的に協力すること。いいわね？」

「うむ！　俺に任せるがいい！」

　自信満々に胸に手をやるセインに、アリシアはますます懐かい疑ぎ的てきな視線を向ける。だが友達のいない彼かの女じよは、セインを頼るしかない。非常にネガティブな利害一いつ致ちだった。

　話し合いが終結し、三人は教室へと戻る。

　その途と中ちゆう、セインは空に向かって、神しん妙みような面持ちで告げた。

「いいか？　俺が欲しいのは聖剣ではなく魔剣だからな？」

「誰に言ってんのよ」

　心しん配ぱい性しようで、最近、やたらと嫉しつ妬と深ぶかくなってきた女である。




　迷宮を探索すると決めた後のセインたちの行動は迅じん速そくだった。

「まずは買い物ね！」

　放課後。街に出たところで、アリシアが張り切って声を発す。

　迷宮には魔ま物ものと呼ばれる獰どう猛もうな生物の他ほか、命を脅かす罠などの危険が存在する。学園が所有するだけあって、難易度は学生向けだが、それでも命の危険があることに変わりはない。セインたちは必要な道具を揃そろえるために城下町で買い物をすることにした。

「どういったものを買えばいいのだ？」

「そりゃあ探索に必要なもの一式でしょ。……地図……は学園が配ってるから、薬とか、武器とかを揃えなくちゃね。お金に余よ裕ゆうがあったら、魔物用の罠も欲しいけれど」

「そ、そうか。うむ、成なる程な」

「何そのぎこちない返事」

「……すまない。実を言うと、今まで殆ほとんどマトモに探索したことがないのだ」

「アンタねぇ……この歳になって、マトモに探索したことがないなんて、怠たい慢まんよ怠慢」

　申し訳なさそうにセインは謝罪する。マトモな探索をしていないだけで、反則を行使した探索なら、幾いく度どとなく行ってきたが、それを説明すると話が長くなる。

「そう言えばセインって、武器は剣を使うの？」

「む？　そうだが、何故知っている」

「アンタ、魔ま力りよく測定の時に変な格好してたじゃない。あの時に剣けん持ってなかった？」

「ああ、あれは装そう飾しよく用の剣だから、実戦では使えないぞ」

「普通の剣を持ちなさいよ！　確かに、ただの剣にしてはゴツゴツしてたけど！」

　一ひと頻しきり騒さわいだ後、アリシアは溜ため息いきを吐つき、今度はメリアに視線を配った。

「メリアは？　何か武器を使う？」

「そうですねー……私は、刃はのついているものなら、大体なんでも使いますねー。ちなみに、今持ってるのはコレですー」

　そう言ってメリアはスカートの内側から短刀を取り出した。量産型で安価の武器だ。メリアはこの短刀を常に複数所持している。

「成る程。……メリアは魔法も得意だし、前衛と後衛、どっちもいけるわね。私は武器を使わない、魔法のみのスタイルで戦うから、後衛でいいかしら」

「なら私が前衛ですねー。承知しましたー。ただ私は決定打があまりないので、トドメを刺さすのはアリシア様にお任せします。補助は得意ですので、時間を稼かせいだり、相手を攪かく乱らんすることに関してはお任せ下さーい」

「了りよう解かい」

　メリアと共に迷宮での布ふ陣じんを決めたアリシアは、その後、セインを見る。

「セインは見学ね」

「待て。流石にそれは辛い」

「冗じよう談だんよ。言ったでしょ、猫の手も借りたいって。アンタには斥せつ候こうをやってもらうわ」

「斥候か……敵の数や地形を、先んじて調査する役割だな。承知した」

「大だい丈じよう夫ぶですかー？」

「無論だ。この俺の手に掛かかれば、どんな役割だろうが完かん璧ぺきにこなしてみせる」

　アリシアが疑いの視線を注ぐ。セインはそれに気づくことなく胸を張り続けた。

「ん？　……待て。ミス・ゴールドよ。貴様の魔法は、その、探索の役に立つのか？」

　食堂での会話を思い出し、セインが遠えん慮りよ気味に問う。アリシアの炎ほのお魔ま法ほうは、見た目とは裏腹に、ものを燃やすことができず、脅しにしか使えない筈だ。

「大丈夫よ。私の魔法、魔物には効果があるから」

「は？」

「なんでか分かんないけど、魔物はちゃんと燃やせるのよ。だから安心して。まあ、対人戦はからっきしだから、人と揉もめたら力になれないけど」

　あっけらかんと言うアリシアに、セインは首を傾かしげた。同世代と比べて知識が足りていないことを自覚するセインは、無言でメリアを見る。メリアは首を横に振った。

「それじゃあ、セインの武器を買いに行きましょう」

　そう言ってアリシアは迷うことなく歩を進め、セインたちを店へ案内した。入り口の上には、ブレスメル工こう房ぼうと記された大きな看板が掛けられていた。

　店に入り、セインは目を輝かせる。

「お、おおっ、これが――武器屋っ！」

「……そー言えば、セイン様、こういう所に来るの初めてですねー」

　陳ちん列れつされている武器の数々に興奮するセイン。メリアの言う通り、セインにとって武器屋の訪問は初めてだ。浪ろ漫まん溢あふれる光景にセインは目を輝かせる。

「今回挑むのは塔とう型の迷宮よ。通路も部屋も基本的には大きいから、武器の制限は考えなくていいわ。多少大きくても振り回まわせる」

　アリシアのアドバイスを頼りにセインが武器を吟ぎん味みする。

「いらっしゃい、アリシア」

　カウンターの向こうから若い女性の声がした。見れば、橙だいだい色いろの髪かみを手て拭ぬぐいで持ち上げた少女がアリシアに向かって手を振っている。汗と煤すすに汚よごれた姿から察するに、客ではなく店の関係者のようだ。アリシアは親しげな笑えみを浮かべて応えた。

「久ひさし振ぶりね、シスカ。いい武器入ってる？」

「まーまーってところね。毎年、この季節になると、学園も騎き士し団だんも新入りの教育に専念しちゃうから、魔物の素材が中々提供されなくてさー。鉱石は変わらず手に入るけど、ちょっと売り上げは落ちてる感じかなー。……ところで、そっちの二人は？」

　少女がセインたちに視線を向ける。

「紹しよう介かいするわ。こっちはセイン。そしてその従者のメリアよ」

「ほうほう……よろしくね、二人とも。私はシスカ、ここの鍛冶師だよ」

「ああ、宜よろしく頼む」

「よろしくですー」

　見た目から看かん板ばん娘むすめではないと思っていたが、どうやら見習いでもない、本物の鍛冶師らしい。ということは、周囲の武具の幾つかは彼女が手がけた物なのだろう。

「アリシアが友達連れてくるなんて珍めずらしいね」

「そ、そそそ、そんなことないわよ！」

「いやいや、そんなことあるって。だってあんた去年まで、私と一いつ緒しよにいるか、ボッチになるかの二択たくだったじゃない」

「わあああああああ！　止めて！　アンタたちも聞くなぁ！」

　涙なみだ目めになりながら怒鳴るアリシアに、セインは同情の眼まな差ざしを向けた。

「しっかし、類は友を呼ぶってやつ？　こう言っちゃなんだけど、独特な友人ね。……ねぇ、二人はアリシアと何処で知り合ったの？」

「俺たちは先日、学園で出会ったのだ。以来、よく一緒に行動している」

「え、二人とも学園の生徒なの？」

「む？　どこからどう見てもそうだろう」

「……まさか、それ、学園の制服？」

「うむ」

　魔ま改かい造ぞうされた制服を身につけて。セインは当然だと言わんばかりに頷うなずいた。流石さすがに鍛か冶じ師しなだけあって装備品を見る目がある。シスカはすぐにセインの改造制服に気づいた。

「そう言えば、アンタ、もしかしてその格好のまま迷宮に潜もぐるつもり？」

「勿もち論ろんだ」

　肯こう定ていしたセインは、外がい套とうの前を少し開き、その内側をアリシアに見せた。そこには黒い鱗うろこのようなものが大量に敷しき詰つめられていた。

「これは呪じゆ縛ばくの衣ころもと言ってな。内側には邪じや龍りゆうの鱗を大量に編み込んでいる。人の闇やみを喰くらい、増大させるこの衣は、まさに選ばれし者だけが纏まとうことを許される代しろ物ものなのだ。心の弱い者が触ふれてしまうと、最悪、精神が崩ほう壊かいする可能性がある」

「ふーん、どれどれ」

「ああっ!?　馬ば鹿か、止よせ！　触れるなと言っているだろう！」

「大丈夫よ、私メンタルには自信あるから」

「嘘うそをつくな！　ボッチのくせに！」

「は、はぁああっ!?　何それ!?　意味わかんないんですけど！」

　意味が分かっているから、その反応なのだろう。胸むなぐらを掴つかむ要領で、アリシアは外套の裏側を触さわる。それを見て安心したのか、シスカも近寄ってきた。

「セイン君、私もちょっと触らせてもらっていい？」

「き、貴様まで何を言い出すんだ！　これはとても危険なもので――」

「またまたー、ご冗談を。アリシアがべたべた触ってるじゃん」

「こ、こら！　だから触るなと言って――」

　必死で叫ぶセインを無視して、シスカが手を伸のばす。だが、指先が服に届く寸前――。

「――おっと。うわ、これ本当に危ないやつじゃん」

　素す早ばやく手を引ひき戻もどし、シスカが言う。

「何言ってんのよ。コイツの言うことなんて、半分くらいは出で鱈たら目めよ」

「いやいや、マジで危険だよ、これ。……よく平気だったね、アリシア」

「はあ？　……ははーん、さてはアンタ、また私をからかおうって魂こん胆たんね！　もう引っかからないわよ！　今まで散々痛い目に遭あったんだから！」

「いや、それはその、昔のことは悪かったけどさぁ、これは本当のことだって」
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「ふんっ、引っかからないって言ってんでしょ！　私だって学習してんのよ！」

　胸を張って告げるアリシアに、シスカは困こん惑わくした表情を浮かべる。

「ねえ、セイン君。一応訊きくけどさ、それって本当に、触れちゃ駄目なやつだよね」

「無論だ。これに触れられる者などそう居ない。しかし……」

「ちょっと、二人揃って私をからかうの、やめてくれる？」

「からかってるわけじゃ、ないんですがー……」

　見れば、普ふ段だんから無表情のメリアでさえ、顔を驚きよう愕がくに染めていた。

「――おいシスカぁ！　てめぇ客とくっちゃべってる暇ひまあんなら、手伝いやがれぇ！」

　唐突に、カウンターの裏側から、むさ苦しい男の声が響ひびく。

「すみません！　すぐ戻ります！」

　シスカは慌あわてて振り返かえり、負けじと大声で返事をした。

「ごめん、私そろそろ戻るから。武器が決まったら呼んで。今日はアリシアの紹しよう介かいってことで、全品二割引きでいいよ！」

　そう言ってシスカは仕事場に戻る。

　慌ただしく去っていった少女を見送った後、セインは何気なくアリシアに声を掛ける。

「仲が良いのだな」

「まーね。初等部からの付き合いだし」

「初等部？　ということは、彼女は学生か」

「厳密には元学生よ。シスカは一年前に学園を辞やめたの」

「辞めた？」

「ええ。まあ元々、鍛冶を学ぶ一いつ環かんとして魔法も学んでいたみたいだから。ある程度、得るものも得たし、後は用済みだって言って、あっさり退学しちゃった」

「成る程な。……学園を、踏ふみ台だいにしたわけか」

　その選せん択たく肢しはセインも考こう慮りよしている。もしかすれば自分は第二のシスカになるかもしれない。ジェニファ王立魔法学園の生徒たちは、やはり独特な道を歩むことが多いようだ。

「長居するのもなんだし、さっさと決めちゃいましょう？」

「うむ、そうだな」

　アリシアの言葉に頷いたセインは、早さつ速そく武器を手に取り、軽く振ったり、ポーズを決めたりしながら、ひとつひとつを吟味していく。

「ミス・ゴールドよ。幾つか候補を見つけたのだが、この中にオススメはあるか？」

　そう言って、セインは三本の剣をアリシアに見せた。

「全部、真っ黒じゃん」

「ふふん、いいだろう。この、全てを飲み込まんとする夜空の如き刀身。まさに、俺に相応ふさわしい彩いろどりだ。……それで、どれが一番俺に似合う？」

「全部同じでしょ」

「真面目に考えろ！」

　使いやすさよりも似合うかどうかに重点を置くセインも、大たい概がい、不ふ真ま面じ目めである。

「これ、ちょっと高めのやつだけど。予算はあるの？」

「命を預ける相棒を選ぶのだ。金に糸目はつけない」

「いい心がけね。だったら、これがお勧すすめよ。切れ味はまあまあだけど、耐たい久きゆう性せいに長たけているみたいだから、初心者のアンタが、多少、乱暴に振り回しても問題ない」

「うむ。確かにコレには特別目を掛けていた。では購こう入にゆうしてくる」

　セインがカウンターに置いてあったベルを鳴らすと、再びシスカがやって来る。シスカは手慣れた動作で後ろの棚たなから鞘さやを取り出し、剣を収めた。

「はい、毎度あり！」

　料金を払はらい、剣を受け取る。漆しつ黒こくの刀身に漆黒の鞘。大満足だった。

「むっ、もうこんな時間か」

　外に出ると、橙だいだいの陽光が空を染め上げていた。

「折せつ角かくだし、どこかで食べてから解散しない？」

「俺は構わないぞ」

「私も問題ないですー」

「じゃ、行きましょっか」

　アリシアの案内に従い、街を下る。雑貨屋だらけの区画を通とおり抜ぬけた先、今度は飲食店が立ち並ぶ通りへと出た。何処からか香こう草そう焼やきの匂においが漂ただよい、空腹が刺し激げきされる。アリシアは軽く周囲を見み渡わたした後、窓から湯気の出ている店へと入った。

「おっ、アリシアちゃんじゃねぇか！　いらっしゃい！」

　店内に入るなり、厨ちゆう房ぼうから声が掛かる。気前よく返事をして席へ座すわるアリシア。セインは同じく腰こしを下ろしながら声を掛けた。

「随ずい分ぶんと顔が広いのだな」

「初等部の頃ころはシスカと一緒に、この辺りを遊び場にしていたからね。今でもその名残なごりがあんのよ。ちなみにここは、昔、私がバイトで働いていた場所よ」

「アリシアちゃん！　悪ぃ、ちょっと手伝ってくれねぇか!?」

「あーもう、はいはい。ほんっと人使い荒あらいんだから」

「がはは！　悪い悪い、うちは基本的に人手不足だからな」

「だったら雇やといなさいよ」

　呆あきれ顔がおながら、どこか楽しそうに厨房へと向かうアリシア。他の店員や、知り合いらしき客たちに笑え顔がおを向けられる彼女を見て、セインはポツリと呟つぶやいた。

「なんだ……慕したわれているではないか」

　もしかしたらアリシアは、彼かれらには、光の一族の件を話していないのかもしれない。けれど、そうして誰かに慕われるということは、彼女には魔法とは無関係のところで、魅み力りよくがあるということだ。学園では疎うとまれているものの、彼女には居場所がある。

　少し安心した。アリシアは同じ志を抱いだく者だ。赤の他人とは言い難がたい。

「セイン様ー」

「なんだ」

「迷宮探たん索さく、うまく行くと思いますかー？」

　メリアの問いに対し、セインは水で喉を潤うるおしてから、小さな声量で答えた。

「戦力が不安か？」

「はい……アリシア様の魔法も、正直、信じ切れないですー。魔物にだけ通用する魔法なんて、聞いたことありませんしー……」

「心配ない。ミス・ゴールドの言っていることは全て本当だ」

　そう言って、セインは徐おもむろに、左手をメリアに向かって開いて見せた。銀色の、指輪型の封印具を見てセインは苦く笑しようする。

「やはり、壊こわれているな」

「……どーゆーことですかー。こんな短期間に、二個も壊れるなんてー？」

「封印具が不良品と言うわけではない。……まあ、気にするな。封印具の替えは、また学園長に用意して貰もらうとしよう。……話を戻すが、戦力については恐おそらく問題ない。メイドの働き次第で変わるだろうが、致ち命めい的てきにはならない筈だ」

「まー、セイン様がそう言うなら、そうなんでしょうけどー」

「封印が僅わずかに解けてしまったからか、先さき程ほど、少しだけミス・ゴールドの力を見てしまった。……正体までは看破できなかったが、ミス・ゴールドは間ま違ちがいなく光の一族だ。恐らく非常に特とく殊しゆな力を持っているが故ゆえに、その能力を自覚できていないのだろう」

「……助けるつもりですかー？」

　メリアの問いに、セインは押おし黙だまる。メリアは続けて言った。

「セイン様、ライトリッジ聖王国を旅立つ際、私に言いましたよねー？　私の役目は、セイン様を監視することだってー。万が一、道を踏み外はずしそうになったら、全力で止めてくれって。……アリシア様の能力って、多分、普ふ通つうの人は気づかないことですよね。迂う闊かつに教えちゃうと、セイン様の正体、バレますよー？」

「……分かっている」

　正体が露ろ見けんすると、セインの行動には大きな制限が生じる。そうなってしまうとセインの夢は潰ついえたも同然だろう。メリアが制止するのは命令に忠実である証しよう拠こだった。

「助ける、などという傲ごう慢まんな選択肢を、今の俺おれは持ち合わせていない。それでも……友のために、何かをしたいという気持ちを、抑おさえたくはない」

　セインの言葉に、メリアは呆れた様子で溜息を吐いた。そして微び笑しようする。

　厨房から戻ってきたアリシアは、両手に料理を持っていた。料理人からウェイターまで纏めて手伝うことにしたらしい。その後、アリシアも交えて三人で夕食を済ませると、三人は外に出た。頬ほおを撫なでる夜気が心ここ地ち好よい。

　川辺を歩く中、セインは落ち着いた声こわ音ねで訊く。

「ミス・ゴールドよ。少し、光の魔法を使ってみてはくれないか？」

　唐突な要求に、アリシアが目を見開く。だがすぐに目を伏ふせ、小さく返した。

「……嫌いやよ」

「何故なぜだ」

「嫌に決まってるでしょ。……どうせ、馬鹿にされるんだから」

　アリシアの顔に陰かげりが落ちる。

「ミス・ゴールドは俺の夢を馬鹿にするのか？」

「それは……」

「まあ、なんだ。貴様が言った通り、俺も友達が少ないのだ。……だから、少しは協力させてくれ。こう見えて俺は、多少、光の魔法には詳くわしい」

　視線を逸そらして言うセイン。アリシアの落ち込んだ面おも持もちが、少しだけ綻ほころんだ。

「そ。じゃあ、折角だし、見てもらうわ」

　そう言って、アリシアはゆっくりと掌てのひらを上に向ける。

　まだ葛かつ藤とうがあるのか、時間を掛けて、彼女は魔法を発動した。

「――《光弾ライト》」

　現れたのは橙色の炎ほのおだった。自己紹しよう介かいの時に見せた《炎弾フラグス》と同じ輝きだ。光の魔法を使っても、火の魔法が出てしまうというのは本当らしい。火球が風に吹ふかれて消える。

「はい、おしまい。……説明した通りでしょ？」

　自じ虐ぎやくするアリシア。だがセインは、何ひとつ言葉を発さなかった。

　――魔法は個性を表す。

　同じ魔ま法ほうでも、使用者によって結果は異なる。彼女の《光弾ライト》は確かに炎に変化していたが、ただの《炎弾フラグス》にしては輪りん郭かくがはっきりしていて、まるで最初からそこに在ったかのように一いつ瞬しゆんで顕あらわれた。炎の輝き度どは控ひかえ目めで、内側は密度が濃こい。

　火の魔法は基本的に猛たけ々だけしく、攻こう撃げき性せいの高い性質を持つ。だが、アリシアの生み出だした炎の揺ゆらめきは、まるで何物も寄せ付けない、静せい謐ひつな輝きを浮うかべていた――。

「ひとつ、アドバイスをくれてやろう。貴様はもう、これ以上、光の魔法に固こ執しつするな」

「……は？」

　言葉の意味を邪じや推すいし、アリシアが眦まなじり鋭するどくセインを睨にらむ。

　しかし、セインは落ち着いて返した。

「光の魔法を諦あきらめろと言っているわけではない。だが貴様の場合、今の段階で光の魔法に固執するのは無意味だ。まずは炎の魔法を極きわめろ。そうすれば貴様の才能は開花する」

「……なんで、そんなことが分かんのよ」

「さあな。所しよ詮せん、俺はただの学生だ。信じるかどうかは貴様に委ゆだねよう」

　そう言って、セインはメリアを見る。――このくらいなら良いだろう？

　お人ひと好よし。視線でそう告げるメリアに、セインは小さく笑みを浮かべる。

　アリシアは自らの掌をまじまじと眺ながめた。今やその手は光どころか何ひとつ握にぎっていない。だが、もしかすれば、目に見えぬ存在が眠ねむっているかもしれない。そう信じるかのように、アリシアはじっと、穴が開くほど見つめ続ける。

「分かった、信じてみる」

　そう言って、アリシアは掌を握り締しめた。

「可能性があるなら、なんだって、やってやるわ」

　不敵な笑みを浮かべるアリシアに対し、セインは少しだけ自らの幸運に感謝した。彼女との出会いは僥ぎよう倖こうと言っても過言ではない。




　探索は休日に行うことにした。平日は学園の講義があり、探索の時間が限られる上に心身共に万ばん全ぜんと言えないからだ。

　そして、入学日以来、初の休日を迎むかえた今日。

　セインとメリアは、集合場所である学園の本館前に向かった。

「待たせたな、ミス・ゴールドよ」

　既すでにそこにいた金きん髪ぱつの少女に向けて、セインが告げる。振り返った少女、アリシアは笑顔で二人を迎えたが、セインの格好を見て、目を見開いた。

「ちょ、ちょっとセイン？　それ、何？」

　昨日までの学園生活と比べ、セインの見た目は二つ、変化していた。

　ひとつは腰に吊つるした黒色の剣けん。夜色の鞘の中には太陽の光すら反射しない、鈍にぶい漆黒の刀身が収められている。だがこの剣の存在については、アリシアも知っている筈だ。なにせ昨日、アリシアの目の前でセインが購入したものなのだから。

　アリシアが驚おどろいているのは二つ目の変化。セインは、首や手首、指に足首、そして外套の前など、至るところに太い鎖くさりを結んでいた。元からジャラジャラとアクセサリを装備していたが、今はそれらが全て一回り大きくなっている上、量も増えていた。

「ふっ、何に見える？」

「何って……鎖、よね？　その斜ななめに掛けてるやつ」

「そう、鎖だ。そして鎖とは獣けものを縛しばるためにある。……後は、分かるな？」

「いや分からないんだけど……メリア、通訳してくれる？」

「セイン様の緊きん縛ばく趣しゆ味みですー」

「ちちち、違ーう！　俺にそんな変態趣しゆ味みはないっ！　ていうかメイドよ！　俺は別に間違ったことを言ってないだろ！」

「まー、そうですねー……」

　獣はともかく封印していることに関しては間違っていない。

「今日は、その、なんだ。迷宮に潜るからな。普段以上に頑がん丈じようなものを身につけているだけだ。別にやっていることは普段と変わらん」

「いやだから、普段アンタが何してんのか全然分からないんだけど……」

　ここ数日、立て続けに封印具が崩壊してきたが、流石さすがに探たん索さく時じにそれが起きると万が一の事態も起こり得る。そのためセインはより頑丈な封印具を準備することにしたのだ。

「でもそれ、寧むしろ戦いの邪じや魔まにならない？　アンタ、体力測定の結果Ｅランクでしょ」

「ふっ、心配は無用だ。俺にはこの力が……こ、この、力、がぁ……ふん、ぬっ……！」

　必死に気張り、何かを捻ひねり出そうとするセイン。

　息が荒く、汗が噴き出でた頃、漸ようやくその掌に親指ほどの闇の弾が顕れた。

「はあっ、はあっ、はあっ……ふぅーー…………俺には、この力がある」

「……もしかして、セインって役に立たない？」

「立つ！　問題ないと言っているだろう！」

　そう告げるセインを信じる者は誰だれもいなかった。メリアとアリシア、二人の少女から呆れた視線を向けられるセイン。しかしセインの奇き行こうは今に始まったことではない。

「それじゃ、まずは学園長に許可を貰いに行くわよ」

　迷宮を探索するためには、まず学園長から許可を貰わねばならない。ジェニファ王立魔法学園は実力主義だが、生徒の命を軽かろんじているわけではない。迷宮の探索には命の危険が伴ともなう。学園長が直々に生徒を見定め、探索の許可を与あたえるという制度は、煩わずらわしいと思う者がいる一方で、信しん頼らいできるとの声も多かった。

　本館の階段を上り、学園長室へ向かう。

「失礼します」

　一言告げ、アリシアが学園長室の扉とびらを開いた。

「アリシア＝レーミアです。迷宮探索の許可を頂きに来ました」

「ほっほっほ、まだ新学期が始まったばかりだと言うのに、真ま面じ目めなものじゃ――ほおおぉおっ?!　せ、聖せい騎――」

「学園長ぉぉぉぉぉ！」

「ほぉぅっ?!　せ、セイン！　そう、セインじゃ！　セイン！」

　頭かしら文も字じが一致しているから良かったものの、そうでなければ今のでセインと学園長の穏おだやかな日々が終わっていたかもしれない。二人は互たがいに冷ひや汗あせをかいた。

「それで、迷宮探索の許可じゃったな」

「はい、お願いします！」

　アリシアが気合十分といった様子で言う。しかし学園長は眉間に皺を寄せた。

「ふむ……それはお主たち三人に対してか？」

「はいっ！」

「では、断る」

「ありがとうござ……え？」

　実に自然に断った学園長に、アリシアは明らかに困惑した。

「ど、どうしてですかっ!?」

　机に両手を突つき、身を乗り出した訊くアリシア。

　しかし学園長は彼女の熱気に鼻白むこともなく、困ったような顔をして語る。

「アリシアよ。お主は初等部の頃から、この学園の生徒じゃった。ならば知っておるじゃろう、迷宮の探索に臨のぞむためには、儂わしの許可とは別に、何が必要か」

　呆ぼう然ぜんとしたアリシアは、疑問を抱きながらも回答を述べる。

「遺書です」

「うむ、その通りじゃ。生徒が迷宮探索を行う際は、必ず遺書を書き、それを学園に提出せねばならないという決まりがある。故に、探索を許すとなると、儂はお主たちに遺書を書かせねばならないのじゃが――」

　そこで学園長は一度言葉を止め、セインを手招きした。そして小さく耳打ちする。

「お主に遺書なんか書かせたら、儂の首が飛ぶじゃろうが」

「ふむ……お互い苦労するな」

「分かっているなら、もう少し気き遣づかいをして欲ほしいわい、全く」

　学園長は溜息を吐きながら、椅い子すに深く座った。

「……悪いが、どうしても迷宮を探たん索さくしたい。遺書が必要ならば、すぐにでも書こう」

「しかしのぅ……」

「元々、俺が母国を出たのは、こういうことをするためだ。それに、このまま俺だけ探索の許可が下りなければ、それこそ別の問題に発展する恐れがある。……避さけられぬ道というやつだ。潔いさぎよく折れるのだな」

「う、ううむ、物事には順序というものがあるのじゃが……仕方ない。許可を出そう」

「よっしゃー！　やったわね、セイン！」

「ああ。話の分かる老人だ。貴様には叡智溢れる学舎の王キング・カイゼルの名をくれてやる」

「いらん」

　学園長は冷たく切り捨てた。

「それにしても、随分と急な話じゃな。差さし支つかえなければ、目的を教えてくれんか？」

「はい！　私たち、聖せい剣けんを手に入れたいんです！」

「聖剣？　……それは、セイン、お主もか？」

　学園長の疑問は尤もつともだ。セインは、その気になれば幾いくらでも聖剣を用意できる。

「俺が欲しいのは魔ま剣けんだが、それとは別に、人の作った聖剣とやらにも興味がある」

　恐らく魔剣に打ち直せるのは、最初から人によって作られた聖剣のみだ。セインは女め神がみの加護に関しては操あやつれても、鍛か冶じ師しの真ま似ね事ごとはできない。

「それはまた、物好きというか、何というか。……まぁ良い。では、こちらに記入を」

　学園長は引き出しから三人分の書類を取り出し机き上じように出した。遺書と記された書面を見てアリシアは平然とした様子で記入を始める。セインは僅かにペンを持つのを躊躇ためらった。

「いざとなれば私が守りますから、大丈夫ですよー？」

「……嬉うれしくない一言だ。だが、お陰で目が覚めた。この程度で気け圧おされるようでは、貴様の主は務まらんな」

　微み塵じんも恐きよう怖ふの感情を浮かべないメリアに、セインも元気づけられる。

　数分をかけ、三人は遺書を書き終えた。

「ふむ、しかと受け取った。では、これを渡わたそう」

　書き終えたばかりの遺書と交こう換かんで、三人は迷宮探索の許可証を受け取った。

「第三者の手に渡らないよう注意してくれ」

「うむ、承知した」

　踵きびすを返して学園長室を出る。

　その寸前、セインだけ呼び止められた。

「セインよ」

「どうした、キング・カイゼル」

「学園長と呼んでくれ……あまり派手にやり過ぎんでくれよ？　あの迷宮は授業でも使う。壊されでもしたら大損害じゃわい」

「ふっ――それは、奴やつらの出方次第だ」

　そう言って、セインは扉を閉めた。

　残心する。今のは、実にクールな台詞せりふだった。

「奴らって、誰ですかー？」

「どんな出方されても、アンタじゃ何もできないでしょ」

「ええい五月蝿うるさい！　いいから行くぞ！」

　折角いい気分に浸ひたっていたのに水を差され、セインは怒いかりながら廊ろう下かを歩いた。

　校舎から離はなれ、グラウンドの片かた隅すみにある建物に入る。椅子もテーブルもない簡素なその空間の中央には、幾いく重えにも連なった、淡あわい桃もも色いろの立体魔ま法ほう陣じんが存在した。

　学園の迷宮は、物理的には学園に存在しない。

　迷宮は、金銀財宝を採取できるというメリットもあるが、そのためには命の危険を伴うし、何より放置していれば内側から魔物が溢あふれ出すというデメリットもある。そのため迷宮と街が同居することは滅めつ多たにない。迷宮をダシにして、その周囲に街を形成した迷宮都市などという存在は例外中の例外であり、基本的に人々が暮らす街は、いざという時のためにも迷宮から遠ざけられていることが多かった。

　それでも迷宮には確かなメリットがあるため、度たび々たび足を運ぶ者も多い。だが迷宮の中には砂さ漠ばくの中央や、海底、空の上など、安易に辿たどり着つけない場所に存在するものも多い。そこで開発されたのが、何処どこからでも気軽に迷宮に出入りできる魔法だ。

　迷宮転移門ダンジヨン・ゲート。そう呼ばれる魔法陣を前にして、アリシアが口を開く。

「さぁて、それじゃあ行きましょうか」

　まずはアリシアが門へと足を踏み入いれる。学園長に渡された探索許可証が反応し、魔法陣はアリシアを迎え入れるかのように淡く光った。アリシアが陣じんの中央に立つと、魔法陣が回転し、徐じよ々じよにその光を大きくする。光が収まる頃、アリシアの姿は消えていた。

「では、お先に行きますねー。セイン様に先を越こされるなんて、なんか嫌ですのでー」

「貴様は俺に毒を吐かねば気が済まんのか！　いいからさっさと行け！」

　悪戯いたずらっ子このように舌を出して、メリアが門に入った。いつも毒どく舌ぜつで、主を舐なめているとしか思えない振ふる舞まいをする彼かの女じよだが、実はその裏にとても強い忠誠心が隠かくれていることをセインは知っている。今だって転移先に危険がないか、先に行って確かめているのだろう。彼女はいつも、さりげなく主のために行動する。

「これで、俺以外にも気を配れるようになれば、言うことなしなんだがな……」

　メリアは可能な限りセインの傍そばにいようとする。だから、先にアリシアを送り出したことも、彼女としては正しいと思っているのだろうが……セインとしては、自分と同じような心配をアリシアにもして欲しいと思う。

　複雑な感情の中、最後にセインが迷宮転移門に入った。

　そして、門が起動した瞬しゆん間かん――違い和わ感かんを覚えた。

　封ふう印いん具ぐを装着した今、セインには敵を退しりぞける力も自分を護まもる力もない。だが幾いく度どとなく場数を踏んできたセインには、直感、或あるいは高密度の経験がある。その経験が激しく脳に訴うつたえていた。これは、紛まがうことなき異変であると。

「――遅おそいわよっ！」

　転移を終えたセインに対し、アリシアが叱しかりつける。

　違和感の正体を突き詰めるべく転移に抵てい抗こうしていたため、遅おくれてしまったようだ。

　両足を柔やわらかな草が包つつんでいた。セインの眼前に広がるのは、地平線の先まで続く草原の丘おかだ。転移先は、別大陸の丘きゆう陵りよう地帯だと聞いている。ロウリバニア王国では朝だった筈はずだが、この丘陵地帯は昼間。空と地を照らす太陽は、セインたちの頭上で輝かがやいていた。

「相変わらず、おっきいわね……」

　アリシアが目の前の構造物を見て言う。

　丘陵に聳そびえる巨きよ大だいな塔。これこそが、今回、探索に臨む迷宮だ。雲間まで伸びる灰色の柱。これが学園の所有物、即すなわち初心者用の迷宮である。初心者用でこれなのだから、プロの探索者たちの化物っぷりが窺うかがえる。想像を絶する巨大さというものは、ただそれだけで人に感動を与えるものだが、今はそれ以上に気になることがある。

　目を凝こらして迷宮を見る。――やはり、ある。確実に居る。

「ミス・ゴールドよ。ここに転移する時、何か感じなかったか？」

「は？　別に何も無かったわよ？」

「……メイド。貴様はどうだ」

「んー、ちょっと、ピリッと来ましたねー」

　異変は確実だった。セインは溜ため息いきを吐つく。信じられないくらい不幸だ。折角国を出て大陸を越こえたというのに――またしても、同じ面めん倒どうを背せ負おい込まねばならないのか。

「セイン様ー、あの感覚って、もしかしてー……」

「十中八九、アレだろうな」

　メリアの疑念に頷いて返した後、セインはアリシアへ声を掛かけた。

「ミス・ゴールド。探索前に、ひとつ忠告しておかねばならないことができた」

「な、何よ」

　急に物ぶつ騒そうな面持ちをするセインに、アリシアは注意深く耳を傾かたむけた。

「血の色をした魔ま物ものが現れたら、すぐに逃にげろ」







第三章　開かい闢びやくの摩ま天てん楼ろう







　雲まで届く灰色の塔とう。金銀財宝と罠わなと魔物を内包する、迷宮ダンジヨンという名の構造物。それはジェニファ王立魔法学園の関係者からは学園迷宮の名で親しまれていたが、探索者たちの間では、また異なる名を有していた。

　迷宮『開闢の摩天楼』。人類と迷宮の紡つむいだ歴史において、限りなく原初に近く、そしてそれ故に踏破され尽くした迷宮である。『開闢の摩天楼』は現在、魔物資源の採集や修練の場としての利用価値が認められ、国に管理されている。

　塔内部は外と比べると肌はだ寒さむく、また光源が疎まばらであるため薄うす暗ぐらい場所もあった。

　セインたちはとにかく上層へ――即すなわち、より奥おくの層を目指した。

　入り口付近の下層は有あり触ふれた迷めい路ろ型がたとなっている。層全体が石の壁かべによって複雑に区切られ、幾つもの通路と部屋に分かれているのだ。偶たまに水路などが存在するも、その水が何処どこから流れ何処に向かっているのかは分からない。

「なんだ、もぬけの殻からではないか」

　周囲を見渡してセインが言った。

「所謂いわゆる、共通ルートに関しては、常に誰かが通った後になるからね。私たちよりも先に潜った人が、あらかた、片付けたんでしょ。……油断するんじゃないわよ。ちょっと深いところに潜れば、魔物なんて幾らでも潜ひそんでいるんだから」

「わ、分かっている。少し気になっただけだ」

　事実、分かってはいたが、頭から抜け落おちかけていたことだった。

　首元や外套に結びつけた封印具を見る。この状態での探索は初めてだ。意識すればするほど緊きん張ちようが高まっていくが、これは自分が決めたこと。今いま更さら退く気はないし、克こく服ふくするまで帰る気もない。セインは気を引き締めて探索に臨んだ。

「いた――魔物よ」

　アリシアが足を止め、敵の存在を報しらせる。

　前方に、三つの影かげがあった。うち二体は人型であり、残る一体は四足歩行の獣型。いずれもセインたちの腰に届くか届かないか程度の体たい躯くだ。

「ゴブリン二体、それとハウンド・ドッグですねー」

　緑色の皮ひ膚ふと盛り上がった骨格。子供くらいの大きさだが、その膂りよ力りよくは最低でも大人の男と同程度。魔物――ゴブリンは、それぞれ木製の棍こん棒ぼうらしき物を握っており、鋭するどくこちらを睨んでいた。その傍では、灰色の毛を逆立てる魔物――ハウンド・ドッグが、獰どう猛もうな牙きばの間から涎よだれを垂らしている。

「丁度いいわ、ここで互いの実力を確かく認にんしときましょ」

　アリシアが言う。

「いい、あいつらは練習用よ？　簡単に倒たおさないで。……まずは私から行くわ」

　アリシアが前に出て、三体の魔物を睨みつける。そして魔法を行使した。

「――《炎弾フラグス》」

　炎を纏まとった小石程度の弾だん丸がんが、魔物たち目め掛がけて射出される。空気を焼き、大気を滑かつ走そうした炎は勢い良く魔物を穿うがった。着ちやく弾だんと同時に爆炎を放つ炎の弾に、魔物は呻うめき声ごえを上げる。だが、まだ一体。ハウンド・ドッグだけが、弾を避けた。

「あ、外した。じゃあもう一発――《炎弾フラグス》！」

　容よう赦しやなく追加で魔法を放ち、今度こそハウンド・ドッグを射い貫ぬく。

「お、大おお雑ざつ把ぱだな……」

「うっさい。足りなきゃ足せばいいだけの話でしょ」

　ぶっきらぼうに言うアリシアに、セインが口を噤つぐむ。

　アリシアの魔法は本当に、魔物に対しては有効らしい。メリアが僅かに安あん堵どの表情を浮かべる。これならアリシアも戦力として数えられるだろう。

　呻き声を上げる魔物たちが、次し第だいに怒りの声を発す。

「じゃあ、次は私ですねー」

　次はメリアが前に出る。怒り狂くるった様相で迫せまり来くる魔物たちに、メリアは手を翳かざした。

「《永久とこしえに彷徨さまよえ》《玻は璃りに潜む小人たちよ》――《霧幻の幕ロンド・ミステリア》」

　右手に火、左手に水。赤と青、二色が交わり、大きな霧きりが顕れた。

　白霧は風に吹かれるように、あっと言う間に魔物たちを包み込む。余波が広がり、セインたちにも霧の欠片かけらが飛んできた。

「嘘うそ……これって、複合魔法？」

「うむ。メイドの得とく意い技わざだ」

　複合魔法とは、五行の系けい譜ふのみが習得できる特殊な魔法だ。読んで字の如く、複数の属性をバランスよく混ぜた魔法である。光の系譜と闇やみの系譜は、それぞれ一種の属性にしか適性を有していないため、他ほかの属性の精密な操作ができず、この技術を習得できない。

　アリシアが感かん嘆たんしている間も、メリアは淡たん々たんと魔法を維い持じしていた。しかし、どれだけ高度な魔法だとしても、効果はただの目め眩くらまし。それで魔物が息絶えるわけではない。我が武む者しや羅らに動き続ける魔物たちは、やがて霧から飛び出て、再びセインたちの前に現れた。

　それを――更さらに、包み込む。

「――《巡めぐる基点よ》《逆巻き》《囲め》」

　メリアが詠えい唱しようを紡ぐ。すると霧が流動し、再び魔物たちを覆おおい尽くした。

　なんて酷ひどい。折角、霧から出てきたというのに、またしても引ひき戻もどされるとは……霧の中から形容し難い鳴き声が聞こえてくる。魔物たちがストレスを爆ばく発はつさせていた。

「後続詠唱まで……あんなの中等部でできる奴、そういないわよ。……能力測定の時点で薄うす々うす分かってはいたけど、メリアの実力は別格ね」

　頼たのもしそうに。しかし、僅かに悔くやしそうに、アリシアが言う。

　霧に包まれる空間に、メリアが悠ゆう然ぜんと足を踏み入れた。そして短刀を魔物に向ける。

「こんな感じで、目眩ましをしつつ、直接斬きっていくのが私の得意なスタイルですー」

「成なる程ね。……で、アンタがそうしている間に、私が高こう威い力りよくの魔法を用意すると。しかし、どうやったらそんな複雑な魔ま法ほう制せい御ぎよできんのよ。やっぱり、特殊な訓練とか？」

「特殊な訓練はしてませんがー……これでも場数を踏んでますのでー」

「へぇ……ってことは、アンタの主であるセインにも、期待していいわね？」

「どーぞ、どーぞー」

「ぐ、ぐぬぬ、勝手にハードルを上げるんじゃない……」

「ほーら、唸うなってないで、さっさと行きなさいよ」

「真打ち登場ですよー、頑がん張ばって下さいねー」

「こいつら、普ふ段だんは散々馬ば鹿かにするくせに、ここぞとばかりに……っ！」

　二人の少女に弄いじられながら、セインが前に出る。眼前には、先程のメリアの仕打ちによってストレスを溜ため込こんだ魔物たち。その怒り狂った双そう眸ぼうに、セインは射貫かれた。流石さすがに、この程度の魔物には負けない筈だ。……多分。

「み、見ていろ。俺だって、日々成長しているのだ！　喰くらえ――《闇弾ダルク》ッ！」

　外がい套とうを翻ひるがえし、意味のない大きな動作をする。

　掌に漆黒の球が生まれた。セインはそれを、魔物に向けて放つ。

　黒い弾丸は、キュルキュルと音を立てて滑かつ空くうし――魔物に触ふれた途と端たん、弾はじけ飛とんだ。

「……ぷっ」

「わ、笑うなぁ！」

　魔法の失敗を見届け、アリシアが小さく笑う。セインは顔を真っ赤にして怒ど鳴なった。

「大だい丈じよう夫ぶよ。元から期待してないし」

「ぬぅ……お、俺だって、もっと練習すれば、この程度の魔法……」

「少なくともアンタのへなちょこ魔法に頼たよるほど、私たちは落ちぶれちゃいないわよ」

「へなちょこ言うなぁ！」

　アリシアの発言にセインは涙なみだ目めで怒りの声を発す。

「あの魔物たちも、もう用済みね。――《炎弾フラグス》！」

　今度は手加減抜きの炎の弾丸が、アリシアの掌から放たれる。魔物たちはあっという間に炎に包まれ、声を発さなくなった。

「じゃあ、予定通りの陣じん形けいで進みましょう」

「素材は回収しなくていいのか？」

「今回の目的はあくまで聖剣の入手よ。荷物を増やすと、いざという時、身動きが取れなくなるかもしれないし、小こ遣づかい稼かせぎはまた今度にしましょう」

　アリシアの指示に各おの々おの首を縦に振り、互いの位置を把は握あくした。斥せつ候こうのセインが前方を歩き、その少し後ろにメリア、アリシアと続く。

「ミス・ゴールド。一ひと先まずはこの地図の、印のある場所へ向かえばいいのだな？」

「ええ、そうよ」

「承知した。ふむ……まだ遠いな。少しペースを落とした方がいいか？」

「……そうね。その方がいいと思うわ」

　セインの問いかけに答えたアリシアは、少し不思議そうな顔をした。

「迷宮の地図って独特だから、理解するまで時間が掛かると思ってたけど……なんていうか、アンタたち二人とも手慣れた雰ふん囲い気きがあるわね。探索は初めてじゃないの？」

「マトモな探索が初めてなだけで、一応、迷宮には何度も潜もぐっていますねー」

「具体的に、今まではどんな風に探索してたのよ」

「そうですねー……飛び切り強い人と組んで、魔物との戦いは全部、その人にお任せしている感じでしたー。今思えば、少々卑ひ怯きような気がしますねー」

「まあ、探索と言っても色んな目的があるし、卑怯ではないと思うわよ。迷宮の研究者とかは、強い人を護衛に雇って、自分は研究に没ぼつ頭とうしているし。……ただ、今は後々のことも考えて、なるべく自力で戦うことを覚えた方がいいと思うけどね」

　アリシアとメリアが会話する中、セインが曲がり角の傍で立ち止まり、声を発す。

「前方に敵てき影えいを発見した。ゴブリン四体だ。全員、棍棒のような武器を持っている」

「了りよう解かい。距きよ離りは？」

「十メィトル程だ。こちらの存在に気づいてはいないが、近づいている。……この先は細長い通路だ。ミス・ゴールドの魔法で一いつ掃そうできるか？」

「ええ、タイミングを教えてちょうだい」

　アリシアが掌に火の魔ま力りよくを溜め、いつでも魔法を放てるよう準備する。

「今だ！」

　セインが合図すると、アリシアが角から飛び出し、掌を魔物たちに向けた。

「――《大炎流ヴエーレ・フレアム》！」

　ゴブリンたちが驚きよう愕がくすると同時、炎の奔ほん流りゆうが放たれる。通路の幅はばは決して狭せまくないが、その全すべてを舐め尽くすように炎はゴブリンたちを飲み込んだ。

「羨うらやましい火力だな」

「魔物にしか通用しないけどね」

　それでも褒ほめられたことは嬉しかったのか、アリシアは明るく笑った。




　その後も、探索は順調に進んだ。

「――《霧幻の幕ロンド・ミステリア》」

「――《火炎球フレア》！」

　メリアは、とにかく魔物たちの足を止め続ける。時には目眩まし、時には拘こう束そく。水の鞭むちが魔物たちの足を払はらい、体勢を崩くずしている内に、アリシアが高火力の魔法を放つ。

　灼しやく熱ねつの劫ごう火かが魔物たちを消し炭にする。

　五回目となる戦せん闘とうが終しゆう了りようした。

「ふぅ、ここも片付いたわね。それじゃ、先へ行くわよ」

　探索開始から既に数時間が経過した。入り口の初層から、二十層分ほど階段を上っている。歩く速度は普通だが、攻こう略りやくのペースはかなり早い。なにせ全く道に迷うこと無く、それこそ通学路であるかのように移動し続けるだけなのだから。

「そろそろ、戦闘が面倒になってきたわね」

「そーですねー、魔ま力りよく酔よいになると厳しいですし、ここからは逃とう走そう中心で行きましょー」

　次々と現れる魔物に対し、メリアが適切な判断を下す。

　人は、大気中の魔力を思念によって収束・調整することで魔法を行使するが、その際に魔力は一度、人体を経由する。魔力酔いとは、短期間に人体へ大量の魔力を与えてしまうことで生じる現象だ。その症しよう状じようは精神的な疲ひ労ろうに近く、酷い時は考える力を失い、最悪気絶する。

「ふっ、ならばここで――真打ちの登場といこうか」

　疲労した二人に、セインが格好付けて言う。

「いや、駄だ目めだから。アンタは戦力にならないから」

「何故だ！　俺だって少しくらい――」

「アンタそう言って、さっき死にかけたじゃない」

「もう一回！　最初だけでいいから！　頼む！」

「駄目って言ってんでしょうが！　もう何回同じ台詞せりふ吐はいてんのよ！」

　闇やみ魔ま法ほうを行使しては失敗し、毎度死にかける。それでもセインは懲こりていない。溜息を零こぼすアリシア。その前方でセインは、魔物の影を見た。

「魔物だ――近いぞ！」

「了解。この距離は逃げられないわね。メリア、足止めして！」

「はーい。《妬ねため》《濁にごった水面の精よ》――《水腕ウオルタ・ハルデン》」

　メリアが水の腕を放つ。詠唱によって出力が向上したその魔法は無数の腕を顕けん現げんし、現れた魔物たちの足に絡からみついた。水は粘ねばり気けを持ち、魔物たちの動きを封ふうじる。

「《射貫け》――《炎弾フラグス》ッ！」

　アリシアが炎の弾で、迷宮の壁を穿つ。三発目で亀き裂れつが走り、十発目が命中したところで壁が崩れた。瓦が礫れきが魔物たちを下した敷じきにする。舞い散ちる砂さ塵じんに目を細めていると――一匹ぴきの魔物が、飛び出してきた。

「メリア、後ろ！」

「大丈夫ですよー」

　尻尾しつぽが鞭のようにしなる、猿さるのようなその魔物――ウィップ・モンキーは、器用に壁を蹴けってメリアの背後へ回り込んだ。取とり逃がした責任からか、焦しよう燥そうを露あらわにするアリシア。対し、メリアは普段通りの冷静な様子で、スカートの内部から短刀を取り出す。

「――ていっ」

　一いつ閃せん。メリアが身を翻すと同時、ウィップ・モンキーは身体を裂さかれていた。

「……アンタ、体術も一級品よね」

「武芸百ひやつ般ぱんはメイドの嗜たしなみですよー」

　崩れた瓦礫の上を転々と飛び越え、また新たな通路へと出る。通路の突き当たりまで進むと、小さな部屋へと辿り着いた。地図に印のつけられた場所――目的地だ。

「ここが目的地か？　見たところ何もないが……」

「まあ、見てなさい」

　しかしアリシアは慣れた動作で部屋へ入り、そして壁へ手を掛けた。ガコンと音がして、壁の一部が凹へこむ。……隠し部屋だ。その先には、薄うすい円えん盤ばんのようなものがある。

「乗って」

　アリシアに続くセインたち。三人が乗ると円盤が燐りん光こうを放ち、ゆっくりと浮ふ上じようした。

　やがて円盤が停止すると、目の前の壁にまた扉が現れた。

「ここは……？」

　扉を潜ったセインが、周囲の景観を見て疑問を発す。巨大な空間だった。魔物の姿は見当たらず、外側の壁は一面ガラス張りの窓のようになっている。その窓以外に、壁らしきものは見当たらない。恐おそらくこの空間は、ひとつの階層を全て繋つなげたものなのだろう。これまでの階層とは違ちがい、ここは展望台のように開放的だ。

「迷宮の中心部よ。あー、疲つかれた」

「安全地帯セーフテイー・エリアですねー。こんなに大きいのは、初めて見ましたー……」

　辺りを見れば同じ学園の生徒たちの姿がちらほら見える。しかし、それとは別。傭よう兵へいのような格好をしている男や、妙みよう齢れいの女性までいる。

「此処ここは外部の探索者にも公開しているのか？」

「ええ。学外からの探索者には入場料が生じるけれど」

　ならば、いつか、探索者を本業にしている者と出会えるかもしれない。暗黒騎き士しの強さを求めるセインとしては、後学のためにも、是ぜ非ひ、話を伺うかがいたいものだ。

「おいあれ。噂うわさの連中だぜ」

　その時、どこからか声が聞こえてくる。

「Ｆランクの落ちこぼれと、光の恥はじ曝さらしか」

「本当に落ちこぼれ同士、仲良くやってるんだな」

　嫌いやな会話だった。セインたちはそれぞれ眉み間けんに皺しわを寄せ、唇くちびるを引き結ぶ。

「従者の方は飛び切り優ゆう秀しゆうって話だな。……けっ、寄生虫どもが」

「迷宮を舐めやがって、遊びじゃねぇんだぞ」

「離れようぜ。虫むし唾ずが走る」

　などと会話して、彼かれらは遠くへ離れていった。

「……言いたい放題ね」

　悔しそうに。そして悲しそうに、アリシアが呟つぶやく。相あい槌づちは無かった。アリシアは、隣となりでセインが、神しん妙みような面おも持もちをしていることに気づく。

「セイン？」

「……彼らの言葉は正論だ」

　顔を僅わずかに伏ふせ、セインは言った。

「少なくとも、俺おれに対しての評価は間ま違ちがいない。今の俺は、ただの落ちこぼれだ」

　複雑な気分だった。これまでは、顔も名も知らない群衆に褒ほめ称たたえられていた。だが今は、自分を真に理解している者たちから、貶けなされている。

「本当の自分を理解してくれるというのは、有あり難がたいが……厳しいものなのだな」

「アンタにしては気弱ね。初めて会った時、私が弱そうと言ったら怒おこってたくせに」

「弱そうと言われることと、弱いと言われることは違う」

「……見た目で舐められたくないってこと？」

「当たり前だ！　俺が毎朝、どれだけ時間を掛けてセットしていると――」

「セット？」

「い、いや、なんでもない。俺は生まれた瞬間から、この禍まが々まがしい容姿だった」

「いやそれはないでしょ」

　冷静に突っ込むアリシア。セインは顔を引ひき攣つらせ、黙もく秘ひ権けんを行使する。

「ともかく、俺は傷ついていない。寧ろ彼らの評価には納なつ得とくしている。だから――」

　セインは言葉を紡ぎながら、隣で正座するメリアの方を見る。

「メイドよ。いい加減、その恐ろしい顔を止めるがいい」

　長い付き合いだ。その氷のような表情の裏に、どういった感情が渦うず巻まいているのか。今では手に取るように分かる。

「えー、なんのことですかー？」

　主の言葉に、従者は惚とぼけて返した。セインは小さく溜息を吐く。

「じゃ、気を取り直して。作戦会議するわよ」

　一難去って落ち着いた頃ころ。アリシアの出だした指示に不満の声は上がらなかった。

「聖剣の在処ありかについてなんだけど……実は、思い当たることがあるの」

　アリシアが言う。

「思い当たるというか、考えれば単純な話なんだけどね。さっきも言ったけど、この迷宮は学外からの探索者も利用可能なのよ。でも、聖剣ってのは基本、国や領土単位で管理するものだから、学園の所有している聖剣を部外者に取られちゃったらマズいわけ。つまり聖剣は……私たち、学園の生徒じゃないと辿り着けない場所にある」

「成る程ー……例えば、学園で配布されている迷宮の地図と、学外で配布されている地図に違いとかあるんですかねー？　もしあれば、それが答えになりそうですがー」

「残念だけど、無かったわ」

「となればー……仕し掛かけが、ありそうですね。例えば、私たち学生でないと、入れない部屋があるとか、でしょうかー？」

　メリアの言葉に、アリシアは頷うなずく。

「私もその線が濃のう厚こうだと思う。ただ、今回探している、光の魔ま法ほうを強化する聖剣はともかく、他の聖剣と魔剣は、何年も前からこの迷宮に存在していた。……それだけ時間があるなら、学生にしか入れない部屋があったとしても、その部屋自体の存在は、他所よその探索者にも露ろ見けんしておかしくない。でも、そんな噂は流れていない。ということは――」

「――学生にしか入れない部屋ではなく、学生にしか見つけられない部屋がある」

　今度はセインの言葉に、アリシアが頷いた。

「そうなると、探索のヒントも浮うかんでくるわ。例えば、学生証とか……私たちが学園の生徒であることを証明するためのものが、聖剣へ辿り着くまでの鍵かぎになる筈よ」

　最後にそう告げて、アリシアの推理は締しめ括くくられる。

「……試ためしてみる価値はあるな」

「でしょっ!?」

　認められたのが嬉しかったのか、アリシアが顔を輝かせた。

「でも、どうやって探すかが問題なのよね。虱しらみ潰つぶしにするのも非現実的だし」

「なら探知魔法で探せばどうだ」

「それは、できることならそうしたいけど、アンタならできるわけ？」

「ふっ、愚ぐ問もんだな。俺にできるわけないだろう。メイドが可能だ」

「アンタそれ、威い張ばって言うことじゃなくない？」

　しかし嘘は告げられない。セインはメリアへ目配せした。

「メイドよ。探知魔法で、学生証と関かかわりのある場所を調べてみてくれ」

「わかりましたー」

　指示に従い、メリアが目を閉じて集中する。

「《水よ》《反はん響きようし共鳴せよ》《愛する同どう胞ほうへと紡げ》――《伝う涙コール・ラルム》」

　メリアの指先から一滴てきの水が垂れ落ちた。雫しずくは学生証に触れて弾はじけると同時、波は紋もんを広げる。波紋は大気を伝わり、壁や地面に染しみ込むように広がった。

　アリシアの推理が正しければ、何かしらの反応はある筈だ。

　数十秒ほど経過した頃――何処からか、別の波紋が返ってきた。

「見つけましたー」

　アリシアがガッツポーズをする。

　光明が見えてきた。




　探知魔法で反応があったのは、安全地帯より下の階だった。つまり、アリシアが作動してくれた昇しよう降こう機きらしきもので飛ばした階層である。

「これで……四十七層か」

　階段を下りながら、セインは現在位置を声に出して確認する。

「ミス・ゴールドよ。この層にやたらと大きな部屋があるのだが」

「ああ、修練場ね」

「修練場？」

「学生たちの間でそう呼ばれてんのよ。大きな部屋で、しかも多た彩さいな魔物が沢たく山さん現れるから、修練に丁度いいらしいわ。数日分の食しよく糧りようを持って来て引ひき籠こもる人もいるみたい」

「らしい、ということは、ミス・ゴールドは使ったことがないのか？」

「修練場って名前をつけたのは高等部の生徒よ。私たちにはまだ早いわ。……でも下へ下りる階段は、その向こうだし……突つっ切きった方が早いわね」

　セインも地図を見る。確かに、大部屋を迂う回かいすると時間がかかりそうだ。

「その大部屋は、どれくらい広いんですかー？」

「学園のグラウンドと同じくらいよ」

「……広いな。一度見つかってしまえば、逃げ切れないぞ」

　セインの言葉に、アリシアとメリアも首を縦に振る。

「ひとまず、様子を見てみましょう」

　体力の温存はするに越したことはない。セインたちの目標は、聖剣または魔剣を、入手し、そして持ち帰ることだ。帰り道の分の体力は今のうちに考こう慮りよするべきである。

「どう、セイン？」

　大部屋の手前に来て、アリシアがセインに訊きく。

「……魔物がいない。恐らく安全だ」

　セインの言葉に、アリシアが眉間に皺を寄せながらも前に進む。角を曲がった先にある部屋は、五十層の安全地帯ほどではないが、確かに学園のグラウンドと同じくらいの広さだった。しかし、これだけ広大な空間にも拘かかわらず魔物の姿は殆ほとんど見えない。

「……誰だれかが狩かり尽くした後みたいね。助かったわ」

「しかし、こんな綺き麗れいに掃そう討とうする必要があるんでしょうかー」

「誰か、とんでもない奴が通った後なのかも。――っと。注意して。数が少ないとは言え何体か残ってるわ」

　アリシアの呼よび掛かけにセインたちは緊張感を抱いだく。

　四十層後半ともなると、魔物も初層とは比べ物にならないほど強くなっている。部屋の中央には、ゴブリンの上位種であるホブ・ゴブリンがいた。ホブ・ゴブリンは通常のゴブリンと比べると体格が大きく、そして知ち恵えも働く厄やつ介かいな敵だ。更にその頭上、大部屋の天てん井じよう付近では、人間の頭部くらいの目玉に巨大な漆しつ黒こくの翼つばさが生えた魔物――イビル・アイが飛んでいる。どちらも簡単に対処しきれる魔物ではない。

　どう処理するべきか。セインたちは思考する。

　次の瞬間――その魔物たちは、唐とう突とつに破は壊かいされた。

「え？」

　突とつ如じよ現れた巨大な光の槍やりが、ホブ・ゴブリンと上空のイビル・アイを貫つらぬいた。

　魔物たちは、セインたちの目の前で、肉につ塊かいと化して崩れ落ちる。

「今のは……」

　アリシアがポツリと呟く。同時にセインとメリアもまた、目を見開いた。

「光の魔法、ですよねー？」

「ああ。……しかも、かなり高度な魔法だ」

　その力は凄すさまじい威力を発揮し、更には一いつ切さいの無む駄だがない、洗練されたものだった。セインはあたかも、自分自身の力と向き合ったような錯さつ覚かくに陥おちいる。今の一いち撃げきは、神ですら驚きよう嘆たんする完成度だった。

「何者ですか」

　ほんの数歩先の距離から、セインたちは声を掛けられた。いつの間にか、目の前には一人の剣けん士しが立っている。驚おどろいていないのはメリアのみ。彼女だけは剣士の接近を認にん識しきしていたようだ。メリアの右みぎ腕うでは短刀に添そえられていた。

「貴様は……確か、副会長か」

　その少女に見覚えのあったセインは、記き憶おくを頼りに彼女の正体に思い至る。

　剣けん呑のんとした雰囲気とは裏腹に、見み目め麗うるわしい容姿をした少女だった。藍あい色いろの髪かみは長く垂れており、鋭い瞳ひとみは透すき通とおるような琥こ珀はく色いろ。整った柳りゆう眉びに真まっ直すぐ伸のびる鼻び梁りよう。肌はだの白さは雪のようだ。芸術品と見み紛まがうほどに、彼女には品がある。

「なーに見とれてるんですかー」

「痛いっ?!　な、何を言うか、メイド！　俺は別に、見とれてなんか……」

　脛すねを蹴られ、セインが苦く悶もんの声を漏もらす。

　その騒さわがしさに気を緩ゆるめたのか、副会長エミリアは幾いく許ばくか緊きん迫ぱく感かんをなくした。彼女はセイン、そしてメリアの二人を無ぶ遠えん慮りよに観察し、口を開く。

「数日ぶりですね。貴方あなたがたのことはよく覚えていますよ」

「それは光栄だ。……貴様も探たん索さくに来たのか？」

「いえ、私たちは修練のために此処ここに来ました。といっても、私はただの付つき添そいです」

　そう言ってエミリアは後方を見る。そこには金きん髪ぱつの男子生徒がいた。

「アリシア＝レーミア。まさかお前が、こんなところにまで来るとはな」

　黄金の双眸がただならぬ威い光こうを放つ。富、名声、権力。そういったものを思うがままに着き飾かざる者たちと、かつてセインはよく顔を合わせていたが、目の前の少年は彼らに引けを取らない威い容ようを誇ほこっていた。寧むしろ少年はそれ以上の格を宿しているような気すら覚える。

　生徒会長カイン＝テレジア。中等部の頂点に君臨する男だ。

　その男が、どうしてか、アリシアに対して侮ぶ蔑べつの視線を注いでいる。

「……アンタには関係ないでしょ」

「関係はある。何せ、お前は俺と同じ、光の一族だ」

　カインは続ける。

「一族の恥曝しとまで呼ばれて、まだこの学園に縋すがり付つく気か。悪いことは言わん。早々に退学しろ。お前は魔法とは離はなれた日常を送るべきだ」

「だから、そんなの、私の勝手でしょうが……」

「分不相応だと言っているのだ。大方ここまで来られたのも、そこにいる、セイン＝フォステスの従者に頼ったからだろう」

　カインがメリアを見て言う。アリシアは唇を噛かんで悔しそうな表情を浮かべた。

「聞き捨てならんな」

　アリシアとカインの間に、セインが割って入った。

「俺たちがここまで辿たどり着つけたのは彼かの女じよの力があったからだ。確かにメイドも強いが、それだけでは足りない。ミス・ゴールドは今の俺たちにとって、必要不可欠な存在だ」

「セイン……」

「それともなんだ。ミス・ゴールドは俺より、実力が劣おとっているとでも言う気か？　魔力測定Ｆランク、体力測定Ｅランクの、この俺より！」

「あーあー、台無しですよー」

　胸を張って言うセインに、メリアがぼそりと呟く。

「才能の有う無むを咎とがめているわけではない。才能より願望を優先するのも本人の自由だ。だがそれによって害が生じることは、看過できない」

「どういうことだ」

「俺たちは光の一族だ。そして、レーミア家は、我わがテレジア家の分家にあたる」

　カインの言葉に、セインはアリシアの方を向いた。アリシアは小さく頷く。

「俺にとっての大おお叔お父じ、そこの女にとっての祖父が闇の系譜との間に子を産んだのだ。以来、両家は分離したが、関係が断たたれたわけではない。祖父の代で光の系譜以外の血を混ぜてしまったレーミア家は、今、一族の危機に瀕ひんしている筈はずだ。にも拘わらず、そこの女は火の魔法を使い続ける。たとえそれが、本当は火の魔法でなかったとしても、大衆の目にはそう映ってしまうのが問題だ。これでは自ら一族に終しゆう止し符ふを打つようなものだ。……幸い、お前は書類上では光の系譜。一族復興のためにも、これ以上の悪目立ちは控ひかえろ。お前の努力など誰も求めていない」

　セインはカインの意図を理解した。二人は、はとこの関係であり、立場はカインが上らしい。要するに本家の立場であるカインにとって、分家であるレーミア家の衰すい退たいは好ましくないのだろう。一度は別の系譜の血を入れたとは言え、その後、光の系譜を入れ続ければ、レーミア家も一族としての地位を回復できる。だがアリシアが火の魔法を使い続けることはその妨さまたげとなる。アリシアが火の魔法で活かつ躍やくしたところで、世間の目にはレーミア家が一族を捨てたと映るからだ。それならいっそ大人しくしてもらい、アリシアは光の系譜であるという事実だけを伝えた方が、一族の体てい裁さいを保ちやすい。

　しかしセインは、不敵な笑えみを浮かべて言う。

「ならばやはりミス・ゴールドの行いは正しい。ミス・ゴールドは光の魔法を会え得とくするために今回の探索に臨のぞんでいる。貴様にとっても彼女が光の魔法を会得するのは都合が良いだろう。貴様には悪目立ちに見えるかもしれんが、これはいわば、必要なことだ」

「成果を出さない努力に意味などない。『光の魔法を覚えるために』……その台詞せりふを、何度吐はかれたか」

「何度でもいいだろう。それが本気である限り」

　セインは、はっきりと告げた。そして、続けざまに言う。

「面談での会話を覚えているか。貴様は俺に、期待していると言った筈だ。なら、少しは俺のことを信用したらどうだ」

　揚あげ足あしを取るような発言だった。瞬しゆん間かん、エミリアから殺気が漏れる。同時に、セインの傍そばにいるメリアが、短刀に手を伸ばし、エミリアを睨にらんだ。

　二人が睨み合あう中、カインは眉間に皺を寄せて訊いた。

「何故なぜ、そこまでアリシア＝レーミアを庇かばう」

「それを訊くのは野や暮ぼだろう。貴様が考えるべきは、俺を信じるか否いなかだ」

　語気鋭く言うセイン。理り屈くつではない。とにかく納得しろと暗に告げる。エミリアが馬ば鹿か馬ば鹿かしいと言わんばかりに呆あきれた表情を浮かべた。だがカインは微び笑しようする。

「いいだろう」

　カインの言葉に、エミリアが目を見開いて驚愕した。

「極ごく僅わずかだが、あの時、お前からは何か、強い力のようなものを感じた。だが、今はそれを一切感じない。――あの時の感覚が、気のせいでないことを願っているぞ」

　そう言ってカインが立ち去る。エミリアは納得していない様子だったが、後に続いた。

「あの時の感覚、か……」

　面談の際、セインの封ふう印いん具ぐは一部破損していた。だがあの程度では、封印も殆ど解けていない。にも拘わらず、カインがその僅かな綻ほころびを突いて、セインが持つ力の一いつ端たんに気づいたと言うのであれば……やはり彼は、ただ者ではない。

　悠然と立ち去る二人を、セインたちは無言で見届ける。

　二人が見えなくなったところで、セインはアリシアに目を向けた。

「あ、えっと、その……」

　アリシアが目を逸そらし狼狽うろたえる。セインはその様子に目を丸くした。

「らしくないぞ」

「え？」

「いつもの鬼おにのような気き迫はくはどうした？　俺はてっきり、『アンタの助けなんか要いらなかったわよ』と、怒られるかと思っていたぞ。……風邪かぜでも引いたか？」

　からかうような口調でセインが言う。するとアリシアは、小さく噴ふき出だした。

「もし能力測定に、精神力を計測するものがあったら……アンタは絶対、Ａランクね」

「うむ。それに関しては自信がある」

　アリシアは、すっかり元気を取り戻したように見えた。だが、暫しばらくするとまた顔を下に向けて思案顔になる。

「ねえ、セイン。どうしてアンタは、私を信用しているの？」

　先程のカインとの応おう酬しゆうが気に掛かかったのだろう。セインは即そく答とうする。

「何度も言っているだろう。俺とミス・ゴールドは同類だ。……貴様の覚かく悟ごの強さ、俺には手に取るように分かるぞ」

「……そりゃどうも」

　ふふん、と誇らしげに言うセインに、アリシアは微び苦く笑しようした。

　その笑みが消えた後――微かすかに悲しそうな顔をしたことには、誰も気づかなかった。

「さあ、行きましょう。こんなところで立ち止まってられないわ」

「ふっ――その意気だ」

　カインとエミリアによって殆どの魔ま物ものが狩かり尽つくされた今の内に、素す早ばやく大部屋を抜ぬける。セインが持つ地図には、メリアの探知魔法によって発覚した新しい目的地の目印が記されていた。大部屋を抜け、辺りに魔物がいないことを確かく認にんしたセインは先へ進む。

「ここ、来たことないわね……」

　既すでに幾いくつかの変わった道を進んできた。階段の裏にある部屋から下の穴へ落ち、巨きよ大だいな迷めい路ろに突とつ入にゆうし、壁かべの下にある隙すき間まを這はって通ると、また新たな空間に行き着いた。魔物との交戦も増している。魔物が溜まっているということは、此処が手付かずである証しよう拠こだ。

「到とう着ちやくしましたー」

　メリアが言う。一見すれば、そこは何の変へん哲てつもない行き止まりだ。しかしメリアの探知魔法では、この行き止まりを――厳密には、その先を示している。

「ここで学生証を使えばいいのね」

「しかし、どうやって使うのだ」

「さぁ？　適当に翳かざせばいいんじゃない？」

　そう言ってアリシアが学生証を取り出し、適当に床ゆかや壁に近づけたり、触れたりしてみる。その、何らかの行動が鍵となっていたのだろう。行き止まりだった筈の壁が淡あわい光を放ち始め、紙に水が滲にじむかの如く、隠かくれていたものが現れた。

「――ビンゴだな」

　目の前の光景に、セインが呟いた。

　荘そう厳ごんな、真っ白な門もん扉ぴが眼前に立たち塞ふさがる。明らかに特とく殊しゆなギミックだ。扉とびらには美しい女性と、その女性から剣けんを賜たまわる青年の絵が描えがかれていた。

「やるではないか。ミス・ゴールドは、もしや頭脳派か？」

「まさか。こんなに頭を使ったのは久々よ。……でも、今回の探索には、私の夢がかかっているからね。手は抜けないわ」

　落ちこぼれと罵ののしられようと、アリシアは紛まぎれもなく名門学園の生徒だ。戦闘経験だけでなく、実じつ践せん的てきな思考力も養われている。

　独りでに扉が開き、新たなる道が見えた。

「よっしゃあ！　ここまで来たら、絶対に聖せい剣けん取ってやるわよ！　あの堅かた物ぶつ生徒会長に目に物見せてやるっ！」

　意い気き揚よう々ようと突つき進すすむアリシアに、セインたちも続いた。

　その直後――扉の奥おくから、幾いく重えにも連なった赤黒い魔ま法ほう陣じんが飛来する。

「――ぇ？」

　魔法陣がアリシアに触れた途端、それは彼女を覆おおうように円の軌き道どうを描いた。

　赤黒い怪あやしげな光を浴びて、アリシアは目を見開いたまま硬こう直ちよくする。

「マズい――掴つかまれッ！」

　手を伸ばしセインが叫さけぶ。魔法陣の内側で、アリシアもまた手を伸ばした。刹せつ那な、魔法陣が強く輝かがやき出だす。光に目を眩くらませ、次に視界が開けた時、アリシアの姿は無かった。

「くそっ、やられた！」

　何も掴めなかった掌てのひらを握にぎり締しめ、セインが焦あせる。

　分断された。これは強制転移の罠わなだ。迷宮の罠の中でも、比ひ較かく的てき有名であり、特に警けい戒かいするべき対象のひとつである。一いつ瞬しゆんの油断が隙すきを生んでしまった。

　おまけに……恐らくアレは、ただの罠ではない。

「セイン様ー、今の、もしかしてー……」

「ああ、あの魔法陣……間違いない」

「どーしますー？」

　雑談している暇ひまはない。逡しゆん巡じゆんしている時すら惜おしい。瞬しゆん時じに対策を思おもい浮かべる。

「……ここで俺が動くのは得策ではない。下手に刺し激げきすれば、取とり逃にがす可能性がある」

「では、私が行くべきですねー」

「すまないな」

「お安い御ご用ようですよー。アリシア様も心配ですし、すぐに行ってきまーす」

　そう言って、メリアは一いつ旦たん口を閉ざした。

　メリアの黒い瞳と、セインの碧あおい瞳が交こう錯さくする。

「頼たのむぞ――メリア」

　その名を紡つむぐ。瞬間、メリアの全身に温かな、そして強したたかな力が流れた。

「はーい」

　間延びした返事をするメリア。

　その瞳は、黄金に輝いていた。




　長く続く浮ふ遊ゆう感かん。目まぐるしく過ぎていく光景。何処どこから何処へ向かっているのか。気がつけば地面を失い、落下していたアリシアは、咄とつ嗟さに炎ほのおの魔法を行使した。

「《焔ほのおよ》《風を従え》《砲ほう火かを凌しのげ》――《紅蓮扇ヴアン・フラルゴ》！」

　視線の先。真下の方向で爆ばく発はつが生じる。直後、叩たたきつけるような風が吹ふき上あがった。

　腕を交差し、衝しよう撃げきに備えたアリシアの身体を上じよう昇しようする風が押おし戻もどそうとする。

　幾らか速度を殺したものの、やがて勢い良く地面と衝しよう突とつする。

「あいてててて……うー、やっぱり防ぼう御ぎよの魔法は、特に苦手ね……」

　多少の打ち身はあるが、動けないほどではない。ゆっくり立ち上がり、自身の状態を確かめたアリシアは服に付着した砂を払い落とした。回復の魔法が使えないアリシアにとって、五体満足は重ちよう畳じようだ。一安心し、周囲を見み渡わたす。

「ったく。何処よ、ここ」

　足を滑すべらせた記憶はない。確か、魔法陣に捕つかまったのだ。

　転移の罠か。だとすると油断していたことを悔くやまざるを得ない。聖剣がすぐ傍にあると思って、つい気を抜いてしまった。

「……知らない場所ね」

　初等部の頃からジェニファ王立魔法学園の生徒だったアリシアにとって、迷宮『開かい闢びやくの摩ま天てん楼ろう』は見知った庭である。しかし、この場の光景には一切見覚えがなかった。ということは、まだ聖剣への道が繋がっている筈だ。ここはあの白い門を潜くぐった先である。

　転移した先の迷宮は、どこか原始的な景色が続いた。

　迷路や部屋、通路といった区間はない。巨大な洞どう窟くつが何処までも広がっている。

　掌に灯ともした炎を光源代わりにし、アリシアは歩き続けた。

「あれは――」

　第三者の気配を感じ、アリシアが警けい戒かい心しんを露わにする。

　人ではない。動物でもない。魔物だ。壁に背中を合わせ、恐る恐るその姿を視し認にんする。

　――それは、歪いびつな魔物だった。

　牙きばを持ち、爪つめを持ち、翼を持ち、尾おを持つ。獣けものの巨きよ躯くがその空間に鎮ちん座ざする。肉に飢うえておらず、また呑のん気きに微睡まどろんでもいない。まるで石像のように動くこと無く威い圧あつ感を放ち続けるその魔物は、どこか理知的な素養を醸かもし出だしていた。

　アリシアは息を殺し、観察する。明らかに他ほかとは一線を画する、厄介な魔物だ。

　何よりその獣は、赤黒い陽炎かげろうのようなものを纏まとっていた。

「血の色をした魔物……セインが、忠告していたやつ」

　この魔物を見つけたら、すぐに逃げろ。そう言われた。あの時は意図を理解できなかったが、今なら分かる。これは、他の魔物と同じように戦っていい相手ではない。

　魔物の全身から迸ほとばしる赤黒い炎が、チリチリと音を鳴らす。

　あれを倒たおすのは無理だ。しかし――。

「逃げろって言ったって……道は、アイツの奥に続いているし……」

　ここに来るまで横道はなかった。脱出するためには、あの魔物の傍を通るしかない。

　仲間の救助を待つべきだろうか。アリシアはメリアを思い浮かべる。彼女の実力ならば可能かもしれない。しかし、メリアはまだこの迷宮に慣れていないため、ここに辿り着くまで時間が掛かるだろう。それまでに、自分の命が無事だという保証はない。

　待っても助からない可能性があるなら、調子が悪くない今の内に挑いどむべきだ。セインの言いつけを守ることはできない。

　どうして、今なのか。聖剣がすぐ傍にあるというのに、何故、今になってこれほどの危機に陥るのか。後、少し待ってくれたら。聖剣を手にするまで待ってくれたら、きっとあの魔物だって軽々と対処できるのに――。

「こんなところで――諦あきらめてたまるかッ！」

　覚悟を決め、アリシアが魔物の前へ飛び出た。

「《劫ごう火かよ》《焼き尽くせ》――《火炎球フレア》ッ!!」

　先手必勝。それ以外に勝機はないと判断し、アリシアが魔法を放つ。迸る熱気が球状に固まり、弾だん丸がんの如く魔物へ向かった。正しよう真しん正しよう銘めいの最大出力だ。これで倒せるとは思っていない。僅かでも隙を生めば重畳。まずはこの戦いを、負まけ戦いくさから、賭かけに変える。

　しかし、アリシアの思おも惑わくは外れた。

　放った炎の塊かたまりが、魔物に近づくにつれボロボロと崩くずれ落おちる。

　小さな火の粉すら魔物には届かなかった。

「……嘘うそでしょ」

　魔物は悠ゆう然ぜんと佇たたずむ。ただそれだけで、アリシアは行動の選せん択たく肢しを失った。

　棒立ちになるアリシアに対し、魔物はゆっくりと口を開く。そして、言葉にならない声を発した。高音と低音の二重奏が、瞬またたく間まに空間全体に響ひびき渡わたる。すると白と黒の穴が突如として空間に生じ、中から多種多様な魔物が出現する。

　ゴブリン、ハウンド・ドッグ、イビル・アイ。中には見たことのない魔物もいる。

「なんなのよ、これ……」

　見たことのない魔物。見たことのない現象。

　恐きよう怖ふは巡めぐり、混乱を呼び起こす。それを、吹き飛とばすかのように、手を突き出した。

「《火炎球フレア》！」

　炎の球が魔物たちに直ちよく撃げきする。魔物の数が多い場合、《大炎流ヴエーレ・フレアム》の方が効果的だが、時間を稼かせぐ前衛がいない今、火力よりも発動速度を優先して魔法を使うしかない。

「《火炎球フレア》、《炎弾フラグス》――《炎弾》、《炎弾》、《炎弾》ッ！」

　魔法を放ち続ける。だがそれよりも早く、新たに魔物が出現する。

　心の余よ裕ゆうはあっと言う間に零れていった。まず生還を考えなくなった。次に魔物の対処を諦めた。隠れることを諦めて、次し第だいに魔法を行使することも諦めた。

「くそっ、くそっ、くそっ！」

　赤黒い獣は動かない。あくまでもこちらを見下す獣に、アリシアは怒いかりを抱く。だが何より腹立たしいのは、最後まで見下されながら死にゆく自分だ。

「――ぁ」

　気がついたら、目の前には魔物の山があった。

　夥おびただしい数の魔物が積み上がり、数え切れない瞳がアリシアを見み据すえる。魔物たちは一切恐怖していない。どちらが優勢でどちらが劣勢か、理解しているのだ。目を見開き、硬直するアリシアに対し、魔物たちは少しずつ雪崩なだれ込む。

　その時、何処からか水の音が聞こえた。

　波紋が届く。それがアリシアに触ふれた途と端たん、今度はアリシアの内側から波紋が発した。放たれた波紋は魔物たちを通り越こし、迷宮の壁に溶とけて消える。

　――次の瞬間、スパン、と心ここ地ちよい切断音が聞こえた。

　見れば、魔物の山の一部が引き裂さかれていた。刹那の間際に血ち塗まみれと化した魔物は、積み上がった山の重圧に耐えきれず、ぐしゃりと潰れる。それが連れん鎖さして魔物たちは体勢を崩し、山はアリシアの目の前で瓦解した。

　そして、気がつけば。崩れた山の向こうに、見知った少女がいた。

「大だい丈じよう夫ぶですかー？」

　普ふ段だん通りの間延びした声。

　だが今はそれが、途と轍てつもなく頼もしい。

「ええ……なんとかね」

「申し訳ないです。少し遅おくれましたー」

　黒髪の従者。メリアの言葉に、アリシアは頼たよりなく返答する。

　恭うやうやしく頭こうべを垂れる姿はまさしく従者の鑑かがみだ・衣服にも汚れひとつ付いていない。メリアの様子に異常は見当たらないが……ひとつ、大きな変化はある。かつては一点の曇くもりもない澄すんだ黒の瞳だったが、それが何故か今は、黄金色に輝いていた。

「やっぱり、いますねー……」

　メリアが呟く。その視線の先には、アリシアが最初に遭そう遇ぐうした魔物、赤黒い獣がいた。

　あれだけ動くこと無く鎮座していた魔物が、メリアの姿を見るなり毛を逆立てて警戒を露あらわにする。メリアもまた、短刀を握り締め、周囲へ視線を巡らせた。

　崩れた山から魔物が立ち上がり、メリアへ飛びかかる。

「――《炎弾フラグス》！」

　それを、アリシアが止めた。

　魔物を弾はじき飛とばし、メリアの傍に行く。

「来てくれたのは嬉うれしいけど、逃げ延びる算段はあるの？」

「勿もち論ろんありますよー。正面突破ってやつですー」

「……それ、算段って言わないわよ」

「いやー、でもそれしか無いようですしー……一ひと先まず雑魚ざこをどうにかしましょーかー」

「……ええ。でも、気をつけて。あの変な魔物、他の魔物を召喚する能力を持ってるの」

「大丈夫ですよー。雑兵には限りがありますから、そのうち打ち止めになる筈ですー」

　どこか確信めいた語気で言うメリア。思えば、赤黒い魔物のことをセインは知っていたのだ。ならばその従者であるメリアも当然知っているに違ちがいない。

「あの魔物、何なの？」

「えーっと……今は、説明する余裕が無いですねー」

「……そうね」

　メリアは普段通りの無表情を浮かべていたが、もしかするとその内面では焦しよう燥そうに駆られているのかもしれない。アリシアは追及を止めた。

「今回は私も攻こう撃げきに参加しますー。私は、厄介な個体担当でー」

「了りよう解かい。なら私は、とにかく数を減らすことに集中するわ」

「では行きますよー」

　メリアが瞳を閉じ、魔法の行使に集中する。

　火と水の魔ま力りよく。それらが合わさり、蒸気が発生した。

「《永久に彷徨さまよえ》《玻は璃りに潜ひそむ小人たちよ》――《霧幻の幕ロンド・ミステリア》」

　大量の霧きりが魔物たちを包つつむ。直後、アリシアとメリアは散開した。

「《劫火よ》《焼き尽くせ》――《火炎球フレア》！」

　魔物たちの影かげがより多く見える場所目め掛がけて、アリシアが魔法を放つ。痛ましい悲鳴が上がる中、メリアは短刀片手に疾駆した。従者服を翻ひるがえし、霧の中を舞まうように駆け抜けるその様は、さながら死神が鎌を振ふるっているようで恐ろしさを感じる。

「《彷徨いの街》《姿なき死に》《悲鳴を上げろ》――《切り裂き魔デス・リツパー》」

　メリアが追加で詠えい唱しようする。元々、火と水を用いた霧の魔法はマイナーだ。アリシアは辛かろうじて《霧幻の幕ロンド・ミステリア》を知っていたが、今メリアが発動した新たな魔法については聞いたことも見たこともない。ただ――その効果はすぐに現れた。

　霧の中、短い刃やいばが閃ひらめく。魔物たちはその刃を知覚するよりも前に切り裂かれていた。

　魔物を引ひき裂いた刃は、次の瞬間、霧に溶けて姿を隠す。それを振るうメリアもまた霧の一部と化して、何処かへ漂うように影を消した。

　――どう考えても、学生の域を超えている。

　その戦う姿を目の当たりにすることで、いっそ違い和わ感かんすら覚えてしまう。どうして彼女ほどの人物が、この学園に身を置いているのか。彼女は学生の身分に収まりきらない。

　チクリと、胸に痛みが走った。あまりにも違う、その格に。

「後ろ危ないですよー」

　魔物と交戦しながら言うメリア。同時、アリシアは背後からの悪寒を感じた。

　後方へ振り返かえると、その正体が分かる。白黒の魔物が牙を剥むいて、こちらを睨んでいた。

「――《火炎球フレア》!!」

　魔物が爪を薙なぐと同時に、アリシアは対応した。

　距きよ離りが近い。ここで攻撃の魔ま法ほうを放てば、自分も巻き添えになる――それでも、アリシアは使い慣れた攻こう撃げき魔ま法ほうを行使した。生半可な防御で凌しのげるとは思えなかったからだ。警鐘を鳴らす本能に従い、アリシアは自ら放った爆炎の衝撃で、後方へ弾き飛ばされる。
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「ぐっ――!?」

　後方へ吹き飛びながら、魔物を見た。一度目と同じように、無傷だ。

　背中を床に叩きつける。呻うめき声ごえを上げながら立ち上がると、傍にメリアがいた。

「大丈夫ですかー？」

「き、気づいていたなら、助けてくれてもいいでしょうが……」

「お気づきかと思いますが、あの魔物は大たい抵ていの魔法を無効化してしまいますので、動きを止めることは困難ですー……」

　申し訳なさそうに謝罪するメリア。どうやら完かん璧ぺきに見える彼女でも、できないことはあるらしい。少しだけ、溜りゆう飲いんが下がったような気がした。

「メリア。そっちはどう？」

　赤黒い魔物から一切目を逸らすことなく、アリシアが言う。

「雑魚の方は掃討しましたー。……残るは、あいつだけですねー」

　厄介な個体を相手すると言っていたが、実のところ、その討とう伐ばつ数すうはアリシアの何倍もあるだろう。今まではセインが間にいたから気がつかなかった。メリアと共にいると、嫌いやでもその差をみせつけられる。

　渦巻く嫌な感情を押し殺す。今はそれどころではない。

「どうするのよ、アレ」

「勿論、倒しますよー」

「……どうやって？」

　アリシアが訊くと、メリアは短刀を鞘さやに収めて答えた。

「一応、あの魔物を倒す術すべはあります。ただー、トドメを刺さすには大きな隙が必要ですのでー、アリシア様にはそれを作って欲ほしいですー」

「待って。あいつ、魔法を無効化できるんでしょ？　隙なんて作りようが無いじゃない」

「無効化できるとは言え、影えい響きようが全く無いわけではないですよー。ダメージが通らないだけで、体勢を崩すだけなら十分可能ですー。私も、力を溜ためつつ適度に攻撃していきますので、お互たがいタイミングを図りながら手数で押していきましょー」

「……じゃあ、アンタが持つ、あの魔物を倒す術ってのは？」

「そうですねー……まあ、光の魔法みたいなものですー」

　その返答に、アリシアは耳を疑った。

「詳くわしく説明する暇はありませんが、あの魔物には光か闇やみの魔法しか通用しません。そして私には、あの魔物を倒しきるための光の魔法がありますー」

「アンタ、五行の系けい譜ふじゃないの」

「説明する暇はないですねー」

「…………何よ、それ」

　やや刺とげ々とげしい口調で言うアリシア。その眼前で、赤黒い魔物が雄お叫たけびを上げる。

「では、お願いしまーす」

「……ええ」

　言って、アリシアは前に出た。

「――やればいいんでしょ、やれば!!」

　半ば自棄やけになって、炎の魔法を炸さく裂れつさせた。明らかに格上の相手に様子見は不要。数発の《火炎球フレア》を放った後、アリシアは恐怖を押し殺して魔物へと接近する。自身が最も得意とする、中距離戦へと戦いを持ち込んだ。

　放った魔法はいずれも魔物に届く前に、ボロボロと崩れ落ちた。

　だが、数を重ねる毎ごとに、火球は少しずつ魔物の傍まで接近する。

「《現界せよ》《全すべてを無に帰す灰かい燼じんの海》――《大炎流ヴェーレ・フレアム》ッ！」

　アリシアが大規模な魔法を行使した。体力がごっそりと持っていかれる感覚に立ち眩みを起こす。しかし、魔物は倒れない。

「《流転・集束・破壊の幻像よ》――」

　続けて、メリアが詠唱を行う。

　周囲に漂う霧が、ぐるりと逆巻き彼女の傍に集まった。

「《征野に轟き》《狼煙のろしを掻き消せ》――《霧の咆哮ミスト・ウオーム》」

　刹那、轟ごう音おんと共に霧の砲撃が放たれる。それはアリシアの最大火力と寸分違たがわぬ力どころか、それを遥はるかに凌駕した威い力りよくだった。霧の砲撃は魔物に直撃する。盛大な破壊音が響き、衝撃波は壁や床を伝ってアリシアのもとまで届いた。

　それでも、魔物は倒れない。

「堅かたいですねー」

　メリアが呟つぶやくと同時、今度は魔物が動いた。唸り声を上げ、その巨躯の周囲に赤黒い炎を浮うかべる。揺らめく炎を見て、アリシアは強烈な悪寒を感じた。ほぼ反射的に横合いへ跳ぶ。先程まで自分のいた場所が、炎の光線によって撃ち抜かれていた。

「どうすれば……」

　上下左右から赤黒い炎が降り注ぐ。光線から火球。多様なその攻撃は、着ちやく弾だんに至るまでの時間差が存在した。攻撃のサイクルが掴みづらく、中々反撃に出ることができない。僅わずかな隙を見ては《炎弾フラグス》を放つが、その効果も一向に見られなかった。

　ふと、先程のメリアの言葉が脳裏を過よぎる。

　――あの魔物に通用するのは、光か闇の魔法しかない。

　己おのれの掌を眺ながめる。その手は擦り切れて薄うつすらと血が滲んでいた。だがこの掌から、もし光の魔法を放つことができれば――趨すう勢せいは逆転する。アリシアはあの魔物に勝つことができる。メリアなんかに頼る必要はない。

　奇跡を信じた。背水の陣じん。火事場の馬ば鹿か力。さながら英えい雄ゆう譚たんの如く、秘めた力が覚醒するなら、今しかない。しかし――すんでのところで、何故かセインの言葉が蘇よみがえった。

　――まずは炎の魔法を極きわめろ。そうすれば、貴様の才能は開花する。

　その、曖昧で意味の分からない言葉が、どうしてか、アリシアに響いた。

「《劫火よ》《焼き尽くせ》――《火炎球フレア》ァ！」

　迫せまり来くる光線を避さけた直後、アリシアはなけなしの力を振り絞り、魔法を行使する。

　巨大な火の玉は高速で大気を滑り、魔物に飛来。幾重にもあると思おぼしき障壁に触れ徐じよ々じよに勢いを失う。けれど、完全には失速せず、炎はやがて、確かに魔物へと届いた。

　目を見開き、アリシアは自らの戦いの結末を知る。

　初めて魔物が呻いた。初めて魔法が届いた。今、はっきりと、それを見届けた。

「ざまあみろッ！」

　苦しむ魔物と、それを見て驚きよう愕がくするメリアの姿が視界に収まる。

　思い描いた最高の光景だった。

「ありがとうございまーす」

　アリシアが勝ち誇った直後、メリアが霧の中から現われ、魔物の首の裏へと肉薄する。

　そして――振ふり被かぶった腕うでが、眩く輝いた。

「《二番目の従者たる証セカンド・ギフト》――――《沈みし聖刃シーム・セイバーズ》」

　ほんの一瞬の出来事だった。けれどアリシアの瞼まぶたには、はっきりと焼き付いた。実像のない光がメリアの腕に収束し、一振りの刃と化した。メリアは鋭するどく身を翻す。黒髪の間から覗のぞく黄金色の双そう眸ぼうが、刃と共に光の尾を引いた。

　閃光の如き一ひと太刀たちが放たれる。

　あれだけ硬く、あれだけ恐ろしかった筈の赤黒い魔物は――あっさりと切断された。

「あは、あはは、何それ…………」

　肉につ塊かいと化す魔物を前にして、アリシアは地面にへたり込みながら呟いた。

　黒くろ髪かみの従者、メリアは、普段と変わらぬ落ち着いた様子で一息ついている。

　――心に、黒い雫しずくが落ちた。

　結局、あれだけ奮闘しても、彼女には一いつ切さい敵わない。自分はただ、ほんの小さな隙を作っただけだ。単純な火力ですらメリアの方が強かった。

「……驚おどろいたわ。アンタ、強いとは思ってたけど、そこまで強かったのね」

「驚いたのはこっちの方ですよー……まさか、アレに直接、攻撃をあてられるなんて」

　それは嫌みだろうか。アリシアは笑って誤ご魔ま化かした。

「アンタ、なんでセインなんかに仕えてんの？　そんなに強いなら他にも仕事なんて、幾らでもあるでしょ」

　純じゆん粋すいな疑問だった。勿論、悪気はない。だが客観的な事実として、セインとメリアではあまりに釣り合いが取れていないような気がした。

「それは……」

　どこか回答を渋るメリア。その様子に、アリシアな嫌な予感を抱いだく。

　まさか、あの男――。

「実は、ここだけの話なんですがー……」




　長くも短くもない間、二人の少女は会話をした。

　話が終わると同時、ドタバタと慌あわてた足音が近付いてくる。

「す、すまない！　遅くなってしまった！」

　焦燥に駆られて叫んだのはセインだった。

　黒髪碧眼。奇き妙みような風ふう貌ぼうをした少年を見た瞬間、アリシアは反射的に眦まなじりを鋭くした。

「二人とも、大丈夫――」

「アンタってやつはぁ――っ!!」

　セインの言葉を遮って、アリシアは怒ど鳴なった。

「こんな幼いたい気けな少女の弱みを握って、無む理り矢や理り自分に従わせるだなんて――最低よッ！」

「なんのことだッ!?」

　母が娘むすめを守るかのように、メリアを優しく抱だき留とめるアリシア。

　訳の分からない展開に、セインは全力で戸惑いを表した。




　これでも大急ぎで走ったのだ。ただでさえ無力で、足でまといだったにも拘わらず、セインは危険な迷宮の中を単独で走り続けたのだ。全ては仲間の窮きゆう地ちに駆けつけるため。従者であるメリアを送ったとは言え不安は拭ぬぐえない。もしかしたら自分にもできることがあるかもしれない。仮に無かったとしても、常に傍にいるのが真の仲間なのだと考え、セインは脇目も振らずに二人のもとへと向かった。時には息を潜めて魔物をやり過ごし、またある時は罠をギリギリで回避し。そして漸ようやく辿たどり着ついた結果――。

「本当の本当のほんっとーーーーーに！　さっきのは、嘘なのね!?」

「だから、何度もそう言っているだろう！」

　セインは正座で抗こう議ぎしていた。

「……信じられないわね」

「どうしたら信じてくれるのだ……」

「アンタが誠意を見せればいいだけよ」

　アリシアがピシャリと告げる。セインに向けられる彼かの女じよの目はまるで、汚物を見ているかのようだった。どうしてこのような仕打ちを受けているのか、セインは未いまだに理解していない。……が、なんとなく予想はついた。従者だ。あの腹黒無表情女のせいだ。

　視線をメリアの方へ流す。普段通り、元の黒い瞳ひとみに戻った彼女は――案の定、小こ悪あく魔まの笑えみを浮かべていた。

「何処見てんのよ」

　鬼の形相をしたアリシアの圧力に、セインは慌てて視線を戻す。

「はんっ、メリアに助けを求めても無む駄だよ！　あの子はねぇ、もうアンタの言いなりじゃないのよ！　メリアは、アンタみたいな極ごく悪あく主人と戦うって決めたんだから！」
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「誰だれが極悪主人だ！　誰が！」

「じゃあ、今度こそ最後よ。神に誓って、そして私に誓って、正直に言いなさい。アンタはメリアちゃんを、無理矢理、働かせているわけじゃないのね？」

「ま、待て。か、神に誓うことだけは、勘弁してくれないか。その、貴様には何度誓っても、構わないから……」

「はい有罪ギルテイ！」

「何故っ!?」

「神に誓えない？　やましいことがあるって告白してるようなもんじゃない！」

「ああああ違うんだ！　違うんだが……ぐ、くうぅぅぅう!!　わ、分かった……か、神に、神にぃ……誓いいぃぃ…………ま、すぅ……っ！」

「もっとはっきりと言いなさい」

「神に、誓います！」

　何か壮絶な葛かつ藤とうに苦しむかのように、頭を抱かかえながら、セインは誓った。

「ぐおおおぉおおおおお!!　五月蝿うるさい、五月蝿いぞ女め神がみぃ！　頭の中で騒ぐなと何度言ったら分かるぅ！　ぎえええええええええッ！」

　そして、途と端たんに奇き声せいを発す。

「くそっ、いちいち喜ぶな！　――はあっ?!　相思相愛っ?!　寝言は寝て言え、俺おれは貴様以外の神に誓ったのだ！　誰が貴様なぞに誓いを立て――って、ああ!?　またそうやってすぐに泣く！　なんて面めん倒どう臭くさい！　お前は子供か！　いつも病的なまでに心配してくる癖くせに、ちょっと責めたらすぐこれだ！　ま、待て！　悪かったから、早く泣き止んでくれ！　お前が泣くと、また俺が天使たちに虐いじめられ――ぎゃああああああっ!?」

　ゴロゴロと地面を転がって苦く悶もんの声を発するセイン。

　アリシアはそれを、奇き異いな目で見ていた。

「概おおむね事情は察しましたがぁー……そのー、お疲つかれ様さまですー」

「……だ、誰のせいだと、思っている」

　労ってくるメリアに、セインは恨みを露わにする。そもそもの元凶はこの少女だ。無表情のまま、てへっと舌を出だした彼女は、アリシアへ声を掛けた。

「アリシア様、申し訳御ご座ざいませんー。先さき程ほどのは、私の、ちょっとしたジョークですー」

「本当？　無理してない？」

「本当ですよー」

「……ならいいんだけど」

　こうして、誤解は無事に解けた。セインは安あん堵どに胸を撫なで下おろす。そして、もう二度とこのような事態に陥らないよう、アリシアにはっきりと告げておいた。

「全く、勘かん違ちがいも甚はなはだしい。ミス・ゴールドよ。今一度、俺たちの関係をよく見ろ」

　怪け訝げんな顔でセインとメリアを見る、アリシア。セインは答えた。

「どう考えても、弱みを握られるとしたら俺の方だろう」

「……たしかに」

　存外あっさりと認められ、セインは苦虫をかみ潰したような顔をした。

　すると、メリアがセインの裾を摘つまんで言った。

「セイン様ー、私だって、弱みを握られていますよー？」

「俺が、貴様の弱みをか？　……ふむ、心当たりがないな。何の弱みだ？」

「さー……？　なんでしょーねー…………はぁ」

　メリアが溜ため息いきを吐ついた。

「取とり敢あえず、ここを出ましょう」

　アリシアの決めた方針に頷き、三人は出口へと向かった。既すでにセインとメリアが魔法陣を使用せずにこの空間に訪おとずれており、迷うこと無く帰路につくことができる。

　暫しばらく歩いた頃ころ。メリアは、先行するアリシアに聞こえない小さな声こわ音ねで言った。

「私はまだー……納なつ得とくしたわけじゃありませんからー……」

　従者の呟きに、セインは首を傾かしげる。

「何のことだ」

「そのー……セイン様が、力を隠すという件について、ですー……」

「隠すも何も、これこそが本来の俺だ。今までは、女神の力を笠に着ていたに過ぎない」

「本来のセイン様は、あんな風に馬鹿にされる御方じゃあ、ありませんー……」

「……まだ、そのことを気にしていたのか」

「世の中には、セイン様が見下されることで、腹を立てる人もいるんですよー？」

　メリアが気にしているのは、五十層での出来事だろう。あの時、セインたちは、顔も名も知らぬ生徒たちに馬鹿にされた。落ちこぼれだと陰口を叩かれた。……それが、彼女にとっては非常に納得のいかないことらしい。

「俺は、今までずっと、借り物の力でしか戦わなかったのだ。彼かれらの評価は、自分自身の鍛たん錬れんを怠おこたった俺の自業自得と言える」

　本音を伝える。しかし、メリアはまだ納得していない様子だった。

「いつか、刺しますー」

　ふて腐れた様子でメリアが言う。よほどストレスが溜まっているらしい。

「だからそう物ぶつ騒そうに考えるな。彼らとて本気で敵意があるわけでは――」

「いつかセイン様を刺しますー」

「俺を刺すのかっ!?」

「はいー。絶対に刺しますー。人の気持ちを理解できない主に、天てん誅ちゆうですー」

「ぐ、ぐぬぬ、何が悪いのかよく分からん……！」

　平行線である二人の主張は、その後、自然消滅した。ここは迷宮であり、最も注意すべきは周囲に蔓延はびこる危険の数々である。また暫くの無言が続いた。

「そういえば、まだ言ってなかったな」

「何がですかー？」

　自分の代わりにアリシアを救ってくれたメリアへ。

　言い忘れていた大事なことを伝える。

「無事で良かった。――ありがとう、メリア」

「んっ」

　返答は、妙に艶なまめかしい声だった。

「あ、あのぉ、セイン様ぁー」

「どうしたメリア」

「んっ……」

　歩む足を止めて、ピクリと何やら反応するメリア。

　頬ほおを赤らめる彼女を、セインは首を傾げて眺めていた。

「そのー、ですねー……あまり、名前で呼ばないで頂ければ、嬉しいのですがー……」

　ガツン、と頭を殴られるようなショックを受けた。

　勿論、セインとて、男女の色恋を期待してメリアを名で呼んだわけではない。彼女もそれを理解している筈はずだ。しかし、それでも気分を害されたらしい。ジワリと瞼の奥おくから溢あふれそうになる液体を指で押し留め、セインは震ふるえた声で謝罪する。

「わ、悪かった。そうだよな。嫌だよな。うむ、気をつける」

「あ、いえ、別に嫌ってわけじゃあないんですけどー……まぁ、その、せめて場所を選んで頂きたいというかー……二人だけの時にして頂きたいというかー……」

　ブツブツと呟くメリア。しかし、落ちこんだセインには一切聞こえなかった。







第四章　混沌







「ねぇ、これ、本当に正しい道なの？」

　赤黒い魔ま物ものを倒し、窮地を脱だつした後、三人は探たん索さくを再開した。

「だが、奥へ向かうとなると、ここを進むしかないぞ」

　足下に気をつけながらセインは言う。随ずい分ぶんと入り組んだ道を歩いてきた。瓦が礫れきの山を越こえ、魔物の有う無むを調べながら先へ進む。

「むっ？」

「どうしたのセイン？　魔物でもいた？」

　不意にセインが足を止め、アリシアが首を傾げる。セインは通路の奥を見据えた。

「いや、魔物はいないが……これは、聖せい剣けんか？」

「嘘っ!?　何処どこっ？　何処にあるのっ?!」

「な、なんとなく、あの先にあるような気がしただけだ」

「それだけ分かれば十分！　先に行くわよ！」

　疲ひ労ろう感かんも何処吹く風。アリシアが瓦礫を飛び越え、セインを通り過ぎる。幸い魔物の姿が見えないとは言え、些いささか無鉄砲過ぎる。しかしセインはアリシアを呼び止めなかった。

　好都合だ。少し、メリアと二人だけで話したいことがある。

「セイン様ー、何か感じたんですかー？」

「ああ。僅かに、女神の加護らしきものを感じた。聖剣にしては、不純物が多いような気もするが……問題はそこではない。女神の加護と同時に、奴やつらの気配も感じた」

　セインが告げると、メリアが目を細める。

「『混沌』、ですかー？」

「うむ。……近いぞ。いつでも戦える準備をしておいてくれ」

　先程の戦せん闘とうで、既に山場は越えたと思っていたが、まだ早い。集中すればすぐに違和感を覚える。学園で迷宮転移門ダンジヨン・ゲートを使用した時と同じだ。元凶はまだ残っている。

「アリシア様はどうしますかー？」

「……ただの学生を、俺たちの戦いに巻き込むわけにはいかない。幸か不幸か、奴らは腹が立つほど臆病だ。向こうから仕し掛かけてくることはないと思うが……先程のように、設置された罠わなに引っ掛かる可能性はある。いざという時は彼女を連れて逃げてくれ」

「承知しましたー。討伐はセイン様に任せますー」

　簡単に作戦会議を終えた後、セインはやや遠くにいるアリシアへ声を掛ける。

「ミス・ゴールド！」

「何よ！」

「喜ぶのはいいが、油断するにはまだ早いぞ！」

「分かってる！　アンタたちこそ、警けい戒かいを怠るんじゃないわよ！」

　確かに辺りを警戒している素そ振ぶりはあるものの、どこか焦っているように見える。

　先程からアリシアの様子が変だ。恐おそらく、メリアも気づいている。

「……生徒会長に言われたことを、まだ気にしているのかもしれんな」

「まあ、普ふ通つうあれだけ言われたら、動どう揺ようもしますよー」

「焦って視野が狭せまくならなければいいのだが」

　不安を抱くセイン。そこでメリアが、ふと思い出したかのように口を開いた。

「そう言えば、セイン様ー。実は、アリシア様を救出に向かった際、例の魔物と交戦したんですけれどー……アリシア様が魔法で、魔物に傷をつけていましたー」

「む？　本当か？」

「はいー。あの魔物って、本来、火の魔法じゃ絶対に傷つきませんよねー？」

「そうだな。ふむ……ミス・ゴールドも、目覚めかけているということか」

　一人、納得するセイン。直後、アリシアの声が聞こえる。

「――見つけたっ！」

　喜びに満ちたアリシアの声に、セインたちも会話を中断した。アリシアが駆け足で先へ進む。セインたちも足を速めて彼女の後を追った。

　そして、アリシアが見つけた存在に、セインも気づく。

「あれは……」

　大きな空間の中央に、六角形の無機的な台座があった。その中央には、一振りの美しい剣けんが突つき刺ささっている。初雪を纏まとったかのように静かに佇たたずむ白い刀身は、遠目から見ても美しく感じるものであり、セインは思わず息を呑んだ。

「……聖剣か？　――いや、違う！」

　激しい胸むな騒さわぎに襲われたセインは、銀色の首くび飾かざりを指で引き千切る。封ふう印いんしていた力の一いつ端たんが解除され、セインの瞳が黄金色に輝かがやいた。

「セイン！　やったわ！　聖剣よ！」

　アリシアが喜色満面の様子で告げる。同時に、セインはその剣の本来の姿を視し認にんした。

　アリシアが今にも台座から引き抜こうとしているそれは、とても聖剣と呼べない悍ましいナニかだった。柄つかも刀身も赤黒く脈動しており、時折、血ち飛沫しぶきのようなものを発す。生理的嫌悪感を催もよおす見た目だが、アリシアは目を輝かせてそれに引き寄せられている。

「離はなれろ！　それはもう聖剣ではないッ！」

「え――」

　セインの叫さけびに、アリシアは動きを止める。――だが、遅かった。

　悍ましい剣が独りでに台座から抜ぬけ、弾き飛ばされたかのようにアリシアの手元へと吸い込まれた。剣の柄とアリシアの掌てのひらが触れた刹せつ那な、剣を中心に赤黒い魔力が吹き荒れる。

「ミス・ゴールド！　気をしっかり保て！　絶対に飲み込まれるな！」

　僅かな呻き声がアリシアの口から漏もれる。だがすぐに抵てい抗こうを感じさせる声は聞こえなくなった。剣から赤黒い帯状の光が放たれる。それはアリシアに巻き付き、彼女を取り込むかのように球の形を取った。アリシアの全身が包つつみ隠かくされる。

「これはー……」

「……聖剣が、奴らに汚染されていた。最も早はや、あれはただの感染源だ」

　後悔に苛さいなまれながら、セインは言う。

「失態だな。こちらがミス・ゴールドの素質に気づいたように、向こうも彼女の素質に気づいていた。オマケに、今のミス・ゴールドは心が弱くなっている。そこを突かれた」

　悍ましい魔力に包まれたアリシアは、苦しみの声を出す。今、彼女は偽にせの聖剣の魔力によって、存在が変質しつつある。ここで下手に外部から干かん渉しようしてしまうと、半はん端ぱな変質だけが反映されてしまい、一生元に戻れなくなってしまう。

「どーするんですかー？　力、使うんですかー？」

「……いや、不要だ」

　メリアの問いに、セインは少し考えて答えた。

「奴らはミス・ゴールドの弱った心に巣くう気だ。力を使ったところで、人の心までは癒いやせん。使うべきは力ではなく――言葉だ。倒たおすのではなく、説得する」

　赤黒い魔力が遂ついに集束を終えた。空間に漂う悍ましい力が、激流の如くアリシアの身体へと吸い込まれていく。そして、少女の放つ圧力が大きく膨れ上がった。意志を感じない、幽ゆう鬼きの如き佇まい。アリシアが放つ威い圧あつ感は、最早かつての原型を留めていない。

　今のアリシアは、人を超えた、魔物に近い存在へと変貌していた。

　聖剣へと擬態していたその剣は、最早、隠すことなど不要と言わんばかりに本来の醜しゆう悪あくな姿を晒さらしている。赤黒く、脈動する剣を、アリシアは右手で力強く握にぎっていた。

　揺らぐ金きん髪ぱつの間から、濁にごった赤色に渦巻く瞳が覗のぞく。

　その眼に射い貫ぬかれた瞬しゆん間かん、セインとメリアは覚かく悟ごを決めた。

「行くぞ、メリア。ミス・ゴールドの洗脳を解く」

「はーい」




　どっぷりと、全身が浸ひたっていた。

　何か、不思議なモノに包まれているとアリシアは思った。温かくはないし、冷たくもない。ただ二つ理解できることは、ソレが悍ましいものであることと、ソレが自分では到底手が届かないような、とびきり強大なものであることだった。

『落ちこぼれ』

　誰かの声が聞こえた。

『恥はじ曝さらし』

『光の一族のくせに』

　気がつけば、アリシアは学園にいた。視線を下げると、自分が初等部の学生服を身につけていることに気づく。これは……過去の記き憶おくだろうか。

『まだ学園にいるのかよ』

　初等部の日々を過ぎ、あっという間に中等部の日常が目の前に広がった。まだ入学式から日も浅い。にも拘かかわらず、周囲の生徒たちは早々にアリシアへ罵ば詈り雑ぞう言ごんを注ぐ。

「……うるさい」

　暴言の数々に耳を塞ふさぐ。それでも声は止やまない。

　気がつけば、目の前に、生徒会長のカインが立っていた。

『お前の努力など誰も求めていない』

『自ら一族に終しゆう止し符ふを打つようなものだ』

「……止めて」

　カインの言葉は全て正論だった。何も言い返せないことが悔くやしい。

　セインは、アリシアのことを強気な人間だと思っているのだろう。だが実際は、そうでもない。気き丈じような振る舞いは、自らの意志を堅固にするために敢えて心掛けているものだ。

　アリシアの前に、二つの人影が現れた。二人の顔を見て、小さく声を発す。

「パパ、ママ……」

　両親が、蹲うずくまるアリシアの目の前に佇んでいた。

『お前を生んだのは失敗だった』

　父からの言葉に、アリシアは目を見開いた。

『貴女あなたのせいで、一族は終わる』

『俺たちの積み上げてきたものが、全て、お前のせいで消えてしまう』

　優しい両親だった。いつも笑え顔がおを見せる、自じ慢まんの親だった。その二人が、見たこともないような冷たい目で自分を睨にらむ。憎悪に染まった瞳が、アリシアを映している。

「違ちがう、違う、違う……パパとママは、そんなこと言わない！」

　これは偽物の両親だ。だが、それが本心ではないと言い切れる確証はどこにもない。胸に疑心が去来した。冷ややかな目の両親が消え、また新たに二人の人物が現れる。

「セ、セイン、メリア……」

　数日前に出会ったばかりの二人が、アリシアを見ていた。

　付き合いは浅い。まだ出会って一月も経っていない。にも拘わらず、アリシアがこうも彼らと行動を共にするのは、彼らしか寄り添える相手がいないからだ。

「ね、ねえ。アンタたちは、私のこと、応おう援えんしてくれているのよね……？　だ、だって私たちは、同類……なんでしょ？」

　縋すがるように、二人に言う。セインが、優しげな顔で口を開いた。

『もう、無理をするな』

　その一言がアリシアの胸に溶とけ込む。

「そ、そんな、私は無理なんか……」

『苦しかったのだろう？』

　セインの言葉に、アリシアは口を開けたまま、返事を失った。

　それは、ひょっとしたら――ずっと、言って欲ほしかった台詞せりふなのかもしれない。セインは慈愛に満ちた表情を浮かべ、傍そばに歩み寄って来る。ずっと隠してきた本心を強ごう引いんに暴かれたアリシアは、何故なぜか、どうしようもないくらい嬉うれしかった。

『心配するな。お前が求めているモノは――そこにある』

　セインがアリシアの胸を指さして言う。

　そこには、赤黒く脈動するナニかがあった。先程まで悍ましいと感じていたそれが、今では何処どこか心ここ地ちよい温かさを発しているように感じる。力強く、全てを飲み込むようなソレならば、脆もろく、今にも崩れてしまいそうな自分を守ってくれるだろう。

　誰にも負けない。皆みなに認めてもらえる。そんな力が、掌の上にある。

「もう、いいの？」

『ああ』

「もう、苦しまなくて、いいの？」

『ああ』

　セインとメリアが、優しい眼まな差ざしをアリシアに送る。

　長い間、努力した。誰にも期待されず、誰にも求められず。それでも自分だけは自分に報むくいてやりたいと思い、強い覚悟を胸に抱き続けてきた。けれど確実に風化しているものもあった。報われることのない日々で、苦しみだけは、消えることなく続いていた。

　摩ま耗もうした心は、これ以上の研けん鑽さんではなく、もう二度と傷つかない安あん穏のんを求めていた。

「あぁ――――やっと、諦められる」

　アリシアは、その力を受け入れた。




　戦いの火ひ蓋ぶたが切られ、真っ先に動いたのはメリアだった。

　主を守るため。そして友を救うため、彼女は自身の《聖せい痕こん》に魔ま力りよくを流す。

「《二番目の従者たる証セカンド・ギフト》――《沈みし聖刃シーム・セイバーズ》」

　一振ふりの刃やいばが現れる。光を纏うその刀を握り、メリアは高く跳び上がった。空中で綺き麗れいな放物線を描き、そのままスカートの内側に隠しておいた数本の短刀を投とう擲てきする。だが、投げた短刀の全てがアリシアの放つ赤黒い魔力に弾はじかれた。

　五本、六本、七本と、流れるように短刀を投げるメリア。

　やがて地に足をつける直前、彼女は最後に、自身の握る光の刃を振るった。

「てーい」

　身を翻ひるがえし、光の一いつ閃せんが放たれる。

　その一いち撃げきは、アリシアが持つ偽聖剣によって防がれた。
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「ミス・ゴールド！　聞こえるか！」

　メリアとアリシアが鍔つば迫ぜり合あいをする最さ中なか、セインは叫ぶ。

「聞こえているならば、早く正気を取り戻せ！　貴様を狂わせているその力は――その気になれば、自ら振ふり払はらえるものだッ！」

　返答は訪れない。

　アリシアが赤黒い偽聖剣を振り抜き、メリアはそれを聖せい刃じんで受け流す。半身を翻し、斬撃の軌き道どうを逸いつしたメリアは素す早ばやく攻こう撃げきに転じた。薄く鋭いメリアの刃は真正面からの打ち合いに弱い。対し、アリシアの握る剣は厚みがあり、断ち切ることに特化している。斬撃をいなし、攻撃と離脱を繰り返すメリア。アリシアは防ぼう御ぎよしつつ、隙すきあらば打ち合いに持ち込もうとする。攻防の応おう酬しゆうが続いて不利になるのは……メリアの方だ。

　セインが漆しつ黒こくの剣を握り、アリシアに斬りかかる。だが、軽々と避けられた。

　アリシアは偽聖剣を大きく横に薙ぎ、メリアを弾き飛ばした。直後、アリシアはセインへ接近。赤黒い斬撃を、セインはどうにか剣で防ぐ。しかし、二撃目、死角から放たれた脚を防ぐことができず、セインは大きく蹴り飛ばされた。

「あんまり無理しないでくださいよー」

　吹き飛ぶセインの背中に、霧きりが現れ、衝しよう撃げきを緩かん和わさせる。セインは軽く礼を言い、そして再びアリシアへと向き直った。

「……防御が固い。これはミス・ゴールドの力ではなく、種を植え付けた者の特徴だな」

「と、なると、始祖は『剛がん盟めい覇は盾じゆん』ですかねー」

「恐らくな。力の濃度から察するに、今のミス・ゴールドは第四世代だ」

　肌はだを焼やき尽つくす熱量を感じる。アリシアの直上に、巨きよ大だいな火の玉が浮うかんでいた。彼女の得とく意い技わざである《火炎球フレア》だ。しかしそれは、赤黒い力によって威い力りよくが増大している。

「――《霧幻の幕ロンド・ミステリア》」

　火球が放たれるよりも先にメリアが魔ま法ほうを発動した。詠えい唱しようを破棄したことで、その効果は薄うすい。だが、一撃を凌しのぐためなら十分だ。吹ふき出でた霧に隠れ、アリシアの後方へ回り込むよう移動する。数瞬後、先程までセインたちのいた場所が、赤黒い炎ほのおに焼かれていた。

　霧の中からメリアが飛び出す。繰り出した一閃は、アリシアの構える剣に防がれた。

　だが、最初の一撃は囮おとり。宙に弾かれた短刀を無視して、メリアは二撃目、聖刃を振り抜く。しかしその二撃目も――アリシアの纏う、赤黒い魔力に止められた。

　通常の攻撃は通らない。舌打ちするメリアの傍で、セインは冷静に思考した。

「……随分と、大人しいな」

　セインが呟つぶやいた。

「そんなに大人しいとは、思えませんがー……」

「いいや、あまりに手数が少なすぎる。現に今も、追撃してこないではないか」

　無力なセインは、今のアリシアに敵として認にん識しきされていない。

　だが、それ故ゆえに観察できた。

　アリシアの繰くり出だす攻撃はあまりにも規則正しい。こちらが攻めれば向こうは防ぎ、反撃をする。そして向こうからの攻撃は、こちらが逃げに回った途と端たん、勢いを失う。これは相手を倒す戦い方ではない。相手を遠ざけるための戦いだ。

「貴様――――既に意識を取とり戻もどしているな？」

　違い和わ感かんの正体を探り当てる。

　セインがそう告げると、アリシアは、ゆっくりと口を開いた。

「もう、いい」

　禍まが々まがしい魔力の内側から、声がする。

「私はもう、これでいいの。満足している」

　震えた声だった。しかし、きっと本音だった。

「この力。最初は変だと思ってたけど、少しずつ使い方が分かってきた。……ねえ、アンタたちは、コレが何なのか知ってんのよね？　だったら分かるはずよ。……これさえあれば私は変われる。この力があれば、もう光の魔法なんて必要ない。誰にも馬ば鹿かにされないし、誰も私には敵かなわない。もう私は――何にも縛られない！」

　アリシアが叫ぶ。それは自分に言い聞かせているような声だった。

「だから、もう、構わないで。私は、私の好きなようにする」

　潤うるんだ目で告げられても説得力はない。まだ心の底では納得できていないことが、火を見るより明らかだ。セインは、真まっ直すぐアリシアを見て口を開く。

「それは、無理な相談だ」

「どうして――」

「二度も言わないと、伝わらないのか」

　はっきりと、セインは言う。

「言った筈だぞ、妥だ協きようするなと。転がり込んだ紛い物に、身を委ゆだねるなと！」

　アリシアが光の一族であると知った時、セインは夢を追う先せん駆く者しやとして、ひとつアドバイスをした。掌に転がり込んできたものに身を委ね、妥協するなということだ。

　今のアリシアは、まさに夢を諦め、妥協の道を選せん択たくしている。

　転がり込んだモノを幸福であると決めつけ、身を委ねようとしている。

　――断じて、看過できない。

　他人ひと事ごとではないのだ。

　今、彼女がどれだけ悔しい思いをしているのか、セインにはよく分かる。

「五月蠅い……紛い物かどうか、それは私が決めることよ」

「だが、その選択は間ま違ちがっている」

「アンタに言われる筋合いはない……っ！」

「いいや、ある！　何故なら俺たちは、同類だからだ！」

　セインがそう言うと、アリシアが目を伏ふせた。

「同類なんかじゃ、無いわよ」

　絞しぼり出だしたような声でアリシアが告げる。

「私はアンタより弱い。アンタみたいに、周りに疎うとまれても胸を張って過ごせない。毎日が苦しくて、我慢の連続で、ずっと逃げ出したい気分だった。……カインと話した後、アンタ、私に言ったよね？　『らしくない』って。……笑わせないでよ。私が、今までどうやって過ごしてきたかも知らずに！　分かったような口を利くな！」

　赤黒い炎の嵐が吹き荒れる。

「私の選択は、間違ってない！」

　アリシアが叫ぶと同時、炎の塊かたまりが次々と飛来した。セインはそれを辛かろうじて避け、メリアに目配せする。メリアは小さく頷き、その細い腕うでをアリシアに向けた。

「――《水腕ウオルタ・ハルデン》」

「なっ!?」

　地面から生えた水の腕が、アリシアの足を掴み、体勢を崩くずした。

「し――ッ！」

　体勢を崩したアリシアへ、セインが横一文字に斬撃を放つ。

「ふ、防げッ！」

　セインの黒い刀が、アリシアの周囲に展開された赤黒い陽炎かげろうと衝しよう突とつする。途轍もなく重い水に、斬りかかっているかのようだ。刃はアリシアに届かず、押おし戻もどされる。

「間違っているさ……ッ！」

　剣に力を入れながら、セインは言う。

「だから、分かったような口を――」

「全すべて分かる！　俺だって、何度も間違えそうになった！」

　叫ぶセインに、アリシアは憤ふん怒どの表情を浮かべ、炎を全身から放った。慌あわてて距きよ離りを取るセインを、アリシアは敵意を剥き出した瞳で睨む。

「追えッ！」

　アリシアが命じると、赤黒い炎は蛇の如くセインに襲い掛かった。

「あは、あははっ！　凄すごい！　なにこれっ！　ちょっと念じるだけで、自在に操作できる！　凄い、凄い、凄い……っ！　こんなのが、私の中に眠ねむっていただなんて！　ねえセイン！　アンタは、これが間違いだって言うのっ?!」

　メリアが光る刃を地面に突き立て、セインに迫る炎を掻き消した。セインは、安堵するよりも先に再びアリシア目め掛がけて疾駆する。

「そうだ！」

「――ッ！　こ、のッ!!」

　はっきりと言い切るセインに、アリシアが苛いら立だった。次々と放たれる炎は、いずれも絶大な威力を誇ほこるが狙いが甘あまい。荒あら々あらしい攻撃を、セインは走って避さける。

「……やはり俺たちは同類だ。でなければ、こうも同じ目に遭わない。……貴様が今、ぶつかっているその壁かべを、俺は嫌いやというほど知っている。だから――教えてやる。逃げて得た力の弱さを。それが先達である、俺の責務だ」

　そう言って、セインは剣を持たない左腕を、アリシアに向けた。

「――《闇弾ダルク》ッ！」

　小さな闇やみの弾だん丸がんが、アリシア目掛けて放たれる。炎が踊り狂い、メリアの聖刃が煌きらめくこの戦場で、それはあまりに不釣り合いな魔法だった。威力もなく、速度もない。直ちよく撃げきしたところで打ち身か擦り傷か、その程度にしか感じないだろう。弾丸はアリシアが纏う赤黒い陽炎に防がれる。音もなく消える弾丸に、アリシアは嘲ちよう笑しようした。

「そんな、へなちょこ魔法で――」

「《闇弾ダルク》ッ！」

　可能な限りアリシアに接近したセインが、続けて同じ魔法を行使する。

　再び稚ち拙せつな魔法が放たれた。アリシアは舌打ちして手を横に払う。どこからともなく現れた炎が、腕の動きに合わせて《闇弾ダルク》を掻き消した。

「鬱うつ陶とうしい……本物の魔法を見せてあげるわ」

　禍々しい炎から距離を取ったセインに、アリシアは不敵に笑って言った。

「《劫ごう火かよ》《焼き尽くせ》――《黒炎球フレア》」

　赤黒い炎が迫せまりくる。ひとつひとつ順番に……なんて気き遣づかいは無い。十を超える炎の塊が一いつ斉せいにセイン目掛けて落ちた。あまりの熱量に視界すら奪うばわれる。目を細めたセインは一心不乱に逃げ回った。迸ほとばしる火に外がい套とうを掠め、肌を焼かれ、息を吸えば喉のどすら燃える。その身を焼かれる寸前で、メリアが聖刃で火の玉を斬る。二つに裂さかれた火球は勢い良く破裂し、他の火の玉も連れん鎖さして爆ばく発はつした。破裂し膨れ上がった火の玉が空間を埋め尽くす。

「《波と化し》《囲い込め》！」

　アリシアが重ねて唱えた。

　爆炎は掻かき消きえるよりも早く、炎の波と化してセインたちを囲った。不規則な波状攻撃はメリア一人では防ぎきれず、波の先端がセインに触ふれる。

「ぐあ――っ?!」

　重く、体表全体を覆おおうような激痛にセインが呻く。歯を食いしばって立ち止まることなく走り続け、傷の具合を確かく認にんした。痛みのあまり左腕が動かない。

「あはは！　見てよほらっ！　後続詠唱だって、今の私なら楽勝よ！」

　アリシアが笑いながら言う。

　見るに堪えない姿だ。その笑えみはメリアに対する妬みの表れだろうか。嫉妬、嫌悪、疑惑、ありとあらゆる悪感情を恥はじること無く表に出す。――度どし難がたい。アリシアをそうしてしまった、あの歪いびつな力が許せない。

「それは、貴様の力ではない！」

「違う！　私の力よ！」

　アリシアが叫ぶ。セインは迫る炎を避けながら、大きく息を吸い、言葉を発した。

「――聞けッ！　かつて俺おれにも、大きな力が与あたえられた！」

　霧で目め眩くらましをしたメリアが、アリシアの背後に回り込み、輝く刃を振るった。アリシアは赤黒い炎を纏った右みぎ腕うででそれを防ぐ。

「それを使えば、誰だれもが喜んでくれた！　友も、家族も、恩師も！　皆が俺に、涙なみだを流して感謝した！　誰もが俺に、その力を使って欲ほしいと願っていた！」

　アリシアが強引にメリアを振り払う。その間かん隙げきを突くようにセインは地を蹴けった。アリシアは火球を二つ放ってくる。セインは一発を避け、一発を足に受けた。

　構わず走る。そして叫ぶ。

「だがッ！　そうして得られたモノの中に、俺が本当に欲しかったモノは無かった！」

　苦痛に顔を歪めながらも、セインは唇くちびるから言葉を放ち続けた。

「何人もの命を救った！　何人もの願いを叶えた！　遂には英えい雄ゆうと謳うたわれ、人々の、憧れの的となった！　――それでもッ！　本当に救いたい人だけは、救えなかった！」

　メリアがアリシアを足止めする内に、セインは体勢を崩しながら距離を詰める。

「貴様は何のために、光の魔法を求めた！」

　黒い剣を振るいながら、セインは言った。

「光の魔法でないと――手に入らないモノがあるからだろうッ！」

「黙れぇ！」

　アリシアが、炎を纏った腕で剣を防ぎながら、泣き出だしそうな顔で叫ぶ。

「気持ちだけじゃ、どうにもならない問題がある！　叶かなわない夢を追ったって、時間をドブに捨てるだけよ！　諦めなければ、それで格かつ好こいいわけ!?　諦めなければ、結果がついてこなくてもいいわけ!?　そうじゃないでしょ！　私は、夢が見たかったわけじゃない！　私は夢を――叶えたかったッ！」

「ぐ――っ?!」

　堰せき止とめられていたアリシアの悲しみが、濁だく流りゆうの如く吐はき出だされる。

「結局、聖剣だって無かった！　今までだって、希望を見つけたと思えば、必ず裏切られてきた！　いい加減に学んだわよ！　都合良く見えるモノは、全部まやかしだ！」

　荒れ狂う炎よりも、アリシアが放つ言葉の数々がセインに深く突つき刺ささった。まるで自分が堪たえている苦しみを、暴き出されたような気分になる。

　それでも、突き進まねばならないのだ。

「都合のいい夢なんて、無い……」

　わかりきった事実を――何年も前に、理解した事実を、アリシアに告げる。

「困難だからこその夢だ。傷つくのは当たり前、裏切られるのは当然。……それを、今いま更さら気づいたように言うな！　貴様はとっくに、覚悟していた筈だ！」

「うるさい！　うるさいッ！　黙れ黙れ黙れぇぇえぇぇぇええ――ッ！」

　一ひと際きわ大きな炎の球が放たれた。今までのソレとは違う。表面に迸る炎はなく、全ての熱量が球体に集束していた。はっきりとした存在感。はっきりとした威圧感。領域内の全てを祓うその力を前にして、セインは苦く笑しようした。

　――傀儡くぐつに選ばれるのも納なつ得とくだ。

　皮肉なことだ。世の中には、彼かの女じよの才を求めて止まない存在もいる。

「……メリア、いけるか」

「セイン様が頑がん張ばってくれたお陰かげで、チャージできてますよー」

　メリアが巨大な火球の前に立たち塞がる。そして黄金の刃を大きく後ろに引いた。

「蜘蛛糸の太刀」

　細く薄い刃に光が集う。それは刀身全体を覆うものから、刃の部分のみを覆い、最後には蜘蛛の糸よりも細い一本の線となった。音を立てずにメリアが刃を振り抜く。打ち出された斬撃は、肉眼では認識できなかった。恐ろしく疾はやく、そして何より薄すぎる。あまりに鋭するどいその斬撃は火球を切断し、更さらにアリシアの傍まで迫った。

「《現界せよ》《全てを無に帰す灰燼の海》――《黒炎流ヴエーレ・フレアム》!!」

　赤黒い炎が激浪と化して、メリアの太刀たちを飲み込んだ。炎は地面を舐なめ尽くし、セインに迫る。セインは身に纏っていた黒い外套を慣れた動作で外し、投げるようにして内側を炎に向けた。外套の裏に敷しき詰つめられていた黒い鱗うろこが、炎の海を防ぐ。

　外套を盾に、炎の海を掻き分けるように進みながら、セインは腕を突き出した。

「《闇弾ダルク》ッ！」

　舞まい散ちる火の粉に、闇の弾丸が混じる。質の低いその弾丸の速度は鈍く、よろよろと頼たよりなく突き進すすむ。苛立ちを露あらわにしたアリシアが、赤黒い炎で弾丸を掻き消した。

「邪じや魔まを、するなぁあぁあああぁあああぁぁあ――ッッ!!」

「おぉぉおおぉぉぉおおあああああぁぁあああ――ッッ!!」

　炎の波間を強引に突っ切きって、アリシアへと接近する。

　アリシアは歯は軋ぎしりして、腕を天に伸のばす。その掌の先に、赤黒い巨大な火球が現れた。

「俺も、貴様と同じなのだ……ッ!!」

　力に翻ほん弄ろうされるアリシアへ、セインは喉の痛みを無視して告げる。

　アリシアが腕を振り下ろす。その頭上にあった火球が、セイン目掛けて放たれた。

「俺にも――暗黒騎き士しにならねば、叶えられない願いがあるッ！」

　火球がセインを焼き殺す寸前、間かん一いつ髪ぱつでメリアが黄金の刃を閃ひらめかせた。

　引き裂かれ、爆ぜた火球が周囲に炎を撒き散らす。その渦中、セインは焼けるような痛みを堪えながら、ただ前へ進み、炎の間から腕を突き出し、魔法を放った。

「《闇弾ダルク》ゥゥゥ――ッッ!!」

　小石程度の闇の弾丸が、アリシアの無防備な身体に放たれる。

　今まで通り、これまでの苦労を台無しにするかのような、子供じみた魔法。

　だが、その魔法が、初めて命中した時――。

「――ぁ」

　アリシアは、膝からくずおれた。




　闇の弾丸は、軽快な音を鳴らし、アリシアの胸で炸裂した。

　取るに足らない、矮わい小しようである筈はずのその魔法は、アリシアに何か、大きな衝撃を与えた。

　――力の差は、圧倒的だった筈。

　得体の知れないこの赤黒い力なら、どんな敵だろうが薙ぎ倒せた筈。現にメリアは防戦一方であり、セインに至っては話にならない。メリアとは接戦を強いられるとしても、初級魔法すらろくに扱えないセインには、傷ひとつ付けられない自信があった。

　――なのに、何故？

　――何故、自分は今、くずおれている。

　胸に受けた攻撃は、本当に下らない、小さな魔法だった。こんなもの、受けたところで掠かすり傷きずにしかならない。しかし、どうしてか。アリシアの四肢は、まるで本人の意志を拒こばむかのように動かなかった。全身から、力が失われていく。

　そして、何故か。どうしようもなく胸が痛かった。

「……痛い」

　目から涙が零れ落ちる。

「なんで……？　こんな、へなちょこ魔法なのに……」

　身体を震ふるわせ、顔を伏せ、アリシアは胸を押さえながら涙を流す。

　涙で霞んだ視界の中心には、ボロボロになって立っている少年の姿があった。

　その少年もまた、アリシアには理解できなかった。

　――何故、この男は諦あきらめないのか。

　――何故、この男はこんなにも弱いのに、真っ直ぐ突き進むのか。

　セインの鋭い瞳ひとみは、一いつ瞬しゆんたりとも揺ゆらがなかった。その腕は、隙あらばこちらに突きつけられ、その足は、止まることなく駆け続けていた。

　意味が分からない。どうして、それほどまでに頑張ろうとするのか。

　――どうして、自分には、その力が無いのか。

　胸の奥おくから溢あふれ出そうになる感情を、必死に押し戻す。だが、無理だ。堰き止められていた感情が、全て涙となってこぼれ落ちる。嗚お咽えつが止まらない。

　痛くて。苦しくて。張り裂けそうになる自分に、セインが声を掛かけた。

「一年前の俺は、そのへなちょこ魔法すら使えなかった。……俺のへなちょこ魔法は、貴様が手にしたその力の、百倍努力して手に入れたものだ」

「……」

「それでも、その程度の魔法で身体が痛むわけがない。……自分でも気づいているのだろう？　今、貴様が感じているその痛みは、他ならぬ貴様自身が生み出したものだ」

　目の前の少年は、同い年で、入学早々から落ちこぼれと呼ばれるような男だ。しかしその口から放たれた言葉には、およそ計り知れない含がん蓄ちくがあった。

　内側から漏れ出るこの胸の痛みは、きっと、自分自身への呼びかけだ。

　目を覚ませと。我に返れと。ずっと、自分は叫び続けていた。

　その声と今一度、向き合うことができたのは――セインのお陰だった。

「……痛い格好、してるくせに」

「なっ?!」

　思わず唇から漏れた言葉に、セインは呆気にとられたように口を開いて驚おどろいた。

「痛い台詞ばっか、言うくせに」

「そ、そんなこと――」

「――でも」

　狼狽うろたえるセインに、アリシアは視線を注ぐ。

「今の私より、アンタの方が絶対、格好良い。……そう思った時点で、私の負けね」

　嵐のように荒すさんでいた心が、今では落ち着いていた。

　気がつけば、周囲に漂っていた赤黒い陽炎が消えている。頭の中に巣くっていた負の感情を完全に吐き出してしまった今、心はとても晴はれ渡わたっていた。

　――次の瞬間。

　偽りの聖せい剣けんから、赤黒い炎が噴き出た。

「なっ!?」

　赤黒い炎が、アリシアの全身を包つつみ込こもうと蠢うごめく。慌てて立ち上がり、逃げようとしても、蠢く炎に手足を搦からめ捕とられた。――熱い。先さき程ほどまでとは感触が違う。この赤黒い炎は自分を焼き殺そうとしている。

「くそっ、傀儡にならなければ、始末する気か！」

　セインの慌てた声が聞こえる。その方向へ、一いち縷るの望みを抱いだいて手を伸ばした。
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「セ、イン…………たす、けて……」

　視界が炎で埋め尽くされる。

　朦もう朧ろうとした意識の中、アリシアの耳に、二人の会話が聞こえた。

「……やるんですかー？」

「ああ。……ミス・ゴールドは、ここで死んでいい人間ではない」

　足音が、近づく。

「すまない。貴様の身体を傷物にする。許してくれ――――アリシア」

　名を呼ばれた途端、全身を覆っていた赤黒い炎が四散する。

　気を失う直前。アリシアは、左ひだり肩かたに温かな何かを感じ取った。




◆　◆　◆




『私の騎士になってくれませんか？』

　目の前に、一人の女性が佇たたずんでいた。金糸のように艶つややかな髪かみに、真っ白な肌。神しん殿でんの奥に飾られた彫ちよう像ぞうのように、現実離ばなれした美を宿す容姿だ。その手足はすらりと細く、均整の取れた身体つきをしている。そんな彼女の瞳は、慈愛に満ちていたが、どこか寂しそうで、不安を押し殺しているかのように震えていた。

『うん、わかった』

　少年の声が聞えた。すると彼女は、とても嬉しそうに顔を綻ばせた。

　――これは、何だろう。

　地を踏む足の感覚がない。アリシアは、目の前に映し出される光景に疑問を抱いた。これは夢だろうか。だが、その夢はアリシアの記憶にないものばかりを映している。

　場面が変わった。視界がぐるりと反転し、広大な大自然が目の前に映し出される。

　アリシアは――アリシアの視点の持ち主は、一振りの剣けんを握り、魔ま物ものを斬きっていた。

『ふぅ。これで全部かな』

『あ、ああっ?!　な、何してるの、セイン君?!』

　魔物の討とう伐ばつが済んだその少年に対し、例の女性は、慌てた様子で近づいてきた。宙に浮かび、僅わずかに背景に透ける彼女の実態は、恐おそらくそこには無い。彼女の姿は、少年にしか見えないのだろうか。根拠はないが、アリシアにはそのように感じた。

『何って、魔物退治だけど……』

『魔物退治っ!?　セ、セイン君にはまだ早いよ！　そういうのは、ほら、も、もっと大人になってからでも、いいと思うなぁ私！』

『でも、皆、魔物に困ってるよ。それに僕ぼくは強いから、僕がやらないと』

『うぅ……ぜ、絶対、無む茶ちやだけはしないでね。セイン君が傷ついたら、私、大泣きするから。一週間くらい泣き止まないから』

『それは止めて』

　少年と女性の、仲なか睦むつまじいやり取りが続く。微笑ほほえましく、そして子供らしい二人のやり取りに、アリシアはつい噴き出した。

　視界が反転する。また画面が変わった。

『聖せい騎き士し様！』

　耳を劈つんざく歓声が聞こえた。

　視線を周囲に向ける。その歓声は、あらゆる方向から聞こえてきた。

『聖騎士様、万ばん歳ざい！』

『セイン様、万歳！』

　夥おびただしい歓声が、空を震わせた。

　石いし畳だたみを緩やかに進む馬車の上で、その少年は大衆に囲まれていた。彼かれらは拳こぶしを振り上げ熱狂的な視線を、馬車の上に座す一人の少年だけに注ぐ。座すわっていて分かりづらいが、目線が少し高くなっている。視線を下げれば、先程よりも多少逞たくましくなった少年の腕があった。あの女性と出会った時と比べ、少年も成長したようだ。

『愛されてるね』

　少年の傍に、優しげな、あの女性が近寄った。すると少年もまた、優しく微笑む。

『貴女もですよ』

『え？』

『彼らは、女め神がみ様……貴女のことも、愛しています』

　少年がそう言うと、彼女は嬉しそうに、それでも僅かに悲しそうに、笑みを浮かべた。

『そうだと、嬉しいな……』

　景色が一瞬、暗転し、また夢の場面が変わった。

『貴方あなたはライトリッジ聖王国が誇る、最高の騎士です』

　赤く上品な絨じゆう毯たんの上に、アリシアはいる。その周囲には数人の、高貴な装よそおいをした人間が立っており、皆、尊敬の眼差しをこちらに注いでいた。

『貴方は、私たちの希望です』

『貴方がいる限り、この国は平和であり続けるでしょう』

『これからは国のためだけでなく、世界中の人々のために……そして何より、貴方自身のために、その力をお使い下さい。我々は常に、貴方を応援しております』

　視界が変わる。景色と共に、目の前に立つ人物も、次々と移り変わる。

『このご恩は、一生忘れません。いつか必ず、お返し致いたします』

『騎き士し殿どの。村を救っていただき、ありがとうございます』

『本当にお世話になりました。また、お会いできることをお祈いのりしております』

『僕、大きくなったら聖騎士様みたいに、皆を助ける英雄になりたい！』

『ああ、英雄様。民を救って頂き、ありがとうございます』

　麗うるわしい少女が、精せい悍かんな面つら構がまえをした青年が、優しそうな大人の女性が、純じゆん粋すい無む垢くな子供が、そして沢たく山さんの皺しわを刻んだ老齢の女性が、称しよう賛さんの言葉を口にする。

　彼らはきっと、少年が旅した先で出会った人たちだ。少年は数え切れない旅を経へて、やはり数え切れない人を救ったのだ。そしてまた、新たな旅立ちを迎える。緑の絨毯が続く丘きゆう陵りようを上る少年に、女神は声を掛けた。

『セイン君は本当に凄いね。セイン君なら、今までで一番の聖騎士になれるよ』

『そんなこと、ありませんよ』

『ううん。なれる、絶対に。だって、貴方は今までの、どの騎士よりも……優しくて、温かい。貴方は本当に人々から愛されている。……崇あがめられているだけの、私とは違ちがう』

　寂さびしげな彼女の横顔に、少年が何を思ったのかは分からない。けれど、アリシアは胸にチクリとした痛みを感じた。彼女に、そんな顔はさせたくないと思った。

『セイン君は、何か、願い事とかないの？』

『特に思おもい浮かびません。女神様は、どうなんですか？』

『私？　私は、そうだね……。私は――』

　その答えを聞いて、少年はきっと、アリシアと同じように目を見開いた。

　だからだろう。少年は彼女に聞こえないよう、心の中で一人、呟く。

『女神様。本当は私にも、ひとつだけ、願い事があるんです』

　ぐるりと。視界が暗転し、また別の場面へと移り変わる。

　とても広い部屋の中だった。足下には緻密な模様が拵こしらえられた絨毯が敷かれており、壁際には豪ごう奢しやな調度品が並んでいる。

『聖騎士を、辞やめたい？』

　目を見開いて、女性が言う。

『ど、どうして？　そんな――わ、私、何か気づかない内に、変なことを……っ?!』

『そうではない。ただ、新たな目標ができただけだ』

『目標って……？』

　その問いに、少年は胸を張って答えた。

『俺は、暗黒騎士になるっ！』

『あ、あんこく、きし……？』

『うむ。だから悪いな、女神よ。俺はもう、貴様の力を、無闇矢鱈に振り回さない。どうしても必要な時以外は、騎士としての力を封ふうじるつもりだ』

『ど、どうして、そんな急に……』

『どうしてだと？　無論――聖騎士よりも、暗黒騎士の方が格好いいからだ！』

『なあっ?!』

　そのあまりに感情的で、お世辞にも合理的とは言えない少年の考えに、彼女は大きく驚いた。手をわたわたと動かし、焦った様子で否定する。

『そ、そんなこと無いよ！　聖騎士の方が絶対、格好いいって！　セ、セイン君には、聖騎士の方が断然、似合ってると思う！　うん、絶対そうだよ！』

『悪いが、もう決めたことだ』

　女性の抗こう議ぎを、少年は頑かたくなに拒んだ。

『認めない……』

　肩を震わせ、その女性は伏し目がちに、涙声で言った。

『そそ、そんなこと、絶対に！　絶対の絶対に、認めないんだからぁ！』

　激怒した女性は、涙をボロボロと零しながら告げる。

『セイン君の馬鹿！　アホ！　うわああああああああああん!!』

　最後は泣き喚きながら姿を消す女性。一人になった少年は、小さく、寂しそうに溜ため息いきを吐いた。その時、部屋の扉とびらが開き、少年の従者と思おぼしき黒髪の少女が現れる。

『お話、終わったようですねー。……やっぱり、悲しまれましたかー？』

『……仕方ないさ。私は彼女を、裏切ったようなものだ』

『一人称戻ってますよー』

『おっと。俺、だったな。うむ、いかん、いかん。……くそっ、慣れないな』

『じゃあ止めればいいのに……』

『この方が暗黒騎士っぽいだろう？』

　少年が不敵な笑みを浮かべて言うと、少女が嘆たん息そくした。

『今まで積み上げてきたモノが、全て無む駄だになってしまいますよ？』

『構わない』

『富も、権力も、名誉も。信しん頼らいも、実績も。絆きずなも。……何もかもが、消えるかもしれませんよ？　何一つ存在しない、最底辺の泥濘ぬかるみから、地道にやり直す羽目になりますよ？』

『構わない』

『……平穏で、幸せな日々を、捨てることになりますよ？』

『構わない。……きっと、この道を進まなければ、俺の願いは叶えられない』

　少年が口にした覚かく悟ごは、アリシアの胸に燻くすぶる火種と、全く同じだった。

　――そうだ。

　これまでの人生で、選せん択たく肢しは無数にあった。火の魔法を習う道。魔法から離れて平和に過ごす道。平穏を求めるならば、今よりも適した道が山ほど存在した。

　その全てを否定して、過酷な道を選んだのが、今の自分だ。

　過酷な道を選ぶ理由はただ一つ。

　少年の言う通り。その道でしか、叶えられない願いがあるからだ。

『俺が本当に、求めるモノは――』

　私が本当に、求めるモノは――。

　少年と共に覚悟を吐き出そうとして――視界が、ぐるりと暗転した。




◆　◆　◆




「……あ、れ？」

　気がつけば、アリシアの視界には土色の天てん井じようが広がっていた。どうやら自分は仰向けに寝ていたらしい。僅かに重い頭を右手で支えながら、上半身を起こす。

「む、目が覚めたか？」

　黒い外套を身に纏まとった男、セインが、アリシアの覚醒に気づいた。こちらの様子を窺うかがうセインの顔が、夢で見た少年と重なる。

　言葉を発せずにいるアリシアへ、セインは不思議そうな顔をした。

「どうした？」

「あ、えっと、なんでもない。ちょっと、変な夢を見ただけ」

「夢ではない。恐らくそれは俺の記き憶おくだ」

「……え？」

「正直、どこから説明すればいいのか分からないのだが、こうなった以上は全てを話した方がいいだろう。だから、まずは核心を告げる」

　セインは、真しん剣けんな面おも持もちで告げる。

「俺の本当の名は、セイン＝フォース。当代の聖騎士だ」




　セインの告げた言葉に、アリシアは何も反応を示さなかった。僅かに目を見開くも、それほど驚きよう愕がくしてはいない。味の分からない食べ物を咀そ嚼しやくしているような顔だった。

「驚かないということは。やはり俺の記憶を見たんだな」

「……驚いてるわよ。でも今は、色々あって、頭が追いついていないだけ」

　アリシアは、額に手をやりながら言う。

「セインが聖騎士だってことは。なんとなく分かる。でも実感がない。確かに私は、誰かの記憶……多分、アンタの記憶を見たんだと思う。でも、私の中ではまだ、ここ数日のセインの方が、印象深いというか……」

「ほ、ほほう。それは中々、嬉うれしいことを言ってくれる」

　アリシアの発言にセインはニマニマと笑みを浮うかべた。過去の消し去りたい自分よりも暗黒騎士を目指す今の自分が認められたのだ。嬉しいに決まっている。

「俺も少し、話を急ぎすぎたな。自分自身の記憶はどうだ？　全て覚えているか？」

「……ええ」

　セインの問いに、アリシアは目を伏せて返した。

　その様子だと、全て覚えているのだろう。光の魔ま法ほうを使うために、迷宮ダンジヨンに存在するという聖剣を探しに行ったこと。その先にあったのは、聖剣ではなく、紛い物のナニかであったこと。そしてそのナニかに汚染され、仲間であるセインたちに牙きばを剥むいたこと。

「気に病む必要はない。あれは、人の心に土足で入り込み、意のままに操あやつろうとする、化物の仕業だ。ミス・ゴールドに落ち度はない。今回の件は、ただの不運によるものだ」

「そんなこと、ない……だって、あの時、私にはちゃんと意識があった」

「意識ではなく心を操るのが奴やつらの厄やつ介かいなところだ。……大方、嫌な映像でも見せられたのだろう。あれは人を洗脳する、災害のようなものだ。誰にも責任はない……いや、責任があるとしたら、それは間違いなく、俺だ」

　そう言って、セインは深々と頭を下げた。

「すまない。実を言うと、あれがこの迷宮に潜ひそんでいることは事前に知っていた。今回の件は、それを伝えなかった俺の失態だ。申し訳ない」

　セインの説明を聞いて、アリシアはまずメリアを見た。メリアは無言で頷うなずく。アリシアは、自分だけが何も知らされていなかったことを察した。

「……何か理由があるんでしょ？」

「え？」

「まだ出会って日も浅いけど、アンタのことは、それなりに理解したつもりよ。……アンタは、何の理由も無しに、誰かを危険な目には遭わせない。そういう性格よ」

　自信満々に告げるアリシアに、セインは押おし黙だまった。事実だ。本当は、最後までアリシアには伝えないでおくつもりだった。

「だから、謝るのは私の方。……ごめんなさい。私は二人を、傷つけてしまった」

　今度はアリシアが頭を下げた。お互たがい、申し訳ない気持ちがあるため引くに引けないところがある。そこでメリアが小さく吐息を零した。

「おあいこ、ということで、どうでしょうかー？」

　メリアの発言に、セインとアリシアは渋い顔をした。

「しかし……」

「でも」

「ならせめて、そーいうのは学園に戻もどってからにしましょー。ここはまだ迷宮の中ですから、合理的な判断を希望しますー」

　メリアの意見は尤もつともだった。安全地帯セーフテイー・エリアにいるとは言え、時間は過ぎていく。食しよく糧りようなども持ってきていないため、探たん索さくと関係のないことに時間を割さく余よ裕ゆうはない。

「……そうだな」

「……そうね」

　セインとアリシアが納得する。アリシアは、ふと周囲を見み渡わたして疑問を発した。

「ところで、ここは？」

「安全地帯だ。ミス・ゴールドが気を失っている間、俺とメイドで見つけた。あの偽物の聖剣があった場所と、そう遠くない」

　そう言って、セインは真剣な面持ちでアリシアに目を向けた。

「これから、ミス・ゴールドには、俺たちが抱える事情について説明する。……覚悟してくれ。こうなってしまった以上、もうただの平穏な日常には戻れない。ミス・ゴールドにはこれから、俺たちと共に、異質な非日常を歩んでもらう」

「……上等よ。逆に、ここまでされて、はぐらかされるなんて勘弁して欲しいわ。教えて頂ちよう戴だい。アンタたちは何者？　あの赤黒い力は何？」

　アリシアの覚悟を聞いて、セインはゆっくりと説明を始める。

「改めて言うが、俺は聖騎士だ。そしてメイドは、俺の従者だ」

「メリアがアンタの従者なのは、前から知ってるけど。……待って。もしかして、その従者っていうのは……聖騎士の力のこと？」

「そうだ。聖騎士は、他者に力を分け与えることで、従者と呼ばれる仲間を生み出すことができる。その証あかしとして、従者には身体の何処どこかに《聖痕》が刻まれる」

　セインが目配せすると、メリアがスカートを捲まくり上げた。太ふと腿ももに、盾と短刀の模様が刻まれている。アリシアはそれを、神しん妙みような面持ちで観察した。

「これが《聖痕》………………なんでこんなところにあんの？」

「は？」

「いや、その、ちょっとこれ、際きわどくない？」

「んなっ?!　ち、違う！　《聖痕》が刻まれる位置はランダムだ！　俺がそこを選んだわけではない！」

「セイン様に無む理り矢や理り、刻まれましたー」

「メイドぉ！　悪乗りするんじゃない！　大体あれは貴様が脅おどしてきたんだろうが！」

「さー？　覚えてませんねー」

　惚とぼけるメリアに、セインは唸うなり声ごえを上げた。しかしすぐに我に返り、アリシアを見る。

「ミス・ゴールド。これは他人事ではないのだ。……左肩を見てみろ」

　言われた通り、アリシアは襟えり元もとを引っ張って左肩を露出する。そして目を見開いた。

「これって……」

　そこには、メリア同様、模様こそ違うが従者の証である《聖痕》が刻まれていた。

「ミス・ゴールドを汚染から救うには、俺の従者にするしかなかった。……その傷は俺が死なない限り、一生、消えることはない。……すまない、俺は貴様を傷物にした」

　頭を下げたままセインは言う。しかしアリシアは、溜息を吐いた。

「死ねば元も子もないわ。……ありがとう、セイン。助けてくれて」

　感謝するアリシアに、セインは複雑な表情を浮かべた。この場で最も混乱しやすい立場であるにも拘わらず、その態度はセインよりも一いつ貫かんしている。

「続きは移動しながら話そう。あまり猶ゆう予よはない」

　セインの言葉に、アリシアは無言で従う。三人は安全地帯から出た。

　通路の先を見据えながら、セインは語り出した。

「あの赤黒い力は、『混沌』と呼ばれるものだ」

「『混沌』……？」

　訊きき返かえすアリシアに、セインは頷く。

「『混沌』は概がい念ねん……いや、現象に近い。『混沌』は古くからあらゆるものを創造してきた。例えば、俺たちが魔法を使うために利用している魔ま力りよくや、人々の生活を脅おびやかしている魔物という生き物。これらは『混沌』が生み出したものだ」

「魔力と、魔物を生み出したって……ちょ、ちょっと待って。私、その二つは初めからこの世界に存在していたって、授業で習ったんだけど」

「公おおやけになっては何かと不都合な真実だからな。悪いが、これから貴様が歩むのは、教科書の外側に広がる世界だ。過去の常識は忘れた方がいい」

　淡たん々たんとしたセインの言葉に、アリシアは唇を引き結んで頷いた。

「……仮に、『混沌』が魔力や魔物を生み出したとして。じゃあ『混沌』って、女神や男神のように、この世界を管理している神様ってこと？」

「違う。あれは、そんな崇高なものではない。寧むしろ、神々にとっては敵だ」

　セインは神妙な面持ちで続ける。

「『混沌』は意志を持たない。それ故ゆえに善悪の区別もなく、あらゆるものを無限に創造し続ける。時には奇跡を齎もたらすが、同時に破滅を齎すかもしれない現象だ。……だから女神と男神は、世界の危機が訪おとずれる前に、『混沌』を封ふう印いんすることにした。

　ところが、その封印は不完全に終わってしまった。大本の活動を停止させることには成功したが、その残ざん滓しが世界各地に散らばった。……残滓とは言え人の手には余る存在だ。どうにか対処しなくてはならないが、女神と男神は封印の維い持じで手が離せない。そこで二柱の神は、代理となる者を直々に選ぶことにした。――それが、聖騎士と暗黒騎士だ」

　アリシアは息を呑んだ。

　聖騎士と暗黒騎士は、それぞれ神から選ばれた偉い大だいなる人間だ。しかし何故なぜその二人が存在するのかについては、明らかになっていない。

　神は何故、二人の騎士を選ぶのか。アリシアはその解を得る。

「聖騎士と暗黒騎士は、神様が、『混沌』を倒たおすために選んだ人間なのね……」

「そうだ。一部の者からは、神から遣わされた救世主だとか、宗教を布教するための都合の良い道具だとか、色々と言われているが、今言ったことが真実だ」

　得心した様子を見せるアリシアに、セインは話を続ける。

「話を戻そう。……薄うす々うす感づいてはいるだろうが、貴様を飲み込んだ、あの赤黒い力こそが『混沌』だ。あれは封印から解かれようと必死に藻も掻がいている。……本来、『混沌』は無む闇やみ矢や鱈たらに人前には出てこない。下手に目立てば俺おれたちに討伐されるからな。奴らは狡こう猾かつで臆病だ。……だから俺も、油断してしまった。まさか直接襲おそってくるとは。それだけ奴らにとって、ミス・ゴールドの力は、魅み力りよく的てきかつ驚異的だったのだろう」

「それは、どういう意味――」

　その時、アリシアの声を遮さえぎるように、大きな地じ響ひびきが生じた。セインたちは冷静を保ちながら足を止める。その傍そばでアリシアが少し体勢を崩くずした。震源は前方……近い。

「今のは……？」

「この迷宮に隠かくれていた『混沌』の本体が、俺たちに気づいたのだ。逃にげられないと悟さとって、迎撃の準備を始めたのだろう」

　再び歩き出だし、セインが言う。

「これから、貴様を洗脳した元凶――『混沌』を討伐する」

　セインがそう告げると、アリシアは、ほんの僅かに、不安気な表情を浮かべた。その反応を予想していたセインは、なるべく優しく、諭さとすように言う。

「無理をしなくてもいい。『混沌』の討伐は、聖騎士にとっては義務だが、従者はその限りではない。ただ、それでも聖騎士の従者となった以上、今後は『混沌』と関かかわることもあるだろう。……今回は見ているだけでいいから、できれば、ついて来て欲ほしい」

「馬ば鹿かにしないで」

　語気を強くしてアリシアが言う。

「いつまでも加害者ぶってんじゃないわよ。私は、自分が被害者だなんてサラサラ考えてない。……どうせ、メリアはついて行くんでしょ？　だったら私も行く」

「……私は、聖騎士の従者である以前に、セイン様の従者ですのでー」

「私だって、従者である以前に、アンタたちの仲間よ」

　悩むことなくはっきりと告げるアリシアに、セインは目を丸くした。そして、微笑する。

「分かった。――走るぞ。奴らの準備を、こちらが待つ理由はない」




　激しい鼓動は、走り続けたことによるものか、それとも緊きん張ちようによるものか。恐らくはその両方だろうとセインは思った。

　迷宮を、探索とは呼べないほど、迷うことなく突つき進すすむ。走る速度は落とさない。聖騎士としての力が、『混沌』の居場所を正確に掴んでいる。

「ねえ、セイン」

「なんだ？」

　隣となりを走るアリシアの呼びかけに、セインも足を動かしながら返す。

「私は、アンタの記憶を見た。アンタが抱いた覚悟も、アンタが失ったものも、全部、頭に流れ込んできた。……セイン。アンタが、暗黒騎士を目指す理由って――」

「――格かつ好こいいからだ！」

　アリシアの言葉を遮るように、セインは答える。

「暗黒騎士が格好いいからだ！　クールで、禍まが々まがしくて、何人たりとも寄せ付けない、あの悪あく魔まのような力に、俺の魂たましいが惹かれたからだ！　それ以外に……理由などないッ!!」

　荒あらい呼吸と共に答えるセイン。その目は、アリシアを見ずに前だけを見み据すえていた。

　アリシアは、一度唇くちびるを噛かみ、それから小さく言葉を零こぼす。

「……そう」

　アリシアは追及するのを止めた。その心境をセインは理解していた。――記憶を見たのだから、彼かの女じよはセインが暗黒騎き士しを目指す本当の理由を、知っている筈だ。それでもアリシアは詮せん索さくを止めた。心優しい気き遣づかいに、セインは内心で感謝する。

「いたぞ」

　短く告げたセインが足を止める。つられてアリシアも足を止めた。

　目の前にある大きな空間に、無数の赤黒い魔物がいた。アリシアたちが戦った四足歩行の獣けものもいれば、左右不揃いな翼つばさで空を飛ぶ鳥らしきものも、長い尾おひれを揺らして宙を泳ぐ魚らしきものまでいる。アリシアにとっては、手も足も出なかった敵が、何十体も蠢いている光景だ。思わず一歩、後あと退ずさる。

「『混沌』の残滓は、その形状や特性から幾いくつかに分類できる。あれは、『混沌の獣』と呼ばれるものだ。『混沌』の中では雑兵……最弱の兵に位置する」

「最弱って……嘘うそでしょ。あれ、私とメリアが戦ったやつよね」

「最弱とは言え、通常の魔物より遥はるかに強い。何せ、奴らは『混沌』の産物である魔力ではなく、『混沌』そのものを動力として動いているからな」

　敵の強さを淡々と説明したセインは、そこで無防備にも、一歩を踏み出した。獣たちが一いつ斉せいにセインに振ふり向むく。だがセインは足を止めることなく悠々と前に進んだ。

「もっとも、所しよ詮せんは獣だ」

「ちょ、ちょっと、セイン!?」

「奴らには知能が足りない」

　無防備に敵地へ足を運ぼうとするセインを、アリシアは焦って呼び止める。だが、もう遅おそい。獣の咆ほう哮こうが響き渡る。赤黒い化物たちは、一斉にセインへ襲い掛かった。

「メリア」

「《二番目の従者たる証セカンド・ギフト》――――《沈みし聖刃シーム・セイバーズ》」

　刹せつ那なに煌きらめく黄金の刃は。閃光が走ると同時、獣たちは切きり裂さかれていた。地を蹴る獣も宙を飛ぶ獣も、平等に、一瞬で息絶えた。

「む……思ったより釣れなかったか」

「アリシア様を従者化した時点で、多分、向こうもセイン様の力に気づいたんだと思いますー。とはいえ精々、ちょっと腕うで利ききくらいにしか思われてないようですがー」

「封印具をしていると、こういう利点があるのか。これは思わぬ拾い物だ」

　近くにいた獣たちの大たい抵ていは、セインとメリアを警けい戒かいして距きよ離りを取っているが、中には悠然と佇み、こちらを見下している様子のものもいる。

　セインは、一部始終を呆ぼう然ぜんと眺ながめていたアリシアへ、視線を向ける。

「今、メリアが手にしている武器こそが、聖騎士の従者に与あたえられし力だ。ミス・ゴールド、貴様にも、同様の力が与えられている」

「私にも……」

「うむ。折せつ角かくだから、試ためしてみると良い。……やはりここは、習うより慣れよ、だな」

　考えを言葉に零すセイン。その呟つぶやきを聞いたメリアが、アリシアに耳打ちした。

「アリシア様、その、ちょっとだけ心の準備をした方がいいですよー。こう、きゅっ、って来ますのでー」

　妙な注意を促うながされ、アリシアは首を傾かしげた。

　セインがアリシアの瞳ひとみを真まっ直すぐ見据える。

　その真剣な眼まな差ざしに、アリシアはやや狼狽うろたえた。

「では、呼ぶぞ。――アリシア」

「ひゃあっ!?」

　名を呼ばれた直後、アリシアが奇き声せいを発して飛び上がる。アリシアは顔を真っ赤にして胸を手で押おさえた。数秒後、断絶していた思考が蘇った彼女は、途と端たんに怒いかりの表情を浮かべる。大股でセインに近づき、襟元を両手で掴んだ。

「なにすんのよっ！」

「ぐえっ!?」

　ブンブンとセインの首を前後に振るアリシア。

　セインは両手を上げ「待った」を申請するが、一向に取り合ってくれなかった。

「お、落ち着け……落ち着いて、今の自分の状態を、確かめてみろ……」

　赤い頬ほおの上にある瞳が、疑わしいと言わんばかりに細められる。しかし、両手の力を抜ぬき、自身の胸辺りに視線を送ったアリシアは、徐じよ々じよにその目を見開いて驚愕を露あらわにした。

「これは……」

「俺の従者となった者は、俺に名を呼ばれることで、従者としての力を発揮できる」

「まー、セイン様の場合は、ちょっとその力が強力過ぎるんですけどねー。相あい性しようが良ければ、名前を呼ぶだけで、勝手に従者にしてしまうみたいですー」

「あ……だからアンタ、いつも人のことを渾あだ名なで……」

「う、む。まあ、そういうことだ」

「人の名前が呼べなくて寂しいから、代わりに育てている植物とかには、人の名前をつけているんですよねー？」

「わあああああああああ！　余計なことを言うなぁ！」

　その時、一匹ぴきの獣が唸り声を上げて地を駆けた。前足が三本、後ろ足が二本。不均一な体たい躯くを持つ獣が、転がり込むように走り、接近してくる。

「丁度いい、貴様が倒してみろ」

「た、倒すって、でも、あれって、光か闇の魔法じゃないと効かないんじゃ……」

「アリシア。貴様には、最初から光の魔法が備わっている」

　セインの言葉に、メリアが目を見開いた。

「今までは火の魔法を使っていたつもりだろうが、あれは全すべて、光の魔法だ。……今ならば、その真価を発揮できるだろう。――さあ、己おのれを信じ、叫さけぶといい！」

　声高らかに、セインはアリシアの背中を押す。

　無茶な要望だと思いながらも、アリシアは自身の掌てのひらを見た。目には見えないが、不思議な力が漂っている。それを見て、感じていると、心の奥おく底そこから自信が沸いてくる。次し第だいにそれは、戦意となってアリシアの覚悟を奮ふるい立たてた。

　アリシアの瞳から迷いが消えた。

　獰どう猛もうな牙を剥き出しにして迫る獣。その巨きよ躯くに対し、アリシアは自らの細い片腕を突き出した。獣の剛腕に比べれば木の枝にも等しい。だが、セインには感じ取れた。その細腕に、大きな力が流れ込んでいることを。

　獣が爪そう牙がで、アリシアを引き裂かんとする。

　瞬しゆん間かん――光の奔ほん流りゆうが、大気に満ちた。

「《七番目の従者たる証セブンス・ギフト》――――《紡ぎし聖炬ポート・トーチ》ッ！」

　色すらも掻かき消けすほどの圧倒的な輝かがやきが、光の速さで広がっていく。アリシアの突き出した腕を境に、そこから前方が、真っ白な空間と化した。

　アリシアの腕には、いつの間にか一本の、白い棒のようなものが握られていた。持ち手は細く、先端に向かうにつれて太くなる。中心部からは真っ直ぐな線が先端まで伸びており、丹精に拵えられたその模様は王冠、もしくは白はく亜あの城を彷ほう彿ふつとさせる。

　それは――炬きよ火かだった。先端から放たれているのは、聖なる光に他ならない。

「これは……」

　アリシアが、白く染まった炎ほのおを前にして、言葉を失う。

　棒の先端からは光が放たれており、未いまだ衰える気配を見せない。いつまでも続くその光景は、まるで光が実体化したかのように錯さつ覚かくする。

「聖せい炎えんと呼ばれる力がある」

　呆然としているアリシアへセインが言う。

「それは光の魔法の中でも、極きわめて珍めずらしい力だ。その真価は――浄化。穢けがれしものを討ち払う力だ。浄化は強力な能力だが、発動の兆きざしが読みにくい。なにせ、浄化するべき対象が無ければ、その力は不発に終えてしまう。……アリシアの炎が、魔ま物ものにだけ効果があったのは、そういうことだ。魔物は『混沌』が生み出した、穢れしものだからな」

「ま、待って。じゃあ、私は――」

「おめでとう。漸ようやく、夢が叶ったな」

　まるで自分のことであるかのように、セインが嬉しそうに笑って言った。

　アリシアが、自身の手に握る炬火を見つめる。その瞳から頬へ、一筋の涙なみだが伝った。込み上げる感情に、満面の笑えみを浮かべるアリシアは、やがて素す早ばやく手の甲で涙を拭った。

「泣いてる場合じゃないわね。……まずは、あいつらを何とかしないと」

　不安気だったアリシアは、今、その瞳に自信を漲みなぎらせて敵を見据えた。

　その様子に、セインも安心して『混沌の獣』を睨にらむ。

「聖炎は『混沌』にも有効だ。これまでは覚醒していなかったため、威い力りよくも抑おさえられていたが――今となっては、完全な別物になっているだろう」

「もしかして、私の力について、最初から気づいていたの？」

「違い和わ感かんを覚えたのは、アリシアが俺の外がい套とうに触ふれても平気だった時だ。それと、ここ数日、何故か俺の身につけている封印具が次々と壊こわれたのだが、それらがアリシアの魔法によるものだと気づいた時が大きかった。後は、直に光の魔法を見せて貰もらい、確信した」

　セインが身につけている封印具は、光の力を抑えるもの――つまり、闇の力を固めたものである。光の系けい譜ふの力である聖炎は、闇の力にも有効だ。

「貴様は気づいていなかっただろうが、普ふ段だん、俺が身につけているアクセサリは、全て光の力を抑えるための封印具だ。そして、この外套も――」

　獣が口腔から一条の火を吹いた。

　直進する熱線を、セインは――外套を軽く翻ひるがえすだけで、防いでみせる。

「――本物だ」

　確かに言った筈はずだ。この外套の裏側には邪じや龍りゆうの鱗うろこが編み込まれている。邪龍の鱗は大抵の攻こう撃げきなら弾はじいてみせる。セインは一度、洗脳されたアリシアの攻撃もこれで防いだ。

　誰だれもが気軽に触れられるものではない。邪龍の怨えん嗟さがこもった鱗は、心の弱い者が触れると、一いつ瞬しゆんで精神を汚染される。アリシアが外套に触れられたのは、浄化の力があったからだ。穢れを排除できる彼女に、恐おそらく精神汚染の類たぐいは一いつ切さい通用しない。

　但ただし、心が弱っている時は話が別だ。『混沌』にはそこを突かれた。『混沌』はアリシアを汚染するために、先に幻覚を見せて、精神攻撃を仕し掛かけたのだ。

　心さえぶれなければ。己の芯さえ自覚すれば。アリシアに、隙すきはない。

「胸を張れ。俺はただ、貴様の中に眠ねむっていた才能を、ほんの少し後押ししただけに過ぎん。その力をよく感じてみろ。馴な染じみ深いだろう？　それは紛まぎれもなく、貴様の力だ」

　アリシアの力は浄化。そしてその発現は聖炎という形――つまり炎だ。

　聖炎の力は炎の魔法と同様に扱あつかえる。当然、熟練度も炎のソレが引き継がれる。好き好んで身につけたわけじゃないかもしれない。本気で学んだことなんて一度もないかもしれない。けれどそれはアリシアにとって、ずっと傍にあった相棒のような力だろう。

「ねぇ、セイン」

「なんだ？」

「ありがとう。本当に」

　柔やわらかく微笑ほほえんでアリシアは礼を告げる。普段とのギャップによるものか。どこかしおらしい彼女の様子に、セインは暫し見惚れていた。

「私、アンタの力になるから。――これからずっと、アンタと共に、戦ってみせる」

　アリシアが、涙ぐんで言った。

「言っておきますが、わりと面めん倒どうなこともありますよー？　別の大陸に渡ることも多いですし、『混沌』の潜伏した場所によっては、変装や潜入をすることもありますしー」

「ご忠告どうも。流石さすが、先輩の言葉は身に沁みるわね。でも、大だい丈じよう夫ぶ。伊達だてに長い間、藻掻いていたわけじゃない。今いま更さらその程度で揺らぎはしないわ」

　そう言って、アリシアは炬火を構えた。

「それじゃ、リード任せるわよ、先輩！」

「後輩のためなら、仕方ないですねー」

　アリシアとメリアが駆けた。隠れることなく大胆に、真っ直ぐ獣に向かうアリシア。対し、メリアは獣たちの陰かげに身を潜める。これまでの探索により、二人は互いの戦いにおけるスタイルを理解していた。翼を生やした獣が襲いかかる。アリシアはそれを回避し、獣たちを纏めて消し飛ばせる位置へと回り込んだ。

　メリアが獣たちの首を次々と刈り取った。閃光が視界の端から端へ伸び、その度たびに獣が倒れていく。敵の注意を集めたところで、メリアはアリシアへ振り返かえった。

「今ですー」

「ええ――喰くらいなさいッ！」

　穢れを祓はらう絶対領域。圧倒的な密度を誇ほこる聖炎の塊かたまりが、突とつ如じよとして獣たちを飲み込む。アリシアの握る炬火を中心に、付近の空間が真っ白に染まった。光が消えた頃ころ、塵ちりや瓦が礫れきはそのままに、獣たちの姿だけが完全に消え去る。肉片一つ残らない。

「うわー、これ……殲せん滅めつ力りよくが尋じん常じようじゃないですねー」

　単純な火力ならメリアを圧倒的に上回っている。修練を積めば力のコントロールも上達し、素早い立ち回りも可能になるだろう。――頼もしい仲間が現れた。

　甲かん高だかい、悲鳴にも似た獣の声が響く。次の瞬間、地鳴りと共に壁かべや天井に赤黒い空洞が開いた。穴の中から、大小様々な獣が現れる。

「増援が来ましたー」

「上等よ。跡形もなく消してやるわ！」

　視界を埋うめ尽つくす獣の軍勢に、メリアとアリシアは鼻白むことなく応戦する。猛々しい二人の戦いを目の当たりにして、セインは安あん堵どした。そして、悠ゆう然ぜんと歩く。

　一つ、二つと、全身につけていた銀色のアクセサリを外した。その度に、セインの全身から不可視の力が溢あふれ出す。セインに襲い掛かろうとしていた獣たちが、途端に怯おびえた様子で後退した。従者たちと対たい峙じしている獣たちも、思わずセインを一いち瞥べつする。

「雑兵如きでは、俺たちを殺せないぞ。――いい加減、姿を見せたらどうだ」

　セインが告げた直後、地響きがした。地面から間欠泉のように赤黒い魔力が噴き出る。

　床ゆかから壁、そして天井へと、血管のように赤黒い魔力が這はう。封印具を外し終えたセインは、ぽん、と右足で軽く床を叩いた。すると、床を這ってこちらに迫せまり寄っていた赤黒い魔力の流れが、セインたちを避さけるように左右へ分散する。

　やがて、赤黒い血管が走った床と壁と天井が、音を立てて隆起した。

　血管が、壁や床ごと部屋の中心に集う。赤黒い管は複雑に絡み合い、それに巻き込まれて部屋を囲う壁と天井も崩ほう壊かいした。空間そのものがねじ曲げられているかのようだ。床の下に埋うまっていた土も、天井に紛れていた照明も、何もかもを飲み干して、ソレは形を成した。――悍ましい、得体の知れない生き物が誕生する。

「『混沌の化身』。この迷宮に巣くっていた、『混沌』たちの親玉だ」

　先さき程ほどまで戦っていた『混沌の獣』の、上位にあたる敵。それが『混沌の化身』だ。

　上半身は龍のように牙があり、髭ひげがあり、二つの腕があり、そして三つ翼があった。下半身は、植物の根と似た形状の足が脈動している。赤黒い、粘着質の泥を垂らすその生物は、ドロリとした不安定な眼でセインを睨んでいた。

　化身が吠える。ゴポゴポと水の音が混ざり、甲高く響くそれは、獣の咆哮と言うよりは人の悲鳴に近かった。狂気を振り撒く化身の姿に、アリシアが顔を硬くする。

「化身の相手は、二人にはまだ早い」

　アリシアとメリアへ、セインは優しく微笑み掛ける。

「怖かったら目を閉じていろ。……正直、ここから先は、あまり人に見られたくない」

　ここから先は借り物の力――セインにとって、あまり好きではない力の出番だ。その力は圧倒的ゆえに、他者を魅了してしまう。たとえセインの夢を知っていたとしても、思わずその力に心酔してしまう程の、悪魔の如き力だ。

　だから、できれば見ないで欲しい。分不相応な力を見せびらかす趣しゆ味みはない。

　そんなセインの、ささやかな強がりは――アリシアには通用しなかった。

「私が洗脳された時、アンタは私から目を逸そらさなかった。なら、今度は私の番。……アンタがその力に酔よい痴しれたなら、ぶん殴ってでも連れ戻してあげる。だから、何も心配しないでいい。見守ってあげるから、存分に、格好良く決めちゃいなさい」

　芯のある女性だ。その直情的な姿勢に、心が洗われる。

　同時、心が温かくなるのを感じた。気分が高揚している。

　これが仲間だ。背中を押してくれる少女の存在が、なんとも頼もしい。

「仕方ない。なら――一瞬で、終わらせるとしよう」

　ぶわり、と。抑えていた力を解放する。無色透とう明めいの力は瞬しゆん時じに金色へ。光り輝く魔力が溢れ出し、神々しい煌めきがセインの全身を覆おおう。

「――《聖せい域いき》」

　セインが唱えた途端、黒い外套は純白のマントと化した。爆ばく発はつ的てきに勢いが増した黄金の輝きが、その背に収束し、十じゆう字じ架かの紋章を刻む。

「女め神がみの加護が与えられし剣けんを、聖せい剣けんと呼ぶならば。聖せい騎き士しである俺が持つ剣は、その全てが聖剣ということになる」

　髪かみに塗りたくられた染料が剥がれ落ち、本来の金きん髪ぱつへと戻る。

　腰こしに佩はいていた剣の鞘さやは、いつの間にか真っ白に染まっていた。柄つかを握り、鞘から取り出した刀身は、眩まばゆい黄金の輝きを纏っている。

　煌めく光は神の寵ちよう愛あい。背せ負おう十字は正義の象しよう徴ちよう。

　その姿は、まさに――。

「――聖騎士」

　アリシアの呟きが聞こえた。

　あまりの眩しさに、化身は動かない。いや――怯えていた。セインの正体に今更気づいたのだ。残念ながら、もう遅い。化身の消滅は今、確定した。

「■■■■■■■――ッ！」

　化身が歪いびつに吠える。

　四方の壁に張り付いていた赤黒い根が、心臓に血を送るかの如く力強く脈動した。化身の上半身が膨れ上がり、肥大化した顎あごから鋭するどい牙が剥き出しになる。赤黒い泥に塗れた顎が大きく開く。次の瞬間、化身はセインへ突進した。

　視界一杯に、化身の赤黒い口腔が広がる。

　それでもセインは焦あせることなく、ただ前だけを見据えていた。

「紛い物よ、受けてみるがいい」

　強力な光を放ち続けるセインが、更さらに一歩、化身へと接近する。

　その手に極きよつ光こうが集う。目も開けられないほどの、温かく、激しい輝きが剣となる。

「これが本物の――《聖せい剣けん》というやつだ」

　光輝く黄金の剣を、セインはただ、化身に向かって振った。

　莫ばく大だいな光の奔流が放たれた。光輝の激流は『混沌の化身』を瞬またたく間まに飲み込み、消滅させる。際限なく溢れ出でる光は、遍あまねく人々に与えられる神の愛に等しい。

　底が見えない。……底が無いのかもしれない。

　人智を超えるということは、人でなくなるということ。

　今のセインは――神そのものだ。

「ちゃんと見届けたか？」

　呆あつ気けなく滅ぶ化身を、呆然と眺めていたアリシアは、その一言で我に返った。

「……ええ」

　アリシアが応える。

　神に等しい存在。暗黒騎士と並び、世界最強の一角と謳うたわれし英えい雄ゆう。一国の王よりも影えい響きよう力を持つと言われる、聖騎士を前にして、アリシアは――素直な感想を告げた。
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「アンタは、黒髪の方が似合うわね」

「俺もそう思う」

　セインは笑って返した。







エピローグ







　迷宮ダンジヨンから学園へ帰還したセインは、素早く髪を黒色に染め、スペアの黒い外套を身に纏まとった後、すぐに学園長室へ向かった。

　今はメリアとの二人行動である。アリシアは強ごう引いんに、保健室へと向かわせた。聖騎士の力を使い、『混沌』の汚染からは完全に免まぬがれたが、今回の探索で最も大きな負担を受けたのは間ま違ちがいなく彼女だ。念のためにも、アリシアには暫しばらくの静養を勧すすめている。

　そして、学園長室にて。セインは学園長モルト＝ダーテンスと相対した。

「準じゆん聖せい剣けん？」

　セインの問いに、学園長は頷うなずいた。

「準聖剣とは、女神の加護を擬似的に再現した武器のことじゃ。女神の加護を受けた聖剣より、ひとつ下位の武器であることから、そう呼ばれておる。……いくら儂わしでも、本物の聖剣を無防備に放置するほど、耄もう碌ろくしてはおらん。迷宮に配置しておるのは、準聖剣と準魔ま剣けんのみじゃ。本物は所有してはいるが、迷宮には置いていない」

　学園長と顔を合わせたセインは、真っ先に「迷宮に偽物の聖剣が置いてあった」ことについて説明を要求した。アリシアが発見したあの剣は、『混沌』が一から生み出したものではない。あれは、元々聖剣だったものが『混沌』に汚染され、変化したものだ。

　しかし、本来、女神の加護を受ける聖剣が、生半可な『混沌』に汚染されることなど有り得ない。そうしたセインの考えに対し、学園長は準聖剣という存在について説明する。

「し、しかし、器学の授業では、どちらも迷宮にあると……」

「ふむ。まあ元々聖剣という言葉は非常に曖昧な意味じゃからのう。一いつ般ぱん的てきに聖剣と言えば、お主が持つ女神の聖剣と、人の手によって作られ加護を与えられた聖剣と、先程説明した準聖剣の三つが含まれておる」

「そ、そう、なのか……ぜ、全然、知らなかった」

「ほっほっほ。お主はまだまだ、俗世に疎うといのう。学園に来たのは正解じゃ。足りないものを存分に学ぶと良いぞ」

　ぐぬぬ、と悔しがるセイン。聖騎士として活動している間、セインの傍には、ヴィシテイリア教の信者が数多く付き添っていた。彼かれらにとっての聖剣とは、セインだけが持つことを許された女神の聖剣ただ一つだ。だからセインも、てっきりそれのみを聖剣と呼ぶのだと考えていた。学園長の言う通り、見識が浅いことを痛感する。

「しかし……準聖剣であるが故に、『混沌』に汚染されたとはのう」

　神妙な面おも持もちをする学園長に、セインも頷く。

「半はん端ぱな聖性は、かえって『混沌』を呼び寄せることになる。本物の聖剣と魔剣ならば汚染されることもなかっただろう。今後は注意してくれ」

「うむ。迷宮に配置しているものに関しては、早急に回収しよう」

　有能な人材を輩出することで有名なジェニファ王立魔ま法ほう学園の学園長は、やはり有能であることが多い。当代の学園長モルトもその例に漏もれず、学園長の椅い子すにつく前は腕利きの魔ま法ほう使つかいとして知られていた。『混沌』の存在についても、認にん知ちしている。

「ひとつ、気になることがある」

「なんじゃ？」

「俺たちが『混沌』の気配を感知したのは、迷宮と――迷宮転移門ダンジヨン・ゲートだ」

　セインの言葉に、学園長は片かた眉まゆを上げた。

「厳密には、迷宮転移門にあったのは気配ではなく痕跡だ。迷宮にいた『混沌』は、誰かがここから迷宮転移門を利用して、直接、植え付けたものである可能性が高い」

「それはつまり……『混沌』に味方する何者かが、この学園にいるということかのう？」

「そうだ。少なくとも、過去にいたのは間違い無い」

　迷宮転移門は学園の敷しき地ち内ないにある。学園を覆う結界は、学園の関係者しか立ち入りできない仕組みであるため、迷宮転移門を利用する者は学園の関係者に限られる。

「お主が、正体を明かしたくないことは理解している。しかし、可能であれば――」

「案ずるな。乗りかかった船だ。この件については俺の方でも調査してみる」

「……すまぬな、助かる。五行の系譜である儂に、『混沌』の相手はちと厳しい」

「こちらとしても、折角の学生生活を脅かされるのは嫌いやだからな。……最悪、別の地にいる他ほかの従者を応おう援えんで呼ぶかもしれないが、その時はうまく対応してくれ」

「ほほっ、任せるがよい。……ところで、話が変わるんじゃが。結局、お主は何の目的で迷宮に潜もぐったんじゃ？」

　学園長の問いに、セインはキザな笑みを浮うかべて答えた。

「愚ぐ問もんだな。それは勿もち論ろん、暗黒騎士の象徴とも言える、魔剣を手にするためだ！」

「人の作った聖剣にも興味があると言ってなかったか？」

「人の作った聖剣なら、魔剣に打ち直すことが可能なのだろう？」

「成なる程、そういうことか。……しかし、お主、魔剣は使えんじゃろう？」

「……は？」

　学園長の言葉に、セインは疑問の声を発す。

「聖騎士であるお主は、闇とは真逆の力を宿している。いくら封印具を装備しているとは言え、お主が魔剣に触れたら、一瞬で闇の力が浄化され、ただの剣になるじゃろう」

「なっ?!　ななな、なんだ、それ?!　そうなのか?!」

「封印具とて万ばん能のうではない。普段はお主の力を抑制できても、反射的に漏れ出す力までは抑制できん。……確か、既すでに過去の聖騎士が試していた筈じゃぞ」

「そんな……そんな、馬鹿な……」

　セインは完全に思考を停止させた。膝からくずおれ、四つん這いになるセインへ、学園長が同情の眼差しを送る。

「ま、まあ、お主の学園生活は始まったばかりじゃ。まだまだ、これから頑張れば良い」

　気を遣つかった学園長の言葉に対し、セインは、一言も返事をすることができなかった。




「……この後、どうしますー？」

　学園長室を去った後、覚おぼ束つかない足取りで廊ろう下かを歩くセインへ、メリアが訊きいた。

「……念のため、ミス・ゴールドの様子を見に行こう」

「承知しましたー」

　主の意向を知り、メリアは頷く。それから、セインの横顔を見つめながら言った。

「あんまり凹へこんじゃ駄だ目めですよー？　こんなの、いつも通りじゃないですかー」

「……相変わらず、手厳しいことを言うなぁ」

　いつも通り。そう、いつも通りだ。

　聖騎士であるセインが、そう易やす々やすと真逆の存在である暗黒騎士になれる筈がない。今まで、幾つもの可能性を見つけては、その悉ことごとくに裏切られてきた。恐らくは、アリシアと同様に。何度も何度も、壁にぶつかっては、夢との距離を痛感してきた。

「そうだな。この程度で、凹んでなどいられない」

　また新しい方法を探せばいいだけだ。どれだけ失敗しても、それを続けることさえできれば、いつか必ず夢に届く。そう信じている。

　両の頬を強く叩たたき、気合を入れ直した。

　メリアと共に保健室へ向かう。扉とびらを開くと、医薬品の臭においが鼻孔を通とおり抜けた。偶たま々たま席を外しているのか、教諭の姿は見当たらない。

「セイン？」

　三つ並んだ白いベッドの中央に、アリシアが腰こし掛かけていた。開いた窓から暖かい風が吹ふき抜け、その金糸を束ねたような髪を軽く持ち上げる。

　セインはベッドの横に置いてあった椅子へ腰掛け、言う。

「身体は大丈夫か？」

「ええ。どこにも異常はないって。この分ならすぐに復帰できそうね」

「俺おれとしては、暫く療養して欲しいがな」

「無理。暇ひま過ぎるから」

　空元気ということはないだろう。普段通りの元気のある笑みを浮かべるアリシアに、セインは安堵した。波乱に満ちた迷宮探索から、戻もどるべき日常に戻れたことは喜ばしいことだ。肉体的な苦痛も、精神的な苦痛も、とっくに峠を越えている。

　きっと、三人とも互たがいの無事に安堵していた。それが何故なぜか、言葉を交わさずとも、全員に伝わった。アリシアの柔らかな微笑みを見て、セインは目を細める。

　居心地の好い沈ちん黙もくが、暫く続く。

「ねえ、セイン。一つ訊きたいんだけれど」

　アリシアが、窓の外に向けた視線をこちらに移しながら、小さく唇を開いた。

「私は、その、敬語を使った方がいいのかしら」

　アリシアの問いに、セインは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をした。

　疑問の意図は察せられる。元来、聖騎士とは人々にとって憧れの的だ。特に、光の一族にとっては、目指すべき理想の姿と言っても過言ではない。

「勘弁してくれ」

　溜ため息いき混まじりに、セインは言う。

「周りに怪しまれるというのもあるが、何より、暗黒騎士を目指す今の俺に、聖騎士の力で得た栄誉など不要だ。……だから、頼たのむ。今までと同じように接して欲ほしい」

　アリシアなら分かる筈だ。彼女とて、火の魔法を褒ほめられても嬉うれしくはないだろう。いつになく真しん剣けんな様子で。茶化すことなく、セインは心の内の弱さを曝さらけ出だす。

　アリシアは、一瞬、満面の笑みを零しそうになったが、すぐにその表情を引っ込めて視線をシーツに落とした。そして、ぼそりと呟く。

「……今までと同じなんて、無理に決まってるでしょ」

　口を動かしながら、アリシアはシーツをゆっくりと握にぎり締しめた。それはどこか、勇気を振り絞ろうとしているように見えた。

「あれだけ、格好良いところを見せられて。あれだけ、背中を押して貰って。……おまけに、傷物にされて……前と同じなんて、できっこない」

　緊きん張ちようと喜びが綯ない交まぜになったような、微かすかに浮ついた声でアリシアが言った。

　両手をベッドにつけ、上半身を軽く持ち上げたアリシアは、真っ赤な顔をセインに近づける。セインの頬に、柔らかな感触が訪れた。甘あまい香かおりと、視界一杯に広がるアリシアの紅潮した顔。今、何が起きたのか。理解が追いつかないセインに対し、彼女は太陽のように明るい笑みを浮かべて告げた。

「責任、取ってよね」

　恥はじらいながらも微笑むアリシア。

　セインは、だらしなく口を開けたまま、硬こう直ちよくした。







あとがき







　10％。これは決して、蔑ないがしろにはできない値です。

　消費税の話だと思いましたか？　いいえ違います。

　これは本を購入する前に、あとがきを読む人の割合です。つまり書店に訪れる人たちのうち、一割の者が、あとがきの内容で本を買うかどうか判断していることになります。

　――危ない。

　まさか、あとがきがそんなに重要なものだったとは。

　この話をしてくれたのは僕の友人です。僕は彼のおかげで、今、真剣にあとがきというものに向き合っています。この話を聞いていなかったら、恐らく本書のあとがきは五行くらいで締め括られていました。

　冗談です。最初から真剣に書くつもりでした。先述の友人は架空の人物です。

　というわけで、はじめまして。坂さか石いし遊ゆう作さくです。

　本作は、第12回ＨＪ文庫大賞《金賞》を受賞させて頂いた作品になります。「最近、冒頭から主人公が最強な作品多いなぁ」という、ざっくりした分析と「でも主人公は驕ることなく、常に全力で努力して欲しいなぁ」という僕個人の好みが重なり、「主人公は最強だけど、その力に溺おぼれることなく努力する」という本作が生まれました。これ以上はネタバレになってしまうので、10％に該当する方は、ここらで是非、本編もお読みください。

　本作は受賞が決定した後も、担当編集様と共にブラッシュアップし、クオリティの向上に努めました。打ち合わせの度に思いましたが、小説家の仕事は本当に楽しいです。大学時代、作家を志して黙々と小説を書き続けた甲斐がありました。

　仕事が楽しすぎるせいか。最近、幻聴が聞こえました。

　あれは寝起きに某がっつり系のラーメン（全マシ）を食べた日のことです。太いゴムみたいな麺を啜すすりながら、僕は「これを食べたら家に帰って仕事をしよう」と思っていました。しかし帰宅した直後、何故か急に腹の調子が悪くなったのです。〆も近いため、僕は腹痛と戦いながら仕事をする羽目になりました。

　朦もう朧ろうとした意識の中で仕事をしていると、いつの間にか、僕は誰かと喋しゃべっていました。

「腹痛、大丈夫ですか？」

「やばいっす。助けて……同期のよしみで手伝って……」

「いやでも、もう終わるんですよね？　あと少しなんですから、最後まで頑張りましょうよ。代わりと言っちゃなんですけど、今度飲みに行きません？　また同期集めて」

「あー、いいですね、それ。やる気出ました」

　すぐ我に返りました。自分は今、誰と話していた？

　著者プロフィールにも書かせて頂きましたが、本作は第12回ＨＪ文庫大賞における唯一の受賞作です。つまり、その回の受賞者は僕一人。同期なんていません。

　イマジナリーフレンドならぬ、イマジナリー同期ってやつです。

　多分、仕事の合間に見ていたツイッターが影響したのでしょう。あまり覚えていませんが、どなたかが同期に関するツイートをしていたのかもしれません。

　このことを友人に話したら、盛大に笑われました。

　流石にこの友人は、架空の人物ではありません。――――そう、信じています。
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